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　世界には傷があります。

　それは、私たちの世界と、私たちの世界に隣となり合って存在するもう一つの世界とが擦こすり合うことによって生じる──傷。

〝世界の傷〟と私たち魔ま法ほう使つかいは、そう呼んでいます。

　その傷に向けて、私は思し念ねんの糸を伸ばします。

　思念の糸は世界の傷を通って、もう一つの世界──魔ま界かいと私たちは呼んでいます──へと至り、そちらに存在する元げん素そを私たちの世界へと導きます。

　今、私が導いた元素は、火。

　始し原げんと終しゆう焉えんを司つかさどる、一番目の元素。

　そうして導いた異い界かいの元素を、呪じゆ文もんによって増ぞう幅ふく、あるいは抑よく制せいし、指し向こう性せいを与える──これが、魔法と呼ばれる技術です。

「〝煉獄ホムラ〟」

　魔界より導かれた火が灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうとなって天へと上り、群ぐん青じよう色いろを帯び始めた空に赤く紅あかい大たい輪りんの花を咲かせます。

「ふうっ」

　花が散り、火ひの粉この雨がひとしきり降り終えると、私は振り上げていた杖つえを下ろしました。

「相変わらず見事な魔法ね。アンジュ」

　ぱちぱちぱちと拍はく手しゆの音。

　私はこみ上げてきたため息を嚙かみ殺して、振り向きました。

　声をかけてきたのは、私と同じ王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しのミランダでした。

「貴女あなたの魔法は本当に見事だわ。でも、残念だったわね、アンジュ」

　腰まである黄き味みの強い金きん髪ぱつを搔かき上げて、ミランダは言います。

「貴女、落ちたわよ」

「知っているわ。私のところにも、通つう知ちはきたから」

　私が落ちた──とミランダが言っているのは、先せん日じつ行われた賢けん人じん陞しよう進しん試験のことです。

　ランドールの王宮魔術士には、上位である賢人と下位である学がく人じんと、大きく分けて二に階かい級きゆうあって──学人の王宮魔術士が賢人に陞進するための試験が、年に一いち度ど行われています。

　私はその試験を受けて、そしてつい先程、不ふ合ごう格かく通知を受け取ったのでした。

「私は合格したわ」

　ミランダはマントの裾すそをつまみ上げると、ダンスのように爪つま先さきでくるりと一いつ回転してみせました。

「どう、このマント、似に合あう？」

　ミランダのマントは、金きん糸しによる瀟しよう洒しやな刺し繡しゆうが全体に施ほどこされ、襟えりには金こん剛ごう石せきまであしらわれて、華はなやかさにあふれています。

　一方、私が身につけているマントは、襟えりと裾すそに銀ぎん糸しによる簡かん素けつな刺し繡しゆうが施ほどこされてはいるもののほとんど無む地じに近く、ミランダのそれを比べると圧あつ倒とう的てきに地じ味みです。

　ミランダのマントも私のマントも、どちらも王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの証あかしとして国から支し給きゆうされているものです。

　昨日きのうまでは、ミランダも私と同じマントを身につけていたのですが──。

「おめでとうは言ってくれないの？　アンジュ」

「陞しよう進しんおめでとう、ミランダ」

　ふふんと得とく意いげに笑って、ミランダはまたくるりと回りました。

　派は手で好ずきな彼女にとって、学がく人じん用の地味なマントは趣しゆ味みに合わないつまらない代しろ物ものだったのでしょう。

　華はなやかな賢けん人じん用のマントを纏まとえるようになって、ご満まん悦えつのようです。

「それで、貴女あなたはどうするの？　アンジュ」

「……どうするって、なにが？」

　問い返すと、小こ柄がらな私より頭一ひとつ分ぶん背の高いミランダは、斜め上から私を見下ろすようにしてこう言いました。

「まだ王おう宮きゆうにいるつもりなの？　って聞いているのよ」

「……陞進試し験けんに落ちたら王宮を出ていかなければいけないなんて決まりはなかったはずだけれど」

　ふん、とミランダは鼻を鳴らしました。

「つくづく身の程ほど知らずね、貴女って。平へい民みんの貴女が王宮にいたってなに一つ報むくわれはしないって、いつになったら理解するのかしら？　ねえ、アンジュ。貴女、どうして陞進試験を受けたの？　合格なんて、できっこないのに。自分にも可能性があるかもって、勘かん違ちがいしてしまったの？」

「……勘違いなんて、していないわ」

　私はたしかに陞進試験を受けました。──が、自分が合格できるなんて、これっぽっちも思ってはいませんでした。

　それは、私に試験に合格するだけの能力がないということではありません。

　自惚うぬぼれでもなんでもなく、私の魔ま法ほうの腕うで前まえは十分、賢人に足るものであると思っています。実際、陞進試験での私の成績は、筆ひつ記きも実じつ技ぎも、受験者の中で私が一番だったはずです。

　にもかかわらず、私は落ち、ミランダは合格しました。

　ミランダの魔ま法ほう使つかいとしての腕前は、まったくたいしたことはありません。火か術じゆつを使えばたき火程てい度どの火しか熾おこせませんし、水すい術じゆつを使えば霧きり雨さめを降らせるのが関せきの山やま。私のように猛もう火かで空を茜あかね色いろに染そめ上げることもできなければ、吹雪ふぶきを呼んで白はく銀ぎんの世界を作ることもできません。

　実力ではないのです。王宮魔術士の世界は。

　ものを言うのは、お金と地ち位いとコネ。平へい民みんの私には、どれもないものです。

　ランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しに、平民出しゆつ身しん者しやは私の外にはいません。私以外はみんな貴き族ぞくです。

　私より実力のないミランダが試験に合格できたのも、彼女が男だん爵しやく令れい嬢じようであるからに外なりません。

「貴女あなたみたいな平民が居ていい場所じゃないのよ、王宮は」

　ミランダは両手を腰に添そえ、勝ち誇ったような顔で言います。

　露ろ骨こつな見み下くだし。

　平民はいかに有ゆう能のうであろうと自分たち貴族に劣おとる存在であるという、くだらない価か値ち観かん。

　このような価値観の持ち主は、ミランダ一人ではありません。ほとんどの貴族がそうです。

　私の知る限り、例外はあの方だけ──。

「私は、王宮魔術士を辞やめるつもりはないわ」

　私はミランダの目を見てきっぱりと言いました。

「理解できないわね。王宮に勤つとめ続ければ、いつかは貴族になれるとでも思っているの？」

「貴族になりたいなんて思ったことは、一度もないわ。私はただ、立りつ派ぱな魔ま法ほう使つかいになりたいだけ」

　おばあちゃんみたいな、と心の中で付け足します。

　おばあちゃんみたいな立派な魔法使いになりたい──それが、私の夢。

　魔法を学ぶにはお金がかかります。魔法書しよは非常に高こう価かな物ですし、魔法学がく院いんに通おうと思えば豪ごう邸ていが買えるほどの学費が必要になります。平民には到とう底てい手が出るものではありません。

　幸い、私は魔法の基き礎そはおばあちゃんから教わりましたし、魔法書もおばあちゃんが遺のこしてくれた物がありますが、それだけで極められるほど、魔法は底の浅いものではないのです。

　王宮魔術士をやっていれば、世に出回らない貴き重ちような魔法書も閲えつ覧らんできますし、研究室も与えられますから、今までにない新しい魔法の開発もできます。

　平民の私が魔法を極めるには、王宮魔術士をやっているのが一番の近ちか道みちなのです。

　それに──。

　私に期待して、平民の私を王宮魔術士に推すい薦せんしてくださったあの方の恩おん義ぎに報むくいるためにも、私は辞めるわけにはいかないのです。

「だったら、もう少ししおらしくしていなさいな。目め障ざわりなのよ」

　目障りならわざわざ私のところになんてこなければいいのに──という反はん論ろんの言葉は、口には出しませんでした。

　平民に反論なんてされようものなら、プライドの高いミランダはなにをしてくるかわかりません。

　もし、彼女が激げつ昂こうしてつかみかかってでもこようものなら、あしらうのは簡単なことですが、一方的に私のほうが悪いことにされて王宮を追われかねません。男爵令嬢と平民がケンカになれば、たとえどちらに非ひがあろうとも、王おう宮きゆうの連れん中ちゆうは男だん爵しやく令れい嬢じようの味み方かたをするに決まっているのです。

「可愛かわいくないのよ、貴女あなた」

　つんと鼻はな先さきを背けて、ミランダは言います。

「せめて無む能のうだったら、少しは可愛げもあったでしょうに」

　──結局、貴き族ぞくの自分より下の存在であるはずの私が、自分よりも優れた魔ま法ほう使つかいだという事実が、彼女にとっては面白くないんです。

「試験を受けたのだって、自分が有能だってことを見せつけたかったんでしょう？　私たちに当てつけたかたんでしょう？」

　──たしかに。

　私が合格できないとわかっていながら陞しよう進しん試し験けんを受けたのは、私が優れた魔法使いであることを見せつけるためでした。

　見せつける──というと、言葉が悪いでしょうか。

　見てほしかったのです。ミランダたちではなく、あの方に。実じつ技ぎ試験の場には、あの方もこられるはずでしたから。

「そもそも、貴女は──」

　さんざんに私を見み下くだし罵ののしって、ミランダは去っていきました。

　いつものことなのでさほど腹も立ちませんが、さすがに修しゆう練れんに励はげむ気分ではなくなってしまいました。

　気分が乗らないときにがんばったところで、ただ疲れるだけです。

　……気分転てん換かんに、街に出てみましょうか。

　まだ日も高いですし、中央広ひろ場ばへ行けば、今日は月の頭ですから『獅し子しの市いち』が開かれているはずです。




　ランドールの王おう都とファルシオンでは、毎月、月の頭と中なか日びに、中央広場とその周辺で大だい規き模ぼな市が開かれます。獅子の市です。

　王都で商売をするには営業許きよ可か証しようが要いるのですが、獅子の市の日に限っては、許可証なしで誰だれしもが商あきなえるのです。

　魔ま王おうメイ＝ヘムが復ふつ活かつした影えい響きようでマモノが活かつ発ぱつになってからというもの、行ぎよう商しよう人にんたちの足が鈍り、以前ほどの活かつ気きはなくなってしまったと聞いていましたが、それでも中央広場は人にぶつからずに歩くのが難しいほどの賑にぎわいを見せていました。

　マモノを主力とする魔王の軍ぐん勢ぜいが我がランドールにも迫りつつある今日きよう日び、やはり目立つのは武ぶ器きを取り扱っている商人の姿すがたです。

　魔法関かん係けいの品を扱っている商人が少ないのは、国くに柄がらでしょうか。

　ランドールは剣の国。剣を信しん仰こうの対たい象しようとし、剣による戦いを至し上じようとする古い国です。

　魔ま法ほう使つかいの私としては寂しいところですが、仕方がありません。

　獅し子しの市いちに来るのは、ずいぶん久しぶりです。半年ぶり……ぐらいでしょうか。武ぶ器きだけじゃなく異い国こくの民みん芸げい品ひんに異国の食べ物、情報……色々あって楽しいのですが、基本的に人ひと混ごみが苦にが手てなんです、私。

　たまにはいいかもしれないと思って来てみたのですが……案あんの定じよう、人ひと酔よいしてしまいました。

　日も傾いてきましたし、そろそろ帰りましょうか。

「よう、魔ま女じよのねえちゃん」

　不ふ意いに誰だれかの手が横よこ手てから私の肩をつかみました。

「俺おれたちと遊ばねぇか？」

　男です。頰ほおに入いれ墨ずみのある大男。頰だけじゃありません。剝むき出しの肩や腕にも毒どく々どくしい模も様ようの入れ墨が彫り込まれています。

「兄あに貴きぃ。ホントにこの女にするんすか？　たいして可愛かわいくねぇっすよ」

　入れ墨男おとこの右隣どなりにいた、糸のように目の細い小こお男とこが言いました。

「しゃーねーだろ。兄貴は筋すじ金がね入いりの魔女っ娘こ好きなんだからよ。それに、この女のマント、王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しのマントだぜ」

　と、これは入れ墨男の左隣に立つ、瘦やせぎすの男の台詞せりふ。

「ってえことは、貴き族ぞくか。それなら全然アリだな」

　傭よう兵へいかなにかでしょうか。三人とも腰に湾曲剣シミターを帯びています。そして、臭におい。男たちは酒の臭いのほかに、ほのかに血の臭いを漂わせていました。

「ってことで、魔女のねえちゃんよ、俺たちと一緒に遊んでくれや」

　入れ墨男が、粗そ野やとか粗そ暴ぼうといった言葉を具ぐ現げん化かしたような顔にニタニタと下げ卑びた笑えみを浮かべて、私の肩を引っ張ります。

　……これは、いわゆるナンパというやつでしょうか。

　ナンパなんて、十七年間の人生で初めての経験です。初めての経験ですが、女性の魔法使いを魔女呼よばわりするような輩やからに誘われて、嬉うれしいはずもありません。魔女は女性の魔法使いにとって最大級の蔑べつ称しようなのです。

　私は男の手を払い除のけて、一ひと言こと。

「消えなさい」

「……あん？」

　息を吹きかけられた蠟ろう燭そくのように、入れ墨男の顔からフッと笑みが消えました。

「魔女のねえちゃん、今、なんつった？」

「消えなさいと言ったの。品ひん性せいがない上に耳まで悪いなんて、救えないわね」

「こいつ、兄貴に向かって！」

　眉まゆを吊つり上げてつかみかかってこようとした糸いと目めを制したのは、入れ墨ずみ男の浅あさ黒ぐろく太い腕でした。

「言うじゃねえか、ねえちゃん」

　入れ墨男の顔に、下げ卑びた笑えみが甦よみがえりました。

「魔ま女じよっ娘こはツンなほどいいってもんだ。気に入ったぜ。ねえちゃんには、なにがなんでも俺おれのモノになってもらう」

　入れ墨男が再び肩をつかもうと伸ばしてきた手を、私は杖つえで払いました。

「おっと。ツンはいいが、調子に乗りすぎるのはどうかと思うぜ？　ねえちゃんよ」

　払われた手を、入れ墨男は腰に提さげた湾曲剣の柄つかに掛けました。

「はあっ……」

　仕方がありませんね。

　こんな人ひと混ごみで抜くほど彼らも愚おろかではない……と思いたいところですが、この手の連れん中ちゆうに常識は期待できません。

「ついてきな、ねえちゃん」

　私が観かん念ねんしたと思ったのでしょうか。入れ墨男は勝ち誇ったような顔で歩き出します。私は男についていきます。糸目と瘦やせぎすが私を逃がすまいと背後に回り込んできましたが、お生あい憎にく様さま。私には逃げるつもりなんてこれっぽっちもありませんでした。

　少しばかり、痛い目を見せてやるとしましょう。

　人ひと気けのない路ろ地じ裏うらに入り込むと、入れ墨男はおもむろに振り返って舌なめずりをしました。

「ここなら、いくら悲鳴をあげても誰だれにも聞こえないぜ」

　日当たりの極めて悪い、暗くじめついた場所です。

　たしかに、ここなら大声があがっても人が駆かけつけてくることはなさそうです。

　好こう都つ合ごうです。

　私は手にしていた杖を傾け、〝世界の傷〟を認にん識しきする作業に取りかかりました。

〝世界の傷〟は目には見えません。しかし、世界中の至る所に存在しています。

　この場所にもありました。

　小さな傷が、三つ。

　ごくごく小さな傷ですから大だい規き模ぼな魔ま法ほうを使うのには向きませんが、相手が人間なら、この程度の傷でも十分お釣つりがきます。

「魔法を使うつもりか？　おもしれえ」

　入れ墨男が目を血ち走ばしらせて腰の剣を抜きました。

「おとなしくしろなんてみみっちいことは言わねえよ。おもいっきり抵てい抗こうしろ。そのほうが燃えるってもんよ。なあ、おまえら？」

「兄あに貴きの言うとおりでさあ」

「へへっ」だの「ひひっ」だのといかにも小こ悪あく党とうらしい笑い声をたてて、糸いと目めと瘦やせぎすの二人も湾曲剣を抜きました。

　私が王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しだとわかっていてまったく怖れていないのですから、それなりに腕に自信があるのでしょう。それとも、王宮魔術士なんて無む能のうばかりだと高をくくっているのか。

　なんにしろ、彼らには私を魔ま女じよ呼よばわりしたことを後こう悔かいしてもらうとしましょう。

「ちょーっと待ったぁ！」

　どこか間の抜けた叫び声が響ひびき渡ったのは、私が呪じゆ文もんを唱となえはじめたその時でした。

　集中が途と切ぎれて、編みかけだった思し念ねんの糸もぷっつりと切れてしまいました。

　憤いきどおりを覚えつつ、背後を振り返ります。

「待った！　待って！　待っちゃってってば！」

　私の目の前を横切って、そいつは男たちの前に立ちました。

　見知らぬ男性……いえ、青年です。

　彼はハエの如ごとく手を擦こすりながら、迫はく力りよくのかけらもない媚こびるような笑顔で男たちに言いました。

「暴ぼう力りよく反対、平和が一番。ねっ？」

「なんだ、てめえは？」

「ただの通りすがりの平和主義者しや……って自己紹しよう介かいじゃ、ダメ？」

　どうやら私を助けようとしてくれているようですが……正直、ありがた迷めい惑わくです。

　身なりからして青年は貴き族ぞくでしょう。派は手でではないものの、青年の服は東とう方ほう絹ぎぬでできています。光こう沢たくでわかります。

　東方絹はその名のとおり東方諸しよ島とうでしか採れない、ここアデール大陸では希き少しようかつ貴き重ちような繊せん維いです。平へい民みんに手が出せる代しろ物ものではありません。

「ケッ。てめえが平和主義者だってんなら、その腰の剣はなんだってんだよ？」

　糸目が青年の腰にぶら下がる剣を指ゆび差さして言いました。

　帯たい剣けんしているといっても、青年は少しも強そうには見えません。線の細い優やさ男おとこ……いかにも貴族の子し弟ていといった感じです。

「ああ、これ？　これはたんなる飾りだから、気にしないで」

　青年はへらへら笑ってそう言葉を返します。

　やはり、剣けん士しというわけではないようです。

　こんなご時世ですから、貴族に限らず、護ご身しんのために帯剣している人は少なくありません。青年もそのクチでしょう。儀ぎ礼れい用ようという線も考えられますが、それにしては青年の剣には飾り気がありません。そもそも儀礼用の剣といったらレイピアと相そう場ばが決まっていますが、青年の剣はレイピアじゃありません。騎き士し剣けんです。

「カッコつけたい気持ちはわかるがな、にいちゃん。おとなしく消えな。さもないと、痛い目をみるぜ？」

　入れ墨ずみ男がぶんっと音をたてて剣を振り下ろすと、青年は「ひいっ！」と情なさけない悲鳴をあげました。足もガクガク震えています。

　私はため息をついてしまいました。

　凄すごまれて怯おびえるぐらいなら、はじめっから出てこなければいいのに。

　おそらく、さっきの人ひと混ごみの中での私と男たちのやりとりを目もく撃げきしていて、後を追ってきたのでしょう。

　私が絡まれていたのを見ていたのは、彼だけではないはずです。周りにいた人たちは皆、気づいていたでしょう。にもかかわらず、私を助けようとしてくれたのは彼一人ひとりなわけですから、そう考えれば青年は勇ゆう敢かんなほうなのかもしれません。

　もっとも、打だ算さんあっての行動なのかもしれませんが。王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しを助けたとなれば、王宮に対して貸しを作ることができます。ようは出しゆつ世せのための点てん数すう稼かせぎです。

　きっと、そういうことなのでしょう。そうに決まっています。貴き族ぞくが自分の得にならないような人助けなんてするわけがありません。

　でも、残念でした。王宮のはみ出し者の私を助けたところで、たいした点数稼ぎにはなりませんよ？

「ぼ、暴ぼう力りよく反対。もちろん、タダで見み逃のがしてくれなんて言わないよ。これで、どうかな？」

　青年はそう言うと、懐ふところから小こ袋ぶくろを取り出して入れ墨男に差し出しました。

「アデール金きん貨かで三十枚入ってる。いや、さっき一枚使ったから、二十九枚かな」

　小袋を受け取った入れ墨男は、紐ひもを解といて中なか身みを確かく認にんし、ニヤリと笑いました。

「大たい金きんだな。こいつを俺おれにくれるってか？」

「ああ。だから、この娘こを見逃してやってくれよ」

　……なんて軟なん弱じやくな。お金で解決しようだなんて。

　私はため息をつきつつ、再び思し念ねんの糸を〝世界の傷〟へと伸ばします。

「こいつはありがたく頂いておくぜ。引き換えにてめえは見逃してやる。だが、女はダメだ。どうしてもこの女も助けたいってんなら、もう三十枚持もってくるんだな。そうしたら、考えてやる」

　案あんの定じようです。この手の小こ悪あく党とうは、相手が下した手てに出れば出るほどつけ上がるんです。

　仮に青年がもう三十枚金貨を持ってきたところで、入れ墨男が私を解放することはないでしょう。「考えてやるとは言ったが、助けてやるとは言ってねえぜ」とでも言って、青年にさらなる額の金貨を要求するに違いありません。

「わ、わかった。すぐに持ってくるから、それまで酷ひどいことは──」

　バチッ。

　青年の言葉の最中、私の左手の指先から青白い火ひ花ばながほとばしりました。

　バチッ。バチバチッ。

　火ひ花ばなは二度、三度と弾はじけ、その度たびに輝きを増していきます。

　それは、異い界かいより喚よび寄せた──異界の空を切り裂さき駆かけめぐる、雷いかずちの輝き。

「──!?　やべえっ──！」

　入れ墨ずみ男が緊きん迫ぱくした声をあげましたが、時とき既すでに遅し。

　私の魔ま法ほうはもう完成しています。

　私は青く輝く左手をそっと胸の高さにまで持ち上げると、五本の指をまっすぐに伸ばして、力ある言葉を口ずさみました。

「〝雷電ナルカミ〟」

　カッ。

　閃せん光こうが薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらを真ま昼ひるよりも明るく照らし、

「ぎゃっ！」

「ぐえっ！」

「ひぎいっ!?」

　三人分の悲鳴が美しくもない調ちよう和わを奏かなでました。

　ほどなくして閃光の余よ韻いんが消え、路地裏に再び闇やみが戻ると、その場に立っているのは私と貴き族ぞくの青年のふたりだけになっていました。

　入れ墨男と子こ分ぶん二人は、地べたに這はいつくばってピクピクと痙けい攣れんしています。

　一応、手て加か減げんはしておきましたが、当分は立ち上がれないはずです。

「うわ、痛そー……」

　青年は肩を抱いてぶるっと震えると、私のほうを振り返りました。

　……おや。

　今いま気づきましたが、青年はアデール大陸では珍めずらしい目の色をしていました。青です。澄すみ渡った空の青。

　黒だと思っていた髪かみ色いろも、よく見るとうっすらと銀ぎん色いろがかっています。

「乱らん暴ぼうなんだな、あんた」

　青年が眉まゆを顰ひそめて言いました。

「降りかかる火ひの粉こを払ったまでです」

「だからってさぁ。もうちょっとで穏おん便びんにいくところだったのに……」

「本当にそう思っているのですか？」

「だって、もう三十枚持ってくれば見み逃のがしてくれるって……」

　呆あきれすぎてため息も出ません。

「彼らに私を見逃すつもりなんてありませんよ。あなたがお金を持ってきたとしてもさらなる額を要求してくるだけです」

「そんなの、わからないじゃないか」

「わかりますよ。わかりきっていることです」

　はーっと青年はため息をついて言いました。

「可愛かわいくないなぁ、あんた」

　可愛くない。

　さっきミランダにも言われた言葉が、またここでも出てきました。

「……あなたに言われたくありません」

「えっ？」

「私はたしかに可愛くありませんし、人間不ふ信しんと言われればそうなのかもしれません。ですが、私のことなんてなに一つ知らないあなたに言われたくはありません！　それに、お生あい憎にく様さまでした。王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの私を助けて王宮への覚えを良くしたかったんでしょうが、私は出しゆつ世せの望みもない、平へい民みん生まれのつまはじき者なんです。私を助けたってなんの得にもならないんです。さらに言えば、私は他人に借りを作るのが大だい嫌きらいなんです。赤の他人に……それも、貴き族ぞくなんかに助けられるのなんて、まっぴらご免めんなんです。もしまた今回のようなことがあったとしても、そのときは助けようなんて思わないでください。余よ計けいなお世せ話わ以外の何なに物ものでもありませんから！」

　一いつ気きにまくし立てて、私は青年に背中を向けました。

　……こんなに喋しやべるつもりじゃなかったのに、口くち火びを切ったとたん、止まらなくなってしまいました。

　どうやら、自分で思っている以上に腹が立っていたようです。

「えっ、ちょっ……覚えを良くするとか平民とかつまはじき者とか、なにわけわかんないこと言ってるんだよ……って、なあ、あんた、待てよ！　待ってくれってば！」

　狼狽うろたえつつも引き留めようとする青年に、私は応じませんでした。

　振り向きもせずに路ろ地じ裏うらを出て──そこでふと、ちくりと胸が痛みました。

　一いち応おう、一ひと言ことでもあの青年にお礼を言うべきだったのでは……という罪ざい悪あく感かんです。

　青年が私を助けようとしたのは純じゆん粋すいな善ぜん意いからではないでしょうし、失しつ礼れいなことも言われました。私のほうから助けを求めたわけでもありません。それでも、私し財ざいを投げ打ってまで私を助けようとした彼の行為そのものに対しては、やはり礼を言うのが筋すじというものでしょう。

（可愛くないなぁ、あんた）

　だけど、私は結局、引き返すことはしませんでした。

　気分転てん換かんにと街に出てきたというのに、そこでも嫌いやな思いをするはめになるなんて、まったく今日は厄やく日びです。

　……それにしても、あの青年は一体、どの家の子し弟ていだったのでしょう。

　どこかで見み覚おぼえがあるような気もするのですが……思い出せません。

　もしも、彼が有力貴き族ぞくの子し弟ていだった場合、今回の件で私の立場が危うくなる可能性もありますが……まあ、そのときはそのときです。

　あれこれ考えてこれ以上憂ゆう鬱うつになりたくなかった私は、頭を振ってさっきの出で来き事ごとを頭の中から追い出しました。




　剣の国、ランドールには数多あまたの英雄伝でん説せつがあります。

　建けん国こくの王、ディーン一いつ世せいがそもそも五百年前まえの人じん竜りゆう戦争の英雄ですし、百年前の人じん魔ま戦争の英雄、竜騎士ドラグーンレイジャック＝ウル＝ハイドフェルトもランドールの出しゆつ身しんです。

　そして、現在のランドールにも、二十三歳さいの若さながら既すでに英雄と謳うたわれる騎き士しがいました。

　レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト将しよう軍ぐん。

　人魔戦争で竜王ドラゴンロードシグルドの背にまたがり、魔ま王おうメイ＝ヘムを撃げき退たいせしめた竜騎士レイジャックの曾ひい孫まごにして、幾いく人にんもの名だたる英雄を輩はい出しゆつしているハイドフェルト家の長ちよう子し。

　十七歳で成せい人じんと同時に入にゆう軍ぐんするや否いなや破は竹ちくの勢いで戦せん果かを重ね、弱じやつ冠かん二十三歳にして将軍の地ち位いまで駆かけ上がった傑けつ物ぶつです。

『剣けん聖せい』『剣の国の大いなる剣つるぎ』『紫し眼がんの悪あく魔ま』『絶ぜつ対たい英雄』……異い名みようの多さも、将軍が並々ならぬ人物であることの証明でしょう。

　貴族嫌ぎらいの私も、ハイドフェルト将軍……レイヴェン様のことだけは、尊そん敬けいしています。

　一いつ介かいの魔ま法ほう衛えい士しにすぎなかった私を王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しに推すい薦せんしてくださったのが、他ならぬレイヴェン様なのです。

　貴族なんて連れん中ちゆうは、どいつもこいつも生まれ持った地位を自分の実力と勘かん違ちがいして他人を見み下くだすことばかり考えているような奴やつばかりですが、レイヴェン様は……レイヴェン様だけは、違いました。

　レイヴェン様だけは、生まれの地位など関係なく、実力に見合った評ひよう価かを与えてくださいます。

　レイヴェン様の期待に応こたえたいという思いがなければ、私はとっくに王宮魔術士を辞やめていたでしょう。

　そんなレイヴェン様から使し者しやづてに呼び出しを受けたのは、街に出かけた十日後ごのことでした。

　レイヴェン様に呼び出されるのは、これが初めてではありません。二度目めです。一度目は、レイヴェン様が私を王宮魔術士に推薦すると仰おつしやってくださったとき。

　以来、レイヴェン様とはお会いしていません。遠とお巻まきに姿すがたを見かけることは何度もありましたが、私のほうから声をかけることなんて、恐れ多くてできるはずもなく……。

　それにしても、レイヴェン様ほどの御お方かたが、王宮魔術士とはいえ学がく人じんにすぎない私に一体どんな用があるというのでしょう。

　なにかしらの任にん務むを与えられるのか。先日の陞しよう進しん試し験けんについての叱しつ責せきという線も考えられます。私を王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しに推すい薦せんしたのはレイヴェン様なのですから、その私が試験に落ちて、レイヴェン様が良い気分になられるわけがありません。

　落ちるとわかっていながら私が試験を受けたのは、レイヴェン様に精しよう進じんの結果を見ていただきたかったからです。あるいはそれがレイヴェン様に不ふ快かいな思いをさせることになってしまったのかもしれません。

　……もし、レイヴェン様の用件が後者であれば、私は王宮にはいられないでしょう。

　とにかく、行ってみるしかありません。

　部屋の隅すみに立て掛けてある姿すがた見みの前に立って、身だしなみの確かく認にんをします。

　マントは汚よごれてもよれてもいないし、いつもは酷ひどい寝ね癖ぐせも幸い今日はありません。

　身だしなみは大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫ですが……とても、「よし！」とは思えませんでした。そもそも、私は自分の姿を鏡かがみで見て「よし！」と思ったことなんて、ただの一度だってありませんでした。

　私は自分の容よう姿しが好きではありません。

　チビで瘦やせっぽちで、そばかす顔で……おまけに、目つきも世の中全ぜん部ぶを憎にくんでいるみたいに険けわしくて……可愛かわいいところなんて、一つもありません。

　私を可愛くないと言う人たちの気持ちが、私にはよくわかります。

　今だって、レイヴェン様とお会いするのですから、厚あつ化げ粧しようはありえないにしても、女性のたしなみとしての最さい低てい限げんの化粧ぐらいはしていくべきなのでしょう。でも、私はそんな簡単な化粧の仕し方かた一つ知りません。実じつ家かは男所じよ帯たいで、私は魔ま法ほうの勉強ばかりしていて、異い性せいどころか同どう性せいの友達さえいませんでしたから、そういったことに疎うといのです。

　きっと、恋愛とか結婚とか、いわゆる女性らしい幸せが私に訪れることは、一生ないでしょう。

　でも、いいんです。

　私には魔法があります。

　私は他人から可愛いだなんて思われようとは思っていません。立りつ派ぱな魔法使つかいだと思ってもらえれば、それでいいんです。

　私は自分の頰ほおをバシバシと叩たたいて、レイヴェン様の執しつ務む室しつに向かいました。




「やあ、呼び立ててすまないね、アンジュ」

　レイヴェン様は強く公こう正せいな方ですが、同時に凜り々りしく美しい方でもあります。

　銀ぎん色いろがかった長い黒くろ髪かみはやわらかな光こう沢たくを放ち、今まさに私に向けられている切きれ長ながの目は、綺き麗れいな紫むらさき色いろ。ささいな歪ゆがみさえ見出すことのできない完かん璧ぺきな美び貌ぼうは、神の造ぞう形けいと言っても過か言ごんではないでしょう。

　王宮には、性格はともかく見た目には美しい女性がたくさんいますが、彼女たちの美しさも、レイヴェン様の前では霞かすんで見えます。

　それほどの美しさを持ちながら、レイヴェン様にはなよなよしたところがありません。

　軍ぐん服ぷくがよく似に合あうすらりとした長身からは、猫ねこの如ごときしなやかさと同時に巌いわおのような揺るぎない力強さを感じます。

「さあ、入って掛けてくれ。殺さつ風ぷう景けいな所で申もうし訳わけないのだが」

　レイヴェン様に促うながされて、私は来客用ようのソファに腰を下ろしました。

　レイヴェン様の執しつ務む室しつは、相変わらずほとんど物がありませんでした。

　あるのは、レイヴェン様の仕事机づくえと今いま私が座っている来客用のソファが一いつ脚きやく、他には書しよ棚だながあるだけで、調ちよう度ど品ひんの類たぐいは一切、置かれていません。

　誰だれよりも美しくありながら、華か美びを好まず質しつ実じつ剛ごう健けんを信しん条じようとするレイヴェン様らしいお部屋です。

「活かつ躍やくは色々と耳にしているよ。きみほど活躍している王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しは、賢けん人じんにもいない」

「きょ、恐きよう縮しゆくです……」

　レイヴェン様が目の前にいるというだけで心しん臓ぞうがいつもの三さん倍ばい速そくで動いているというのに、褒ほめ言葉まで頂いてしまって、いよいよ心臓が破は裂れつしてしまいそうです。

「先日の陞しよう進しん試験も、見事だった。また腕を上げたようだね」

「も、申し訳ありません……」

「なぜ謝るんだい？　私は褒めているんだよ」

「ですが、試験の結果は……」

「ああ、きみが不ふ合格だったことは知っているよ。だが、合格できなかったのはきみのせいじゃないだろう？」

「そ、それは……」

「貴き族ぞくの私が言っても説せつ得とく力りよくに欠けることはわかっていて言うが、生まれ持った地位で人の価か値ちを判はん断だんするなど、まったく馬鹿げているよ」

　私は心の中でだけ同意しました。実際に同意してしまうのは、立場上じよう、さすがにできません。

「きみも知っているとおり、ランドールは剣の国だ。剣けん士しの質の高さは、間違いなく大陸一いちだろう。反面、魔ま法ほう使つかいの質は低く、王宮魔術士も向上心しんのない者ばかりだ。魔法の腕を磨みがくことよりも、出しゆつ世せのための根ね回まわしに必ひつ死しになっている。だが、アンジュ、きみは違う」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみにまっすぐ見み据すえられて、私は射い竦すくめられたようになってしまいました。

　レイヴェン様の目はとても優しいのですが、見る者に恐怖……というか、畏い怖ふを抱かせるような、ある種の威い圧あつ感があります。

　若くても美しくても優しくても、今いま私の目の前にいる男性は、幾いく多たの異い名みようを持つ猛もう将しようなのです。

「きみには向上心がある。日々修しゆう練れんを怠おこたらず、危険な任にん務むにも積極的に志し願がんしている。きみのような人じん材ざいを私は待っていたんだよ。きみになら……いや、きみにしかこの任にん務むはやり遂とげることはできないだろう」

　任務。

　その単たん語ごに、私は強こわ張ばっていた肩をさらに硬くしました。

「世界は今、試し練れんの時を迎えようとしている」

　レイヴェン様は机の上で手を組み、わずかに表情を険けわしくして言います。

「復ふつ活かつした魔ま王おうは、再び軍ぐん備びを整えているという。二度目めの人じん魔ま戦争の時は近い。これは国家の枠わくも民みん族ぞくの枠も越えて人類が一いつ致ち団だん結けつして臨のぞむべき一いち大だい事じだ。にもかかわらず、隣りん国ごくフェブロニアは混乱に乗じて領りよう土ど拡かく大だいに乗り出し、人間同どう士しの間で血が流れている。東とう方ほうには魔王と同どう盟めいを結んだ国まであるという。魔王は手て強ごわく、人は愚おろかだ」

「はい……」

「世界が一つにまとまることができれば、魔王の軍ぐん勢ぜいに勝利することも十分可か能のうだろう。だが、世界が……人が思いを一つにすることは、魔王を倒すことよりも困こん難なんなことだと、私は思っている」

　たしかに、五百年前まえの人じん竜りゆう戦争の時も、百年前の人魔戦争の時も、人間は人間同どう士しの争いやいがみ合いを捨てることはできなかったといいます。

「魔王軍ぐんの大だい侵しん攻こうが始まれば、人間は敗ける」

　レイヴェン様は切きれ長ながの目を刃は物もののように細めて言いました。

「だから、私は魔王が軍を完成させるその前に、魔王を倒したい。人間が生き延びるすべは外ほかにはないと、私は思っている」

「それは……」

「それこそ不ふ可能な話だと、きみも思うかい？」

「恐れながら……」

　うん、と頷うなずいてレイヴェン様は言います。

「たしかに魔王メイ＝ヘムは強大な敵だ。魔王と戦い、これに打ち勝つのは、容よう易いなことではないだろうね。だが、私は人が一つにまとまることほど困難ではないと思っているんだ、もう一いち度ど言おう。私は魔王を倒したい。そして、その役目を……アンジュ、きみに任せたいと思っている」

「……はい？」

　レイヴェン様の言っている意味が、私にはよくわかりませんでした。いえ、レイヴェン様が魔王メイ＝ヘムを倒したいと考えているというところまでは、理解できました。わからないのはその先です。

　私は魔王を倒したい。その後、レイヴェン様はなんと仰おつしやったのでしょう。

　魔王を倒す役目を私に任せたい──と、そう聞こえたのですが、間違いないでしょうか。

　ここでいう私とは、私──アンジュ＝セレッソのことですよね？

　つまり、レイヴェン様は私に魔ま王おうを倒せと命じておられると、そういうことでしょうか。

　そんな、またまたご冗じよう談だんを。

「私には兄弟がいる。妹のレムリアのことは、知っているかな」

「は、はい。レムリア様は、私たち魔ま法ほう使つかいにとって憧あこがれの方です」

　レイヴェン様の妹君ぎみ──レムリア＝メル＝ハイドフェルト様は、レイヴェン様に負けず劣おとらずの有名人じんです。

　弱じやつ冠かん十二歳さいで超ちよう難なん関かんと言われている学がく術じゆつ都市フルブライトの魔法学がく院いん試験に合格するや、十五歳で導どう師しの称しよう号ごうを得て、今や旧きゆう世界研究の権けん威いとして名を轟とどろかせている究きゆう極きよくの才さい女じよ。

「うん。そのレムリアの下にもう一人ひとり弟がいるんだが……名前をレックスといってね」

「レックス様……ですか」

　レイヴェン様が三さん人にん兄弟であることは知っていましたし、妹君のレムリア様は有名ですが……弟君のお名前は、今いま初めて知りました。

「きみには、レックスとともに魔王メイ＝ヘムを倒してもらいたい」

　レイヴェン様の目は、冗談を言っている目ではありませんでした。

　レイヴェン様はたしかに、私に魔王を倒してこいと、そう言っているのです。

「私が……レックス様と、魔王を……」

　それは、ある意味で、先日の試験の結果を叱しつ責せきされるよりもよほど酷こくな注文でした。

　今までも無む茶ちやな任にん務むにつかされたことは何度もありましたし、国と自分とレイヴェン様のために危険な任務にも積極的に志し願がんしてきましたが……これは、さすがに桁けたが違います。

「理り不ふ尽じんな任務だと思うかい？　……いや、問うのは卑ひ怯きようだな。きみの立場では正直には答えられないだろうからね。理不尽な任務だよ、これは。だから、きみには拒きよ否ひ権けんがある。この任務を拒否したとしても、それによってきみの立場が悪あつ化かするようなことはないと約束する」

「え……」

　任務とは通常、絶対のものです。拒否することなど許されず、それでも拒否するのであれば、王おう宮きゆうを去るしかありません。

「本当に特とく殊しゆで、困こん難なんな任務だからね。もちろん、相そう応おうの見返りは用意させてもらうよ。もし、きみがレックスとともに見み事ごと魔王を討ち果たしたその暁あかつきには、きみには賢けん人じん長ちようの椅い子すが待っている」

「……！」

　賢人長は、その名のとおり上じよう位い王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しである賢人の長おさ。すなわち王宮魔術士全ぜん体たいの長です。

　王宮魔術士を束ね、国こく政せいに対しても多大な権けん限げんを持つ、国の中ちゆう枢すうたる存在です。

「既すでにクグロフ卿きようの承しよう諾だくはいただいているよ」

　クグロフ卿きようは現在の賢けん人じん長ちよう。ロクに魔ま法ほうも使えないくせに地ち位いと金とコネで王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの頂ちよう点てんに君くん臨りんしている、脂あぶら性しようのハゲ親父おやじです。

「クグロフ卿はきみに魔ま王おうが倒せるはずがないとタカをくくっているようだが、私は違う。きみにならやれると思っているし、きみにしかやれないとも思っている」

　私はなにも言えません。

　レイヴェン様にそこまで言っていただけるのは当然、嬉うれしいのですが、重すぎる期待に胃が悲鳴をあげています。

「アンジュ」

　レイヴェン様は立ち上がると、身体からだごとまっすぐに私のほうを向いて──あろうことか深々と頭こうべを垂れました。そして、言いました。

「どうか、あいつの……レックスの支えになってやってほしい。これは上じよう官かんとしてではなく、あいつの兄としての頼みだ」




「返事はすぐでなくてかまわない。よく考えて決めてほしい」

　と、レイヴェン様は言ってくださいました。

　なのに、私はその場で、「謹つつしんでお引き受けいたします」と、そう返事をしていました。

　はやまってしまったのかもしれません。あのときの私は、レイヴェン様に頭を下げられて、お世せ辞じにも冷れい静せいだったとは言えません。

　後こう悔かいの念ねんがまったくないというと噓うそになってしまいますが、時間を貰もらって熟じゆつ考こうしたところで、やはり私は引き受けていたでしょう。

　だって、レイヴェン様に頭を下げられてしまったのですよ？

　これが他の誰だれかだったら──仮に国こく王おう陛へい下かだったとしても、即そく答とうなんてできなかったでしょう。

　でも、レイヴェン様なのです。

　レイヴェン様の頼みを断ることなんて、私にはできません。

　それに、魔王を倒して帰ってくれば、賢人長になって、今まで私を見み下くだしてきた連れん中ちゆうを見返してやることができます。

　なにより、レイヴェン様に喜んでいただける──。

　もちろん、限りなく達たつ成せい不可能な任にん務むであるということは、わかっています。

　私一人ひとりなら、絶対に不可能でしょう。

　でも、私一人というわけじゃないんです。

　レックス様──レイヴェン様の弟君ぎみが一いつ緒しよなのです。というより、魔王討とう伐ばつの主役はあくまでもレックス様で、私はその従じゆう者しやということになります。

　レイヴェン様やレムリア様のように高こう名めいではないとはいえ、レックス様も英雄の家か系けいであるハイドフェルト家の男子。人じん魔ま戦争の英雄、竜騎士レイジャックの曾ひい孫まごに当たる方です。

　レイヴェン様も、「あいつは強いよ。私など足下にも及ばない剣けん才さいを持っている」と仰おつしやっていました。

　剣けん聖せいの異い名みようを持つレイヴェン様をしてそこまで言わせるのですから、身み贔屓びいきを差し引いたとしても、レックス様の強さは相当なものなのでしょう。

　そもそも勝しよう算さんがなければ、レイヴェン様だって実じつ弟ていを死し地ちに送るような真ま似ねはしないはずです。

　レックス様がいれば、そしてそこに私の力が加われば、勝ち目はある──と、そういうことなのです。

　勝ち目が無いじゃないのであれば、やる価か値ちは十分にあります。

　というより、もう、やるしかないのです。

　魔ま王おうメイ＝ヘム、覚かく悟ご。




　翌よく日じつ、私はレックス様にお会いするために、ハイドフェルト家を訪れました。

　王おう都との東の端はし、ティルタニア山とその麓ふもと一いつ帯たいを領りよう地ちに持つハイドフェルト家は、名めい門もん貴き族ぞくの邸てい宅たくにしては意い外がいなほどにこぢんまりとしていました。

　門もん番ばんや玄げん関かん番ばんの姿すがたも見当たらず、どうやってレックス様に取り次いでもらえばいいものかと玄関前まえで困っていると、玄関扉とびらが開いて、メイド服姿すがたの女性──というか、少女が出てきました。

　艶つややかな黒くろ髪かみを頭の両脇わきで結ゆった、お人形さんのように可愛かわいらしいメイドさんです。年は私よりも一つか二つ下でしょうか。

「アンジュ＝セレッソ様ですね。お待ちしておりました。私、当とう屋や敷しきにご奉ほう仕しさせていただいておりますメイドのトモエと申します。本日は不ふ肖しようながら私がご案内させていただきます」

「こ、これはご丁てい寧ねいにどうも」

　トモエさんに案内されて、私はハイドフェルト邸ていに足を踏み入れました。

──ここが、レイヴェン様の生まれ育った場所なのですね……。

　ハイドフェルト邸は、内ない装そうもごくごく質しつ素そでした。高こう価かな調ちよう度ど品ひんの類たぐいはほとんどなく、なるほど、レイヴェン様の華か美びを好まない性格は生せい家かの影えい響きようなのだなと、一人納なつ得とくしてしまいました。

「この度たびは、大変申もうし訳わけありません」

　黙だまって前を歩いていたトモエさんが、顔だけを振り向かせて言いました。

「あの子の無む茶ちやに付き合わせてしまって」

「あの子？」

「レイヴェン様のことです。魔王討とう伐ばつなんて、そんな大それたこと。やるのならご自分でおやりなさいと申し上げたのですが、あの子は一いち度ど言い出すと聞かないところがありますから」

「それは……仕方がありません。レイヴェン様が国を空あけて、それが魔ま王おうやフェブロニアに知られようものなら、ランドールはおしまいです」

　マモノを主力とする魔王軍ぐんも、西せい方ほう大陸由ゆ来らいの技術──カガクによって生み出された武ぶ器き、銃じゆうを駆く使しする隣りん国ごくフェブロニアも、どちらも強きよう敵てきです。

　最さい盛せい期きには大陸の七割を領りよう土どとする大たい国こくだった我が国ランドールも、今は昔。剣による戦いにこだわり魔ま法ほう使つかいの育いく成せいに力を入れてこなかったこと、さらにはカガクを忌いむべき文化として排はい除じよしてきたことが徒あだとなって、魔王軍に対してもフェブロニアに対しても劣れつ勢せいをしいられている現状──それでもまだ王おう都とにまで戦せん火かが及んでいないのは、これはもう間違いなくレイヴェン様のおかげです。

　一人で一軍に匹ひつ敵てきする力を持ち、あふれんばかりの英雄性せいを持つレイヴェン様は、軍の士し気きの要かなめ──まさに、『剣の国の大いなる剣つるぎ』なのです。

　そんなレイヴェン様が長期にわたって国を空けるようなことがあってはいけません。

　それにしても──。

　レイヴェン様をあの子呼よばわりできるとは、トモエさんは一いつ体たい何者なのでしょう？　ただのメイドさんではないのでしょうか。

「あの……トモエさんは、こちらに勤められて長いのでしょうか？」

　私は話の流れを切って、訊たずねました。

　もし、トモエさんが、たとえば子供の頃からこの家で働いているのだとしたら、お家うちの方々と気安い間あいだ柄がらになっていたとしても、そう不ふ思し議ぎなことではありません。

　それにしたって、自分より年上の主人をあの子呼ばわりするのは気安すぎるとは思いますが。

「長い……そうですね、私にとってはあっと言う間だったのですが、一般的な時間感かん覚かくでいえば、長いということになるのでしょうね」

　やっぱり。

　若さに似に合あわず、トモエさんからはベテランメイドの風ふう格かくのようなものを感じます。

　歩き方一つを取ってみても、背せ筋すじは綺き麗れいに伸びていて歩ほ幅はばも一定で……。こんな淀よどみのない歩き方は王おう宮きゆうの侍じ女じよにもできません。

「レイヴェン様のおしめを替えたこともあるんですよ」

「……はい？」

　おしめって、赤あかん坊ぼうがする、あのおしめのことですよね？

　レイヴェン様のおしめを替えたこともある……ということは……トモエさんって一体いくつなんですか？

　若く見えても、実際には三み十そ路じを超えていたりするのでしょうか。どう見たって十代……それも、前半にしか見えませんが……。

　喉のど元もとまで出かかった年ねん齢れいを訊たずねる言葉を、私はぐっと飲み下くだしました。

　いくら相手が同どう性せいでメイドさんとはいえ、初しよ対たい面めんの女性に年齢を訊きくのは失しつ礼れいというものでしょう。

　トモエさんはまるで私の疑問を見通しているかのようにたおやかに微わ笑らって、正面に向き直りました。

「レックス様のお部屋は、三階になります」

　どうやら私は応おう接せつ室しつの類たぐいではなく、レックス様のお部屋に案内されているようです。

　本来ならばまずはご当とう主しゆ様さま──すなわち、レイヴェン様とレックス様のお父とう様さまであらせられるレザード様にご挨あい拶さつするのが筋すじというものですが、レザード様は七年前に奥おく様さまを亡くされて以来、ご自身もお体を病やまれて伏せっておられると聞き及んでいます。お目め通どおりが叶かなうはずもありません。

　一階と二階の踊り場にさしかかったところで、ふと、壁に掛けられた一枚の絵に目が留まりました。

　白はく銀ぎんの鎧よろいに身を包んだ、一人の青年の絵です。
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　銀ぎん色いろがかった黒くろ髪かみで、瞳ひとみの色は澄すんだ空の青。そして面おも差ざしは、私にある人物を思い起こさせました。──レイヴェン様です。

　絵の青年は、レイヴェン様に似ていました。レイヴェン様ほどの非ひの打ち所のない美び形けいではないものの、眉び目もくは整っています。

　レイヴェン様に似ているというだけで見入ってしまうには十分な理由なのですが、私が足まで止めて見入ってしまったのは、その絵の青年があまりにも優しいまなざしをしていたからでした。

　あらゆる怒りを受じゆ容ようするような深さと、すべての憎にくしみを解とかしてしまうような温かさを兼ね備えた、優しいまなざし。

「この人は……」

「レイジャック様です」

　誰だれともなく呟つぶやいた私に、トモエさんが返事をくれました。

「この人が……竜騎士レイジャック……」

　レイヴェン様とレックス様の曾ひいお祖じ父い様。

　百年前まえの人じん魔ま戦争で、竜王シグルドとともに魔ま王おうと戦い、人類に勝利をもたらした比ひ類るいなき英雄。

　王おう宮きゆうにも王おう都との広場にも彼の銅どう像ぞうがあるのですが……やはり、絵で見るとまるで違って見えますね。

「優しい目をしておられるでしょう？」

「ええ、本当に……」

　でも──。

　伝でん説せつの英雄の優しいまなざしに目を奪うばわれながら、私は心の片かた隅すみに引っかかりを覚えていました。

　レイジャック様の姿すがたを銅像以外で見るのはこれが初めてのはずなのに、この絵の青年にどこかで会ったことがあるような気がするのです。

　レイヴェン様と面おも差ざしが重なる部分が多た々たありますから、そのせいでしょうか。

「レックス様にお会いになられたら、きっと驚かれると思いますよ」

　トモエさんが言いました。

「レックス様は、レイジャック様にとてもよく似ていらっしゃるんです」

「へえ……」

　私はまだ見ぬレックス様に思いを馳はせました。

　レイジャック様によく似ている……ということは、きっと、優しさと正義感かんにあふれた素晴らしい方なのでしょう。

　期待は膨ふくらむ一方です。

「まいりましょうか」

「は、はい」

　まだ見ぬレックス様への期待の高まりに比ひ例れいして、緊きん張ちようも高まってきました。

　レックス様が素晴らしい方であるのは疑いないとして、問題は私がレックス様に気に入っていただけるかどうかです。

　なにはともあれ従じゆう者しやとして認めていただけなければ、話になりません。

　魔ま術じゆつなら誰だれにも負けるつもりはありませんが、なにぶん私は平へい民みんの子です。おまけに、お世せ辞じにも他人から好かれる性格もしていません。

　せめて、第一印いん象しようで嫌きらわれるような事じ態たいだけは避けたいところですが……どうしたものか。

　他人に好こう印象を与えるためには……やっぱり、笑顔でしょうか。

　笑顔。私が一番苦にが手てな表情です。

　王おう都とに出てきてからというもの笑う機会がめっきり少なくなってしまって、笑い方がイマイチよくわからなくなってしまいました。

　試しに、笑顔を作ってみます。

　ニヤリ。

　……鏡かがみがないので自分がどんな顔をしているのか見られませんが、他人に好印象を与えるような笑顔になっていないことは、見るまでもなくわかりました。

「アンジュ様？」

　不ふ意いに振り向いたトモエさんが、私の顔を見て心配そうに言いました。

「どこかお痛みになるのですか？」

　どうやら私の笑顔は好印象どころか笑っていると認にん識しきさえされないレベルの代しろ物ものだったようです。

「いえ、なんでもありません。ただちょっと、練習をしてくるべきだったかなと」

「練習……魔ま法ほうのですか？」

「ええ、まあ」

　笑顔の、とは言えるはずもなく。

　……とりあえず、笑顔作さく戦せんは見送ったほうがよさそうです。

「こちらが、レックス様のお部屋です」

　どうすれば好印象を与えられるか……答えが出ないうちに、レックス様のお部屋の前に着いてしまいました。

　コンコン、とトモエさんの手が扉とびらをノックします。

「レックス様、トモエです。王おう宮きゆうからアンジュ＝セレッソ様がお見えになられました」

　私は深しん呼吸して、レックス様の返事を待ちます。──が、扉の向こうから返る声はありません。

「レックス様」

　コンコン。トモエさんがもう一度ノックしてみても、やはり応おう答とうはなし。お留る守すなのでしょうか。

　トモエさんはため息をつくと、三み度たび扉とびらをノックして、語ご気き強く言いました。

「レックス様！　女性の呼びかけを無む視しするとは何事ですか！　いかなるときも女性への敬けい意いと誠せい意いを忘れてはならないという、レミエル様のお言葉に背くおつもりですか！　出てらっしゃい！　イル！」

　トモエさんが最後に呼んだイルという名前は、レックス様の幼よう名みようです。

　ランドールでは、貴き族ぞくは成せい人じんすると名前を改め、それまでの名前──幼名は、ミドルネームにするという慣かん習しゆうがあります。

　一般的に、成人した貴族を肉にく親しん以外の者が幼名で呼ぶのはマナー違い反はんとされているのですが、なにしろトモエさんはレイヴェン様をあの子こ呼ばわりできるほどのメイドさんですから、問題はないのでしょう。

「うるさいな！」

　扉の向こうから返る声がありました。

「オレは会わないぞ！　魔ま王おう討とう伐ばつの旅なんて、誰だれがなんて言ったってオレは絶対に嫌いやだからな！」

　それは、拒きよ絶ぜつの言葉。

　声の主ぬしは、私に会うことを──そして、魔王討伐の旅に出ることを、きっぱりと拒絶していました。

「あの……トモエさん？　今の声は……」

　トモエさんは困ったような申もうし訳わけなさそうな顔を私に向けて、言いました。

「レックス様……ですわ」

　……これは、予想外がいの事じ態たいです。

　レックス様に私を従じゆう者しやとして認めていただけるかという心配はありましたが、まさか会うこと自体を拒絶されてしまうとは。……いえ、魔王討伐の旅そのものを拒絶しているのですから、それ以前の問題です。

「あの……レックス様は、どのような方なのですか？」

　嫌な予よ感かんがしていました。

　名めい門もんハイドフェルト家の男子でレイヴェン様の弟なら、救きゆう世せいの勇ゆう者しやに相応ふさわしい立りつ派ぱな青年に違いないと疑いもなく思っていた私の認にん識しきは、甘かったのかもしれません。

「レックス様は……良く言えば、とてもお優しい方ですわ」

「悪く言えば？」

　トモエさんは頰ほおに手を重ね、なにかを諦あきらめたように小さくため息をついて、こう答えました。

「ヘタレ……ですわ」

　ヘタレ。

　それは、根こん性じようナシ、あるいは腰こし抜ぬけの意。

　英雄の家か系けいであるハイドフェルト家からは最も縁えん遠どおい言葉のはず。

「レックス様は、血が苦にが手てなんです」

　トモエさんは教えてくれました。

　レックス様は子供の頃から血が大の苦手で、剣の腕は立つものの、実じつ戦せんはからっきしダメなこと。

　成せい人じんと同時に軍に入った──というより、入らせられたものの、三日で逃げ出してしまったこと。

「そんな人がどうして魔ま王おう討とう伐ばつなんて……」

「レイヴェン様がお決めになったことです。レックス様のご意志ではありません」

「レイヴェン様が……」

「ハイドフェルト家の男子が軍にも入らず、いつまでも家にいるわけにはいかないから、と。レックス様ご本ほん人にんは魔王討伐の旅なんて絶対に嫌いやだとお部屋にひきこもってしまわれて……」

　目眩めまいがしました。

「そんな人の従じゆう者しやに、私は選ばれたんですね……」

　いくら剣の腕が立つからといって、軍を三日で逃げ出し、今は旅を拒きよ絶ぜつしてひきこもっているようなヘタレに、魔王を倒せるわけがありません。

　レイヴェン様がそんなヘタレを旅立たせようとしているのは、おそらく──いえ、間違いなく体たい面めんのためです。

　家と、国の。

　魔王が復ふつ活かつしたことにより、英雄の家系であるハイドフェルト家に寄せられる国民の期待は高まっています。そんな中、ハイドフェルト家の男子が軍にも入らずブラブラしていたら、国民のハイドフェルト家への──ひいては国への信頼を損そこなってしまうことになりかねません。

　魔王軍ぐんの大だい侵しん攻こうを控ひかえ、フェブロニアとの戦いも激はげしさを増している今、国民の信頼を損なうことは、国にとっては避けたい事じ態たいです。

　だからこそ、レイヴェン様はレックス様本ほん人にんの意志を無む視ししてでも、レックス様を旅立たせようとしているのです。

　レックス様が本当に魔王を倒せるなんて、レイヴェン様も思ってはいないのでしょう。──が、レックス様が魔王を倒せるかどうかは、問題ではないのです。

　重要なのは、ハイドフェルト家の男子が魔王討伐のために立ち上がったという事実。その事実さえあれば、たとえレックス様が旅の途と中ちゆうで果てられたとしても、ハイドフェルト家と国の体面は保たれます。

（きみにならやれると思っているし、きみにしかやれないとも思っている）

　レイヴェン様の言葉が耳に甦よみがえって、私は思わず笑ってしまいました。

「ふふっ」

　レイヴェン様は──レイヴェン様だけは、私を生まれでなく実力で評ひよう価かしてくださっていると思っていたのに──。

　結局は、レイヴェン様も同じだったんですね。

　王おう宮きゆうの他の貴き族ぞくたちと同じように、平へい民みんの私を鬱うつ陶とうしく思っていたんです。

　魔ま王おう討とう伐ばつの旅なんて──ましてや、軍を三日で逃げ出すようなヘタレの従じゆう者しやなんて、生きて帰れるはずがありません。

　はじめから期待なんてされていなかったんです。

　体ていのいい厄やつ介かい払ばらいだったんです。

　なんて……。

　なんて馬鹿なんでしょう、私は。

　レイヴェン様から褒ほめられて舞い上がって、期待していると言われてその気になって……。

　本当に、馬鹿みたい。

「ふふっ……くすくす……あはっ……あはははっ！」

「アンジュ様？」

　急に笑い出した私を不ふ審しんに思ったのでしょう。トモエさんが小こ首くびを傾かしげて声をかけてきます。

　私は──笑いすぎて、涙が出てきました。

　ええ。この涙はおかしくて出た涙です。断じて、悲しくて泣いてるんじゃありません。

　不安げに立ち尽くすトモエさんを尻しり目めにひとしきり笑って泣いた私は、涙を拭ぬぐって、扉とびらの前に立ちました。

「レックス様」

　ノックして、呼びかけます。

「王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しのアンジュ＝セレッソです。レイヴェン様より、あなたのお供ともを申しつけられました。レックス様。どうか、この扉を開けてください」

　返事は、ありません。

　……しょうがないですね。少々下げ品ひんですが、なりふりかまってはいられません。

　私は下したっ腹ぱらに力を込めて、腹の底から声を響ひびかせました。

「さっさと出てこないと、この扉をぶち破りますよ！」

「ア、アンジュ様？」

　何事かと狼狽うろたえるトモエさんを手で制して、私は扉を──扉の向こうにいるはずのヘタレを睨にらみ据すえました。

　ヘタレというのは、言うまでもなく、レックス＝イル＝ハイドフェルトのことです。

　なんかもう、敬けい称しようをつけて呼ぶのもバカらしくなってきました。実際にヘタレ呼ばわりするのはさすがにはばかられますが、心の中では容よう赦しやなくヘタレ呼ばわりしてやることにします。

　そして、ヘタレは……出てきません。

　よろしい。ならば、有ゆう言げん実じつ行こうあるのみ。

　私は右手に持った杖つえを傾け、左手を扉とびらにかざして、呪じゆ文もんを唱となえながら思し念ねんの糸を世界の傷へと伸ばします。

「〝爆火ゲキメツ〟」

　扉にかざした左手が一いつ瞬しゆん赤く輝いて、そこに第一元げん素そ──すなわち火を由ゆ来らいとする破は壊かいの力を生み出しました。

　扉が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけて、「ひいっ！」、部屋の中にいた人物に悲鳴をあげさせます。

「冗じよう談だんじゃねえ！　マジで扉ぶっ壊こわしやがった！」

「失礼」

　私は遠えん慮りよも容よう赦しやもなく室内に踏み込み、ヘタレの姿すがたを目で探しました。

　まず目についたのは一枚の絵でした。イーゼルに立て掛けられた描きかけと思おぼしき絵です。その傍かたわらに、腰を抜かしたようにへたり込む一人の青年の姿がありました。

　目が合います。

「あなたは……」

　私は思わず驚きの声をあげていました。私とレックス＝イル＝ハイドフェルトは今日が初しよ対たい面めんのはず。なのに、初めて見る顔ではなかったのです。

「いつかの暴ぼう力りよく女……」

　青年が座り込んだまま震えた声を出しました。

　そう──今、怯おびえた子犬のような目で私を見上げている眼がん前ぜんの青年は、十日前、ならず者に絡まれていた私を金の力で助けようとした、あの貴き族ぞくの青年なのです。

　なるほど……。

　あのとき、青年の顔に見覚えがある──というより、誰だれかに似ているような気がしましたが、それが誰かわかりました。

　レイヴェン様です。

　レイヴェン様ほどの美び形けいではないし、瞳ひとみの色も髪かみ型がたも違いますが、顔の造ぞう形けいはよく似ています。

　そして、もう一人──さっき階段の踊り場で見た絵の青年──竜騎士レイジャックにも、青年は似ていました。似ている度ど合あいでいえば、こちらのほうが上でしょう。瞳の色や髪かみ型がたまで同じで、ほとんど生き写しといっていいほどです。

「一いち応おう、念ねんのために確かく認にんしておきます。レックス＝イル＝ハイドフェルト様ですね？」

「ひ、人ひと違ちがいなんじゃないかなあ？」

　目を泳がせて顔を背けます。

　私はそんな青年の頭を鷲わし摑づかみにして、ぐいっとこっちを向かせました。

「下へ手たな噓うそは身を滅ほろぼしますよ？」

「す、すみません。オレがレックスです……」

　青年はひきつった笑顔で名乗りました。

　こいつがヘタレ──レックス＝イル＝ハイドフェルトであることは間違いないようです。

「さあ、立って準備をしてください」

「じ、準備って、なんのでしょう？」

　よほど私が怖いのか、敬けい語ごになっている上に声が震えまくっています。

「決まってるじゃないですか。魔ま王おう討とう伐ばつの旅の準備です」

「本気で言ってるん……じゃないですよね？　それ」

「私は本気です。さあ準備を」

　ヘタレはがっくりうなだれると、両手でゴシゴシと頭を搔かきむしり──それから顔を上げて、こう叫びました。

「ありえねえ！　魔王退たい治じなんて、そんなの無む理りに決まってるだろ！」

　叫んだ拍ひよう子しに飛んだ唾つばが、私の顔にかかりました。

　私はマントの内ポケットからハンカチを取り出すと、それで顔を拭ぬぐって、言葉を返します。

「たしかに無理でしょうね。私も魔ま法ほうの腕にはそれなりの自信を持ってはいますが、魔王に勝てるなどと自惚うぬぼれるつもりはありません」

「だろ？　だったら──」

　私は首を横に振って、きっぱりと言いました。

「勝てるか勝てないかじゃないんです。やるしかないんです」

　レイヴェン様の真しん意いを理解した今でも、私はこの任にん務むをやり遂とげるつもりでいました。

　レイヴェン様までもが──王おう宮きゆうの誰だれもが私を疎うとむというのであれば、どこまでも居い座すわってやります。ただ居座るんじゃありません。なにがなんでも魔王を倒して、私を見み下くだしてきた連れん中ちゆうを──誰だれよりもレイヴェン様を──見返してやります。

「あ、あんたがなんだってそんなやる気なのか知らないけどな、オレは誰がなんと言おうと絶対に──」

「嫌いやとは言わせませんよ」

　私は膝ひざを折ってヘタレと目の高さを合わせました。そして、胸むな座ぐらをひっつかみます。

「嫌と言う権利は、あなたにはないんです」

「な、なんでだよっ!?」

「あなたは今までハイドフェルト家の人間として糧かてを得てきたんです。ハイドフェルト家は英雄の家か系けい。戦いの宿しゆく命めいを背負った家系なんです。ハイドフェルト家の人間であるあなたには、戦う義ぎ務むがあります」

「義務もなにもあるかよ！　好きでこの家に生まれたんじゃない！」

「誰だってそうです。私だって好き好んで平へい民みんに生まれたわけじゃありません」

「へ、平へい民みん？」

「そうです。以前にも言ったとおり私は平民です。平民であるがために私は王おう宮きゆうの誰だれからも見み下くだされ、疎うとまれています。理り不ふ尽じんではありますが、世の中とはそういうものです。いいですか？　人は平等じゃないんです。貴き族ぞくに生まれる者もいれば平民に生まれる者もいる。才能に恵まれた者もいればそうでないものもいる。容よう姿しの美び醜しゆうだってそうです。人は誰しも生まれに縛しばられて生きていくしかないんです」

「そ──」

　胸むな座ぐらをつかむ私の手を振り払って、ヘタレは叫びます。

「そんな理り屈くつ知るかよ！　とにかく、オレは絶対に嫌いやだからな！　オレは毎日のんべんだらりんと絵を描いて過ごせれば、それでいいんだよっ！」

「絵……？」

　私は視線を横に動かしました。

　そこには、さっきも見た一枚の描きかけの絵があります。

　小こ高だかい丘に女性が一人、立っている絵です。女性はどうやら剣けん士しのようで、抜ぬき身みの剣を肩に担かつぐようにして持ち、長い黒くろ髪かみとマントを風になびかせて、眩まぶしそうな目で青い空を見上げています。

　絵の技術的な善よし悪あしは私にはよくわかりませんが、この絵に描かれている女性の横よこ顔がおは、とても魅み力りよく的に見えました。描き手が深い親しん愛あいの情じようを込めて描いているのが、よく伝わってきます。

「この絵はあなたが描いたのですか？」

「そうだよ、悪いかよ」

　私はヘタレに向き直って、きっぱりと言いました。

「ええ、悪いです」

「なんでだよっ!?」

　青い目を剝むいて、アホタレは抗こう議ぎしてきます。

「オレが絵が好きで、毎まい日にち絵を描いて過ごしたらいけない理由でもあるのかよ！」

「あなたが絵を愛していることについては、なんの問題もありません。ただ、今は毎日のんびり絵を描いてすごせるような時ではないということです。今、この国が──いえ、この世界が存そん亡ぼうの危き機きに瀕ひんしていることはご存じですよね？」

　ヘタレは目を背け、唇くちびるを尖とがらせてなにも言いません。

「フェブロニアとの国こつ境きよう付ふ近きんでは毎日のように武ぶ力りよく衝しよう突とつが起こり、魔ま王おうの復ふつ活かつによって活かつ性せい化かしたマモノに襲おそわれ滅ほろぼされた村や集しゆう落らくは、一つや二つじゃありません。毎日毎日、たくさんの民たみが命と家を失っているんです。そんな中、ハイドフェルト家の男子であるあなたが、戦いもせずに絵を描いて過ごすなんて、それが許されると思いますか？　繰り返しになりますが、あなたには戦う義ぎ務むがあるんです。どうしてもその義務が嫌いやだというのであれば、方法は二つしかありません」

　私は左手の指を二本立てて、続けます。

「家を捨て、名前も捨てて世よ捨すて人になるか、死ぬかの二つです。もっとも前者の選択肢しを選ぶことは私が許しませんが」

「それじゃあ、戦うのが嫌なら死ねって、そう言うのかよ！」

「はい」

「鬼おにかあんた！」

「鬼でけっこう。さあ、どうしますか？　私と一いつ緒しよに魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出るか、それとも死ぬか」

　ヘタレはがっくりうなだれると、両手でわしゃわしゃと頭を搔かきむしりました。そして、その格かつ好こうのままなにやらぶつぶつと呟つぶやきはじめます。

「……戦いなんて……だって、オレは……オレが戦ったら……ばあちゃんみたいに……また……もう二度と……だからオレは……」

「ぼやいたところで、現実は変わりませんよ」

「うーっ……」

　どうやら、本当に戦うのが嫌なようです。

　私だって別に戦いが好きなわけじゃありませんが──彼の嫌がり方は、筋すじ金がねが入っているように見えます。

　そんなに戦いが怖いのでしょうか。

　ならなぜあのとき、男たちに絡まれていた私を助けようとしたのか。

　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しを助けて出しゆつ世せのための点てん数すう稼かせぎ──と思っていましたが、彼はハイドフェルト家の人間です。ハイドフェルト家の人間であれば、そんな安っぽい点数稼ぎをしなくても、家いえ柄がらだけで十じゆう分ぶん出世できますし、そもそも彼からは出世に対する欲がまるで感じられません。

　なのになぜ、赤の他人の私を助けようとしたのか。お金を差し出しても男たちが応じずに襲おそいかかられたら、どうするつもりだったのか。

「どうして、ですか？」

「へ……？」

「どうして、あなたはあのとき──」

「おやおや、痴ち話わゲンカの最さい中ちゆうとは少々間が悪かったようですね」

　私の問いは、突とつ然ぜん割って入ってきた女の声に打ち切られました。

　トモエさんの声じゃありません。

　その声の主は、開け放たれた窓の──桟さんの上に、艶つややかな微笑を浮かべて立っていました。

　美女です。それも、生なま半はん可かな美女ではありません。

　燃え立つような真しん紅くの長い髪かみに、吸い込まれるような底の見えない漆しつ黒こくの瞳ひとみ。肌はだは処しよ女じよ雪ゆきのように白く──その美しさはもはや芸術品ひんの域いきに達しています。レイヴェン様と比べても、遜そん色しよくないでしょう。

　身につけているのは、両肩かたと豊かな胸元を露あらわにした風ふう変がわりな衣い装しようと──そして、剣。

　剣といっても、騎き士し剣けんでもなければ、大たい剣けんでも小こ型がた剣でもありません。女が手にしているのはカタナです。東とう方ほう諸しよ島とうの騎士たちが好んで使うという、独どく特とくの反りのある片かた刃ばの長ちよう剣けん。

「何者です！」

　立ち上がり杖つえを構えた私に、女は白くしなやかな小こ指ゆびで赤い唇くちびるをなぞって名乗りました。

「アイカと申します。よしなに」

　女の私から見ても色っぽい仕し草ぐさ。

「アイカ……」

　女の顔に見み覚おぼえはありませんが、アイカという名前には一人だけ心当たりがありました。

「まさか、血ち桜ざくらのアイカ……？」

　聞いたことがあります。彼女に命を狙ねらわれて生き残った者はただの一人もいないという凄すご腕うでの女暗あん殺さつ者しや。彼女の名前がたしか、アイカ。血桜のアイカ。

「私もすっかり有名になってしまったものですね」

　女──アイカはにっこりと邪じや気きなく微笑ほほえむと、足あし場ばにしていた窓の桟さんを軽く蹴けって室内に降り立ちました。

　まったく、とんだ厄やく日びです今日きようは。レイヴェン様の弟はとんだヘタレで、私に期待していると言ったレイヴェン様の言葉は私を王おう宮きゆうから追い出すための方ほう便べんで……挙あげげ句くに、血桜のアイカと相あい見まみえることになるなんて。

「なぜ、血桜のアイカがここに……？」

「これは異いなことを。殺し屋の仕事は一つしかありませんよ？」

　そう言って、アイカは私の隣となり──へたり込んでいるヘタレを、流し目のような色っぽい目で見ました。

　なるほど……。

「な、なあ」

　くいっ、とヘタレが私のマントの裾すそを引っ張ってきました。

「誰だれなんだ？　あの美人」

「殺し屋ですよ。あなたを殺しにやってきた」

「へ？　殺しにって……オ、オレを……？」

　ヘタレはまん丸に目を見開くと、その目でアイカを見て、それからまた私を見上げました。

「な、なんで？」

「彼女は依い頼らいを受けて殺しを行う殺し屋ですから、あなたの存在を疎うとましく思っている人がいるということでしょう。覚えはありませんか？」

　ふるふるふる、と首を振ったヘタレは、直後に「あ」という顔をして、言いました。

「でも、エリザベスはオレを恨うらんでるかも」

「誰だれです？」

「ウチの厨ちゆう房ぼう長ちようさ。今年で七十三になる婆ばあさんなんだけどさ、オレ、この間、つまみ食いに厨房に忍しのび込んだとき、うっかりエリザベスの大事にしてる花か瓶びんを割っちゃったんだよ。そんで、まだ謝ってないんだな、これが。いや、謝ろうとは思ってるんだよ？　でも、エリザベス、すげー怒っててさ、なかなかオレがやりましたーって言い出せなくって……。でも、エリザベスのことだから、犯人はオレだって絶対わかってると思うんだ。だから──」

　ため息が出ました。

「あなたに訊きいた私がバカでした」

「え？　なんで？　唯ゆい一いつの心当たりを話したのに」

「あなたは本当にそのエリザベスさんが殺し屋の雇やとい主だと思いますか？」

「いや、全然」

　しれっと言います。

「エリザベスがそんなことするはずないだろ。……あ、ってことはこれは心当たりにはならないのか……」

　腕を組んで、うーんと唸うなりはじめます。

　どうやら、こいつに対する認にん識しきを改める必要がありそうです。

　レックス＝イル＝ハイドフェルトは、ヘタレじゃありません。アホタレです。アホなヘタレで、アホタレ。

「生あい憎にくですが」

　アイカが言います。

「依い頼らい人にんについて話すことはできませんので、あしからず」

「まあ、そうでしょうね」

　ハイドフェルト家の人間とはいえ、まだ無む名めいの──しかもこんなアホタレを殺して一体誰だれが得をするというのか……依頼人のことは気になりますが、まずは目の前の女暗あん殺さつ者しやをどうにかするのが先せん決けつです。

　アホタレを死なせるわけにはいきません。ここでアホタレに死なれては、任にん務むをやり遂とげて王おう宮きゆうの連れん中ちゆうを見み下くだすことができなくなってしまいますから。

「レックス様、逃げてください。ここは私が」

　アホタレの前に立ってアイカを睨にらみつける私に言葉を返してきたのは、アホタレではありませんでした。

「お下がりください、アンジュ様。曲くせ者ものの始し末まつは、私の仕事です」

　そう言って私の傍かたわらに立ったのは、槍やりを手にしたトモエさんでした。

「トモエさん……」

　淀よどみのない動どう作さで槍やりを構えるトモエさんの横よこ顔がおに、怯おびえの色はかけらもありません。

　矢のように鋭い眼がん光こうが、彼女がただのメイドではないことを雄ゆう弁べんに語っています。

　よく見ると、トモエさんが手にしているのは槍ではありませんでした。槍に似ていますが、あれは、カタナと同じ東とう方ほう由ゆ来らいの武ぶ器き──ナギナタです。

　トモエさんの眼光に応こたえるように、アイカが艶つややかな笑えみを冷えた笑みへと変えて、カタナを鞘さやから抜き放ちました。

「曲くせ者もの、覚かく悟ご！」

　仕掛けたのはトモエさんのほうでした。黒くろ髪かみと黒いスカートを踊らせて、自分の背せ丈たけよりも遥かに長いナギナタを繰り出します。

　小こ柄がらで愛らしい容よう姿しからは想そう像ぞうもつかない、稲いな妻ずまのような鋭い突き。

　相手が並の剣けん士しなら、この一いち撃げきで終わっていたかもしれません。しかし、相手はあの血ち桜ざくらのアイカ。並の剣士ではありません。

　トモエさんの突きは、アイカにかすりもしませんでした。

　不ふ思し議ぎな光景でした。トモエさんの突きの疾はやさに比べ、それをかわそうとするアイカの動きはひどくゆったりしていました。なのに、トモエさんのナギナタが伸びきったときには、アイカの姿すがたはもうそこにはなかったのです。

　渾こん身しんの突きを易やす々やすとかわされてしまったトモエさんはしかし、動どう揺ようの色を見せずに攻こう撃げきを続けます。

　激はげしい雨のような連続突つき。岩さえ両りよう断だんしそうな力強い切り下ろし。

　屋内での戦せん闘とうには不ふ向むきなはずのナギナタを、実に巧たくみに操あやつっています。

　私自じ身しんは剣はまったく使えませんが、それでもトモエさんがかなりの使い手であることはわかります。

　ランドール軍にも、トモエさんほどの腕を持つ兵へい士しはそうはいないでしょう。

　けれど──。

　相変わらず、アイカの身のこなしはゆったりして見えるのに、トモエさんの猛もう攻こうはかすりもしません。

「面白くありませんね」

　ふと、アイカが形のいい眉まゆを顰ひそめて言いました。そして、抜いただけで使う気け配はいのなかったカタナを、ついに振るったのです。

　一いつ閃せん。トモエさんのナギナタがくるくると宙を舞って、天てん井じように突き刺さりました。

「貴女あなたは邪じや魔まです」

　武器を失ったトモエさんに、今度はアイカの手が伸びました。

　一体、なにをどうやったのか。トモエさんの手て首くびにアイカの手が触れたかのように見えた次の瞬しゆん間かん、トモエさんの小さな身体からだが中ちゆう空くうに弧こを描いて──開いた窓から外へと落ちていってしまいました。

「トモエさん！」

　この部屋が位置しているのは三階。いくらトモエさんが腕の立つ戦せん士しだとしても、無む傷きずですむ高さじゃありません。命にかかわる怪け我がをしていることも十分考えられます。

「無ぶ粋すいな」

　トモエさんのなにがそんなに気に入らなかったのか。アイカはトモエさんの落ちていった窓のほうに向かって吐き捨てるように言うと、ゆっくりと私に向き直りました。

「次は貴女あなたですか？」

「〝雷電ナルカミ〟」

　私は魔ま術じゆつで答えました。

　トモエさんが戦っている間、ただぼうっと見ていたわけじゃありません。世界の傷に思し念ねんの糸を伸ばし、小こ声ごえで呪じゆ文もんも唱となえていたのです。

　電でん光こうがアイカめがけてほとばしります。

　避けられる距離じゃありません。直ちよく撃げきすれば、いかに血ち桜ざくらのアイカといえど立ってはいられないはず。私の魔ま法ほうにはそれだけの威い力りよくがあります。

　しかし。

　アイカは迫り来る電光を避けようとはせず、その場でただカタナを一ひと振ふり。

　その一振りで、私が勝利を確信して放った電でん撃げき魔法はあっけなくかき消されてしまいました。

「魔法を切った……!?」

　アイカの美び貌ぼうに艶つややかな微笑が甦よみがえりました。

「いい腕をしていますね。ですが、私に魔法は通用しませんよ」

　撃うってこいと言わんばかりに、アイカは両腕を広げてみせます。

　ならば、遠えん慮りよなく撃たせてもらいましょう。

「〝烈光矢ツラヌキ〟」

　燐りん光こうを撒まき散らして、大おお岩いわをも貫つらぬく光の矢がアイカに襲おそいかかります。──が、結果は先さき程ほどと同じ。アイカのカタナの一振りで、〝烈光矢〟はガラスのように砕くだけ散ってしまいました。

「そのカタナ……」

　私はアイカのカタナに注目しました。

　冷たくも美しい刀とう身しんには、よく見ると細かな文字が彫り込まれていました。刃は先さきから刃やいばの根ね本もとまで、びっしりと。細かすぎてここからでは読み取れませんが、呪文であることは間違いありません。

「魔ま剣けん……ですね」

　はい、とアイカは拍ひよう子し抜ぬけするほど素直に肯こう定ていしました。

「私の師は妖よう刀とうと呼んでいましたが、意味としては同じですね。……妖刀・火ひ喰くい鳥。魔ま法ほうを切り裂さき否定するこの刀が私の手にある限り、魔法使つかいは私の敵ではありません」

　……これは、相当に厄やつ介かいです。ですが、手段がないわけじゃありません。

　アイカを攻こう略りやくする手段は、二つ。

　有効範はん囲いの広い攻こう撃げき魔法を使うか、あるいは妖刀・火喰い鳥の対たい魔法力りよくを上回る攻撃力を持つ魔法をぶつけて、火喰い鳥を破は壊かいしてしまうか。

　有効範囲の広い攻撃魔法で──たとえば、この屋や敷しきごと吹き飛ばしてしまえば、さしものアイカもひとたまりもないでしょう。──が、さすがにそれはできません。

　となれば、手段は実じつ質しつ一つ。

──〝屠竜アメノハバキリ〟……。

　私は声には出さず、心の中でとある魔法の名前を嚙かみしめるように呟つぶやきました。

　第五元げん素そ系けい対巨きよ竜りゆう殺さつ傷しよう魔法──〝屠竜〟

　対たい巨竜魔法の呼び名が示すとおり、〝屠竜〟の威い力りよくは絶ぜつ大だいです。私の使える魔法の中で、一番高い威力を持つこの魔法なら、アイカの魔ま剣けんを破壊できる可能性は十二分にあります。

　問題は、時間です。

　強力な魔法を使うためには大量の元素が必要になることが多く、そして、大量の元素を導くためには、やはり相そう応おうの時間がかかってしまいます。その上、強力な魔法ほど長い呪文を必要とする傾向があり、〝屠竜〟も例外ではありません。

「その目……まだまだ手はあるといった目ですね」

　アイカが見み透すかすように目を細めて、言います。

「強力な魔法で火喰い鳥を破壊してしまおう……といったところでしょうか」

　というか、おもいっきり見透かされています。

「並の魔法使いにできる業わざではありませんが、貴女あなたは並ではありませんね。先さき程ほどの魔法、見事でした。手に痺しびれが残るほどの重い魔法を斬きったのは、実に久しぶりです」

　アイカはにっこり笑うと、おもむろにカタナを構えました。

　……どうやら、これ以上はただで撃うたせてはもらえないようです。

　私が呪文の詠えい唱しように入れば、アイカは容よう赦しやなく斬りかかってくるでしょう。

　なんとかして、隙すきを作らないと……。

　隣となりを見ます。

　相変わらずへたり込んだままのアホタレは、なにやら訝いぶかしげな顔でトモエさんの落ちていった窓を見つめていました。

「レックス様」

　私の呼びかけにも、反応しません。

「レックス様」

　もう一度、今度は耳たぶを引っ張り上げつつ呼びかけると、

「いでっ！　な、なにすんだよっ」

　アホタレはようやく私のほうを見ました。

「時間稼かせぎをお願いします」

「へ？」

「呪じゆ文もんに時間のかかる魔ま法ほうを使います。その時間をレックス様に稼いでほしいんです」

「それって、オレに戦えってこと？」

　問うアホタレは、ものすごく嫌いやそうな顔をしていました。

「勝てとは言いません。少しの間あの女を引きつけておいてくれるだけでいいんです」

　レイヴェン様はアホタレに自分以い上じようの剣けん才さいがあると仰おつしやいましたが、今となっては信じられません。それなりに剣を使えるのかもしれませんが、血ち桜ざくらのアイカには到とう底てい及ばないでしょう。それでも、時間稼ぎぐらいの役には立ってくれると思いたいところですが……。

「なんでオレがそんなことしなきゃいけないんだよ」

「生きるためです。死んだら大好きな絵を描くこともできなくなりますよ。それでもいいんですか？」

「そりゃあ、絵を描けなくなるのは嫌だけどさぁ、だから戦えってのは、なんつーか足下を見てるっていうか……」

　ええい、まだグチグチ言いますかこの男は。

「いいからさっさと立って戦いなさい！　さもないと、その情なさけないキ○タマを叩たたき潰つぶしますよ！」

「ひいっ！」

　怒ど鳴なりつけて杖つえを振りかぶってみせると、アホタレは跳はねるように立ち上がりました。

　恨うらみがましい目で私を一いち瞥べつして、アイカのほうを向きます。

「ったく、なんなんだよ、今日きようは。暴ぼう力りよく女は押しかけてくるし、おまけに殺し屋って……」

　ぶつぶつ言いながらも、アホタレは腰の剣に手を掛けました。

　一いち応おうは戦う気になってくれたようですし、暴力女呼よばわりには目をつむってあげましょう……と思いきや、アホタレの構えには微み塵じんのやる気も感じられませんでした。

　両手で剣を構えてはいるものの、身体からだにはまったく力が入っておらず……自然体たいというよりは、ただの無む気き力りよくにしか見えません。そもそも、アホタレの構えている剣は鞘さやから抜かれてさえいないのです。

「抜かないのですか？」

　アイカの問いに、アホタレは真ま顔がおでこう答えました。

「抜いたら、危ないだろ。刃は物ものはいたずらに他人に向けるなって教わらなかったのかよ」

　アイカはくすくす笑って、言います。

「生あい憎にくと、私の生まれ育った家は少々一いつ般ぱん常識に欠ける家でしたので」

「どんな家だったんだ？　あんたの家って」

「一いつ家か全員、人殺しです」

　恐ろしい答えを返したアイカの表情は、笑顔でした。

「それって、家族みんな、あんたみたいな殺し屋ってことなのか？」

「全員が殺しを稼か業ぎようにしているわけではありませんが、人を殺あやめた経験のない者はいませんね」

「物ぶつ騒そうな家だな……」

「ええ。物もの心ごころつく前から人殺しの術すべばかりを教わってきましたから、私には他人に刃は物ものを向けてはいけないという感覚がいまひとつ理解できないのです」

「可哀相かわいそうだな、あんた」

　アホタレのその言葉に、アイカは小こ首くびを傾かしげました。

「そんな家に生まれたおかげで殺し屋なんかになってさ。あんたみたいなすげえ美人なら、ほかにいくらだって楽しい生き方はあったよな、きっと」

　楽しく生きるのに美人であるかどうかは関係ない気もしますが──多少は関係するのかもしれませんが──アホタレの言わんとすることは、まあ、わかります。

「私を哀あわれんでくれるのですか？」

「まあ、オレも似たようなもんだと思ってさ」

「そうですね。暗あん殺さつ一家と英雄の家か系けい……本ほん人にんが望もうと望むまいと戦うことを期待され、強きよう要ようされるという点では、同じと言えるのかもしれませんね」

「あんたは、恨うらみに思ったことないのか？　家とか家族のこと」

「そうですね──」

　アイカは遠い目をして言いました。

「恨みに思ったこともありましたが、それはもう、ずいぶん前に乗り越えましたから」

「そっかあ、大人おとなだなあ」

　そういう問題ですか？

「面白い人ですね、貴男あなたは。殺す対たい象しようから命いのち乞ごいされるのは常のことですが、哀れみをかけられたのはこれが初めでです。お礼に……といってはなんですが、貴男の命、格かく別べつの誠せい意いを持って切り刻きざみましょう」

　アイカが切きれ長ながの目を刃物のように鋭く細めると、部屋の空気が身み震ぶるいせずにはいられないほどに冷え込みました。

　魔ま法ほうかと錯さつ覚かくするほどの、圧あつ倒とう的な殺さつ気き。

　──が、気け圧おされるわけにはいきません。

「うおっ、超ちよう怖こえぇ！」

　アホタレは気圧されまくって膝ひざをガクガクさせていますが、私は恐きよう怖ふを嚙かみ殺して思し念ねんの糸を編み終えていました。

　アイカが動いたのは、私が呪じゆ文もんを唱となえはじめるのと同時でした。

　一いつ瞬しゆん、かつ一切の音もなく、真しん紅くの髪かみの女暗あん殺さつ者しやはアホタレの背後に回り込み、白はく刃じんを閃ひらめかせます。

　終わった。──正直、そう思いました。

　アホタレは背後を取られているのにもまったく気づいていない様よう子すで──これはもう確実に終わったと、そう思ったのに──。

　アホタレの、おそらくは首くび筋すじを狙ねらって袈け裟さ懸がけに振り下ろされたアイカのカタナが斬きったのは、ただ空のみでした、

「あっぶね！」

　背後からの烈れつ風ぷうのような斬ざん撃げきを、アホタレは振り向きもせずにかわしていたのです。

　かわしたといっても、華か麗れいに身を撚ひねったわけでも跳びすさったわけでもなく、頭を抱えてしゃがみ込んだだけという、限りなく偶ぐう然ぜんっぽい回かい避ひでしたが。

　斬撃をかわされたアイカは、嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに笑っていました。

　切きれ長ながの目を今度は猛もう禽きんのように見開いて、アイカは次の攻こう撃げきに移りました。

　斬撃の雨がアホタレに降り注そそぎます。

「うおっ、ちょっ、待っ、待っ、マジで、死ぬ、死ぬから！」

　いえ、それは雨なんて生なま易やさしいものではありませんでした。暴ぼう風ふう雨うです。今までの優ゆう雅がな振る舞いが噓うそのような烈はげしすぎる攻撃。

　その攻撃の対たい象しようがもしも私だったなら、一瞬で小こ間ま切ぎれにされてしまっていたでしょう。

　──が、実際の攻撃対象になったアホタレは、ぎゃーだのひゃーだのぎょえーだのと泣き叫びながら、絶え間なく繰り出される怒ど濤とうの斬撃のすべてをかわし、あるいは鞘さや入いりの剣で受け止めていました。

　華麗な身のこなし──なんて表現はまったく相応ふさわしくありません。

　奇き妙みような踊りを踊っているかのような不ぶ細さい工く極きわまる動きなのに、まぐれで避けているようにしか見えないのに、たしかにアホタレはアイカの剣をかすらせもしていないのです。

──あいつは強いよ。私など足下にも及ばない剣けん才さいを持っている。

　レイヴェン様の言葉が脳のう裏りをよぎりました。

　まぐれのはずがないんです。血ち桜ざくらのアイカの剣はまぐれで避け続けられるようなものじゃありません。

　レイヴェン様さま以上──ということはありえないにしても、アホタレは間違いなく強いのです。少なくとも、血桜のアイカと渡り合えるぐらいには。

　この調子でアホタレが呪文の完成までアイカを引きつけ続けてくれれば私たちの勝ちですが──油ゆ断だんはできません。

　アイカは、まだ笑っています。

「ぶげっ！」

　呪じゆ文もんを半分まで唱となえたところで、アイカの攻こう撃げきがついにアホタレを捉とらえました。といってもカタナじゃありません。拳こぶしです。

　続いて繰り出された蹴けりが、アホタレを身体からだごと吹っ飛ばして壁に叩たたきつけます。

　アイカの攻撃は止まりません。

　よろよろしているアホタレに、拳けん打だや蹴りも交えた連れん続ぞく斬ざん撃げきを見み舞まいます。

　アホタレは、かわしきれません。斬撃だけはなんとか避けているものの、拳と蹴りはことごとくくらって、ボコボコです。

「ちょっ、マジ、もう、無む理り……」

　降こう参さんとばかりに両手を上げたアホタレの鼻はなっ柱ぱしらに、腰の撚ひねりをきかせたアイカの掌しよう底ていが炸さく裂れつしました。

　アホタレは吹っ飛び、トモエさんと同じように窓の向こうに落ちていきます。

　アイカがゆっくりと私のほうを振り向きました。

　呪文はまだ完成していません。

　殺される──！

　アイカは、けれど、私に斬きりかかってはきませんでした。

　真しん紅くの髪かみの女暗あん殺さつ者しやは、甘える猫ねこのように目を細めると、

「我が秘ひ剣けん、お見せしますわ。冥めい土どのみやげにしてくださいまし」

　そう言って、窓から身を躍おどらせました。

　私よりも先に、アホタレにとどめを刺すつもりのようです。

　私は窓に駆かけ寄りました。

　窓の下には貴き族ぞくの邸てい宅たくらしい綺き麗れいに整えられた庭てい園えんが広がっていて、そこに、人ひと影かげが二つ。

　アホタレとアイカです。

　ぐったり倒れているかと思われたアホタレは、意い外がいにも立っていました。

　その向かいには、アイカ。なにやら言葉を交わしているようですが、ここからじゃ聞き取れません。

　アイカがゆっくりとカタナを振りかぶります。

　なにか、目には見えない凄すさまじい力が彼女を中心に渦うず巻まいているのがわかりました。

「血ち桜ざくらの舞い──」

　アホタレと話しているときにはほとんど聞き取れなかったアイカの声が、叫んでいるわけでもないのにはっきりと聞こえました。

　静かに、厳おごそかに、アイカは秘剣の名を口にします。

「──百ひやつ花か繚りよう乱らん」

　私は自分の目を疑いました。

　増えたのです。

　眼がん下かでカタナを振りかざすアイカの姿すがたが──一つから、七つに。

　幻げん術じゆつなのか、残ざん像ぞうなのか──魔ま法ほうを使ったようには見えませんでしたが──とにかく、目を擦こすってみても、アイカの姿はやはり七つありました。

　七人のアイカが一いつ斉せいに芝の地面を蹴けって、前から横から背後から、果ては上から──美しい真しん紅くの髪かみを躍おどらせて、アホタレに斬きりかかります。
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　ただでさえ目にも留まらぬ疾はやさだったアイカの斬ざん撃げきが七人分ぶん。単たん純じゆん計算で七倍。それはまさに無限の剣けん閃せんとでもいうべき絶対不ふ可か避ひの超ちよう攻こう撃げき──。

　立っているのがやっとだったはずのアホタレにどうにかできるはずもなく──。

　無限の剣閃を為なす術すべもなくその身に浴びたアホタレは、風に巻かれた紙かみ屑くずのように宙を舞い、受け身も取れずに地面に叩たたきつけられました。

　ああ……。

　なんということでしょう。

　アホタレが……レックス＝イル＝ハイドフェルトが……死んでしまいました。

　生死の確かく認にんの必要もありません。あんな攻撃をくらって生きていられるはずがないんです。

　終わりです。

　私の旅は、旅立ちもしないうちに終わってしまったのです。

　…………。

　…………。

　…………いいえ。

　まだです。

　このまま終わらせはしません。

　私はアイカに杖つえを向けました。

　せめて仇かたきを取らなければ。

　アホタレは私が期待していた勇ゆう者しやではありませんでしたが、それでも顔かお見み知しりを目の前で殺されて黙だまっているわけにはいきません。

　呪じゆ文もんはアホタレが地面に落ちるのと同時に完成しています。

　アイカに向けた杖の先に、子供の拳こぶしほどの大きさの三つの珠たまが浮かび現れました。

　三つの珠はそれぞれに違う色をしています。

　一つは、白。生命の生まれる前の状態、虚うつろなる器うつわの色。

　一つは、赤。生を死へと誘いざなう流りゆう血けつの色。

　一つは、黒。死の彼方かなたに広がる無限の闇やみの色。

　無の象しよう徴ちようたる三つの色は、互たがいに吸い寄せ合うように重なり溶け合い、そこに大きな力を生み出します。

　それは、巨きよ竜りゆうさえ屠ほふるほどの強大無む比ひな存在否ひ定ていの力。

　あとは、くらわせてやるだけです。

　幸い、アイカの注意は逸それています。

　アホタレが──いえ、レックス様が命と引き換えに作ってくれた勝しよう機き、逃すわけには──。




　くすっ。




　アイカが顔だけを振り向かせて笑いました。

　華はなやかに艶つややかに。

　──いけない……！

　私とアイカの間には短くない距離があります。アイカがこちらの動きに気づいている以上、このまま撃うったとしてもまず避けられてしまうでしょう。

　でも、もう魔ま法ほうを止めることはできない……。

　アイカの身体からだが不ふ意いに傾いたのは、私の心が諦あきらめに支配されかけたそのときでした。

　アイカを傾かせたのは、彼女の頰ほおを後ろからかすめて飛んでいった鞘さや入いりの剣。

「──〝屠竜アメノハバキリ〟！」

　アイカが驚きよう愕がくの表情で後ろを振り返るのと同時に、私はありったけの声で力ある言葉を叫びました。

　無を司つかさどる三色の光が、螺ら旋せんを描いて濁だく流りゆうの如ごとくアイカめがけて突き進みます。

　弾はじかれたように再び振り返ったアイカが、盾たてにするようにカタナを持ち上げます。

　衝しよう突とつ。そして、炸さく裂れつ。

　轟ごう音おんに空気が震え、地が震え、土つち煙けむりがもうもうと立ち込めます。

　私は物体の落らつ下か速度を操あやつる魔ま法ほうで窓から裏うら庭にわに下りると、〝風魔カマイタチ〟の魔法で風を起こして視し界かいを遮さえぎる土煙を流しました。

　視界が晴れて最初に目に入ったのは、倒れ伏す真しん紅くの髪かみの女暗あん殺さつ者しやの姿すがたでした。彼女が手にしているカタナには、鍔つばから先が──つまり、刀とう身しんがありませんでした。妖よう刀とう・火ひ喰くい鳥、破は壊かい成功です。

　アイカは……背中が上下していますから生きてはいるようですが、起き上がってくる気け配はいはありません。完全に意識を失っているようです。目を覚ます前に縛しばり上げて依い頼らい人にんが誰だれなのかを吐かせなければなりませんが──その前に。

　私はアホタレに駆かけ寄りました。

　アイカの秘ひ剣けんに切り刻きざまれて死んだと思われていたアホタレは、なんと生きていました。

　疲れ切った顔で座り込んでいます。

「よくご無ぶ事じで……」

「いや、全然無事じゃないんだけど」

　本人の言うとおり、アホタレはまったくの無事というわけではありませんでした。というか、立りつ派ぱに満まん身しん創そう痍いでした。数え切れない刀かたな傷きずで服はボロ布も同どう然ぜん、血も滲にじみまくりで、顔にいたってはもはや殴おう打だのくらいすぎで形が変わってしまっています。

　それでも、アイカの猛もう攻こうを受けたにしては軽すぎる怪け我がです。

「てっきり、亡くなられたものだと……」

「んー……」

　アホタレは耳の後ろを人ひと差さし指ゆびでポリポリと搔かくと、面めん倒どうくさそうに言いました。

「あのカタナ女の秘ひ剣けん……だっけ？　すげぇ手て数かずで驚いたけどさ、あれ、すげぇのは手数だけでさ、まともに狙ねらえてないんだよな」

「狙えてない？」

　うん、と頷うなずいてアホタレは続けます。

「ただがむしゃらにカタナを振り回してるだけだったんだよ。だからまあ、自分に当たりそうなやつだけ防いでればよかったんだ。それでも防ぎきれずにあちこち斬きられたけど、手数が多い分、一発一発は軽くてさ。命いのち拾びろいしたよ」

　……これは、感心せざるをえません。

　あの血ち桜ざくらのアイカの秘ひ剣けんを、このアホタレは初しよ見けんで見み切きって致ち命めい傷しようを免まぬかれたのです。

　それに──。

「助かりました」

「へ？」

　アホタレが今にも崩くずれ落ちそうな顔で私を見上げてきます。

「あなたが剣を投げてくれなかったら、敗けていました」

　私が〝屠竜アメノハバキリ〟を撃うつ直前、アイカに剣を投げつけて彼女の気を逸そらしてくれたのは、他ならぬアホタレです。

　アホタレが剣を投げてくれなければ、〝屠竜〟は易やす々やすと避けられて、私は今いま頃ごろアイカのカタナの錆さびになっていたでしょう。

「ありがとうございました」

「あー……いいよ、礼とか。褒ほめられるようなことしたわけじゃないしさ」

「？　あなたの戦いぶりは十分、称しよう賛さんに値するものだと思いますが……」

　アホタレは眉まゆを顰ひそめて「むー」と唸うなります。

「褒められるのは嫌きらいじゃないけどさ、こういう場合はあんまり嬉うれしくないよ」

「なぜですか？」

「なぜって……オレが戦ったせいで、あのカタナ女は痛い思いをしたわけだろ？」

「だから嬉しくない、と？」

　アホタレは頷うなずきました。

「でも、戦わなければ私たちが死んでいたんですよ？」

「そりゃあそうなんだけどさ……」

「……あなたは、本当に戦いが好きではないんですね」

　アホタレは肩を竦すくめて、言います。

「オレは嫌いやなんだよ。自分が痛いのも、自分じゃない誰だれかが血を流してるのを見るのも。もう二度と……」

　もう二度と……ということは、アホタレが血や戦いを嫌いになったのには、なにか原因となった出で来き事ごとがある……ということなんでしょうか。

「アンジュ様、レックス様、お見事でした」

　横よこ手てから、声。

　見ると、トモエさんがにっこりと微笑ほほえんで立っていました。

「トモエさん……よかった。無ぶ事じだったんですね」

「はい。おかげさまで」

　トモエさんは三階の高さから落ちたにもかかわらず、けろっとしていました。彼女の着ているメイド服は、血にも土にもまったく汚よごれていません。……どういうことでしょうか？

「いかがでしたか、アンジュ様」

「はい？」

「レックス様がただのヘタレではないことが、わかっていただけたでしょうか？」

「えっ？」

「やっぱり、そういうことかよ……」

　アホタレが「はーっ」と大きなため息をつきました。

「どういうことなんです？」

「兄あに貴きだよ。あのカタナ女の雇やとい主ぬしって、兄貴なんだろ？」

　トモエさんに問うアホタレの目は、半はん眼がんになっていました。

「気づいておられましたか」

　答えるトモエさんに、悪びれた様よう子すはこれっぽっちもありません。

「気づいたってほどじゃないけどさ、おかしいなーとは思ったよ。トモエがあんまりあっさりやられるもんだからさ」

「ふふっ。やはり、もう少し善ぜん戦せんしてみせるべきでしたか」

　えーっと……これは、つまり……。

「申もうし訳わけありません、アンジュ様」

　トモエさんが、私に向き直って深々と頭を下げました。

「血ち桜ざくらのアイカは、アンジュ様にレックス様の実力を知っていただくためにレイヴェン様が差し向けた刺し客かくなのです」

「レイヴェン様が……」

「申し訳ありません」

　トモエさんは再び謝しや罪ざいの言葉を口にしました。

「この場にいないギルに代わって私が謝罪させていただきます」

　ギルはレイヴェン様のミドルネーム、つまりは幼よう名みようです。

　レイヴェン様を幼名で呼んで頭を下げるトモエさんは、まるで息子むすこの不ふ始し末まつを詫わびる母親のようです。

　私は……なぜでしょう。怒る気になれませんでした。

　いくらアホタレの実力を私に見せるためとはいえ、殺し屋を差し向けるなんて、あまりにも荒っぽいやり方です。

　実際、薄はく氷ひようの勝利でした。アイカの殺さつ気きは紛まぎれもなく本ほん物ものでしたから、敗けていたら私もアホタレも本当に殺されていたでしょう。

　そんな目に遭あいながらたいして腹が立っていないのは、私自じ身しん、アホタレの実力を知ることができてよかったと思っているからなのかもしれません。

「まったく、くだらねぇことするよな、兄貴も……」

　アホタレが立てた膝ひざの上に頰ほお杖づえを突いて、言いました。

「そうでしょうか？」

　トモエさんがにこにこ顔で言います。

「たしかに、危険に過ぎるやり方ですし、アンジュ様に多大な迷めい惑わくをかけてもしまいましたが、私は大きな実りがあったと思っていますよ」

「なんだよ、実りって」

「アンジュ様にレックス様の実力を知っていただけたのがまず一つ」

　言葉の途と中ちゆうで、トモエさんの目が私を見ました。

「もう一つ、アンジュ様の実力を知ることもできましたわ」

　そう言ったトモエさんの目は、値ね踏ぶみをするように細められていました。

「アンジュ様がお強い魔ま法ほう使つかいであるということはレイヴェン様から聞いていましたけれど、実際にこの目で確かめさせていただいて……感かん心しんいたしました」

　ぽん、と両手を合わせて、トモエさんはにっこりと笑います。

「……なるほど。つまりこれは、レックス様の実力を私に見せるだけじゃなく、私がレックス様のお供ともに相応ふさわしいかどうかを見み極きわめる試験でもあったと、そういうわけですね？」

「はい」と、トモエさんは臆おく面めんもなく頷うなずきました。

「試験官かんは、トモエさん？」

「僭せん越えつながら。試験と言いましても、アンジュ様がレックス様を戦わせられるかどうか……といった意味が大きかったのですが。結果はもちろん合格ですわ。アンジュ様にでしたら、安心してレックス様をお任せできます」

「そうですね」

　と、同どう意いの言葉を口にしたのは、私じゃありません。

「彼女なら勇ゆう者しやのお供に相応しいでしょう。なにしろ、私の妖よう刀とう・火ひ喰くい鳥を見み事ごと打ち砕くだいてみせたのですから」

　アイカです。

　一体いつの間に意識を取り戻したのか、真しん紅くの髪かみの女暗あん殺さつ者しやはアホタレの傍かたわらに涼すずしい顔で立っていました。

「アイカ……！」

　杖つえを構える私に、アイカは降こう参さんとばかりに両手を上げてみせます。

「私の仕事はもう終わりました。これ以上、貴女あなたたちと戦う気はありません」

　私は構えていた杖を下ろしました。殺し屋の言葉を鵜う吞のみにはできませんが……とりあえず、今の彼女からはかけらの殺さつ気きも感じません。魔法を切り裂さく魔ま剣けんももうありませんし、今この場で彼女のほうから襲おそいかかってくることはないでしょう。

「まったく割に合わない仕事でしたが、それなりに楽しめました。……特に、貴男あなた」

　アイカの目がアホタレを見下ろします。

「同じなのですね、貴男あなたも。私や彼と」

「なんの話だよ」

　ぶすっとした顔でアイカを見上げて問うアホタレに、アイカはくすっと微笑を返します。

「とぼけても駄だ目めですよ。私や彼と同じでなければ、百ひやつ花か繚りよう乱らんを初しよ見けんで見切ることなどできるはずがないのですから」

　アホタレはほんの一いつ瞬しゆん、睨にらむように目を険けわしくすると、肩を竦すくめてふるふると力なく首を振りました。

「おなりなさい、勇ゆう者しやに。貴男にはその素そ質しつと義ぎ務むがある。なにより、そのほうが盛り上がります」

「盛り上がる？」

「世界が」

　そう言うとアイカはおもむろに踵きびすを返し、そして、跳びました。

　真しん紅くの髪かみをなびかせて塀へいの上に降り立ったアイカは、そこでもう一度跳とんで、私たちの視し界かいから姿すがたを消しました。

　……逃げられてしまいました。

　血ち桜ざくらのアイカといえば、稀き代だいの殺し屋。野の放ばなしにしておいていい人物ではないのですが……今回の場合、彼女の依い頼らい主ぬしはレイヴェン様だったわけで……追うに追えません。

　いろいろと気になることも言っていましたが──とにかく。

「レックス様」

　アイカの去った方向をボーッと見つめていたアホタレは、私に声をかけられると肩をビクッとさせて顔だけを振り向かせました。

「な、なんだよ？」

「殺し屋に同どう意いしたくはありませんが、私もあなたは勇者になるべき人だと思います」

　またその話かと言わんばかりに、アホタレはため息をつきました。

「今、この国は……いえ、この世界は滅めつ亡ぼうの危き機きに瀕ひんしています。今この瞬しゆん間かんにもたくさんの人が傷つき、死んでいます」

「……それは、さっきも聞いたよ」

「世界は今、勇者を欲しているんです」

「だから、なんだよ」

「勇者になってください」

　はん、とアホタレは鼻で笑いました。

「……なれるわけないだろ。オレが勇者なんて……」

「あなた一人では無む理りかもしれません。でも、そのために私がいるんです。……言い方を変えましょう。私と一いつ緒しよに魔ま王おうを倒してください」

「世界のために？」

「世界のために」

　私は頷うなずいて、言葉を続けます。

「それに、あなた自身と私のために」

「オレとあんたのため……？」

　アホタレは眉まゆ根ねを寄せました。

「魔王を倒して世界が平和になれば、あなたも望みがかないます。あなたは毎日好すきなだけ絵を描いて過ごせますし、私は私を見み下くだしてきた連れん中ちゆうを見返すことができます」

　私を見下してきた連中──今ではその中に、レイヴェン様も含まれています。いえ、他の誰だれよりもレイヴェン様をこそ見返してやりたいと、今の私はそう思っています。そのためなら、魔王とだって戦ってやると、そう思っています。

「変わった幸せだな」

「卑ひ小しようだと思いますか？」

「ひしょう？」

「取るにも足らないほどにみすぼらしい、という意味です」

「いや、そんなふうには思っちゃいないけどさ」

「思っていただいて、けっこうです。卑小な望みであることは自覚しています。それでも、私にとってはゆずれない望みなんです」

　私は平へい民みん出身であるがために、王おう宮きゆうの誰だれからも見下されてきました。

　私が平民生うまれだという事実はどうしたところで変わりませんし、自分の生まれそのものに不満があるわけでもありません。

　ただ、生まれのせいで見下されるなんて、そんな不ふ条じよう理りを甘んじて受け入れるのはまっぴらご免めんです。

　私はおばあちゃんみたいな、みんなに慕したわれ敬うやまわれる立りつ派ぱな魔ま法ほう使つかいになりたいんです。なると決めたんです。

　一度こうと決めたことを曲げるのは、死んでも嫌いやです。

　信しん念ねんなんてたいそうなものじゃありません。

　これが、私──アンジュ＝セレッソという女の性格なんです。

　自分でも呆あきれるぐらいに頑がん固こで意い地じっ張ぱりで……。

「ゆずれない望み……か……」

　アホタレはそう呟つぶやくと、澄すんだ空そら色いろの目を夕暮れの空に向けました。

　懐なつかしむように目を細めて空を眺ながめるアホタレは──まるで、ここにはいない誰かに、心の声で語りかけているように見えました。

　やがて、アホタレは目を閉じて、レイヴェン様と同じ銀ぎん色いろがかった黒くろ髪かみを搔かきむしると、

「あー……もうしょーがねーか」

　ため息交じりに言って、私を見ました。

「あんた……名前、アンジュ……だっけ？」

「はい」

　アホタレは、なにやら睨にらむような目つきでじっと私を見つめると、一度目めを逸そらし、それからまた私を見て、言いました。

「行くよ」

「はい？」

「魔ま王おうをやっつける旅」

「え……？」

「言っておくけど、期待はするなよな。オレは世界を救う勇ゆう者しやになんてなれないし、なりたいとも思っちゃいないんだからな」

　そう言うと、アホタレはふんと鼻を鳴らしてそっぽを向きました。

　呆ぼう然ぜんとする私の肩を、ポンと叩たたく手がありました。

「おめでとうございます、アンジュ様」

　トモエさんです。

「レックス様がやる気になってくださいましたわ」

「いやいやいや！　やる気とかないから！　全然ないから！　オレはただのお飾りだから！」

　アホタレが訂正の声をあげ、トモエさんがくすくす笑います。

　これは……。

　戦うつもりは相変わらずないようですが、それでも、アホタレは私と一いつ緒しよに旅に出ると言っています。

　説せつ得とくが通じた……ということなんでしょうか。あるいは、もはや逃げられないと諦あきらめたのか。

　なんにしろ、これでようやく物語が始まります。

　伝でん説せつの竜騎士の血を継ぐ勇者レックス＝イル＝ハイドフェルトと、彼と共に戦った女魔ま法ほう使つかいの物語が。

　この物語が真の英雄譚たんとなるか、はたまた世に語り継がれることなく消え去っていくのか──すべては、これからです。

「レックス様」

　私はアホタレの前に片かた膝ひざをついて、頭こうべを深く垂れました。

「私、ランドールが王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しアンジュ＝セレッソは、魔王メイ＝ヘムを討ち果たすその日まで、我が命のすべてを以てお守りすることを誓せい約やくします」

　レックス＝イル＝ハイドフェルトは、お世せ辞じにも勇者という呼び名が相応ふさわしい人物ではありません。それでも、今この時から彼は私の主あるじとなったのです。

　今はまだ、心の底から忠ちゆう誠せいを誓ちかうなんてできません。けれど、彼の身に死が迫るようなことがあれば、私は誓せい約やくのとおり、自分の命を盾たてにしてでも彼を守るでしょう。私自じ身しんの意い地じと誇りのために。

　彼が命を捧ささげても惜おしくないと思えるような、真の勇ゆう者しやに成長してくれれば一番ありがたいのですが……まあ、期待はせずにおきましょう。

　人間なんて、そう簡単に変わるものじゃありません。他人が変わることに期待するぐらいなら、自分が二倍がんばったほうが建設的というものです。

　アホタレは……なにも言いません。

　こういう場合、目め下したに誓いを受けた者は、「誓約を許す」と言って相手の額ひたいに手をかざすものなのですが……。

　コツン。

　ふと、肩になにかが当たりました。

　見ると、それはアホタレの頭でした。

「レックス様……？」

「すぴー」

　聞こえてきたのは、安らかな寝ね息いき。

　こ、この男は……！

　人が精せい一いつ杯ぱいの決意を込めて誓約の言葉を口にしたというのに、居い眠ねむりかまして聞いてないとは何事ですか！

　本来なら攻こう撃げき魔ま法ほうでぶっ飛ばしてやるところですが……ついさっきまで、アホタレは血ち桜ざくらのアイカと死し闘とうを演じていたのです。その肉体的、精神的疲ひ労ろうは相そう当とうなものでしょう。怪け我がもしていますし、意識を保っていられなくなったとしても、仕方がないのかもしれません。

　……が、よりにもよって、私の肩に寄りかかって寝なくても。

　家族でもなければ……その、恋人でもない男性にこんなふうに密みつ着ちやくされるのは、非常に……その……困ります。

「あ、あの、トモエさん」

　助けを求めて呼びかけたトモエさんは、

「あらあら、大変。私、薬と包ほう帯たいを取ってきますね」

　と言って、行ってしまいました。

　それもなんですか、あの、あとは若い人同どう士しでどうぞごゆっくり～的な、ちょっと気を利かせましたよ～的な笑えみは！　意味がわかりません！

「まったく……」

「んっ……」

　アホタレが私の肩に頭を載のせたまま、小さく身じろぎしました。

「ばあちゃん……」

　そして、寝ね言ごと。

　お祖ば母あ様の夢を見ているのでしょうか。

　ふと、七年前に亡くなった、私のおばあちゃんのことが思い出されました。

　おばあちゃん……。

　お母かあさんのいなかった私の、母親代がわりになってくれたおばあちゃん。優しくて、強くて、なんでも知っていて、大好きだったおばあちゃん。

　アホタレも、おばあちゃん子だったんでしょうか……。

　だとすると……アホタレが今、大好きなお祖母様の夢を見ているのだとしたら……もう少しだけ、このまま寝かせておいてあげましょうか。

「ううっ……」

　アホタレの寝ね顔がおが、不ふ意いに苦しげに顰しかめられました。

　夢が変わったのでしょうか。

「助けて……おっかない暴ぼう力りよく女が追いかけてくるよ……叩たたき潰つぶされちゃうよ……」

　やっぱり、叩き起こしてやりましょうか？
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　さて、一ひと悶もん着ちやくの末にアホでヘタレな勇ゆう者しや様が魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出ることを了りよう承しようしてくれたのはよかったのですが──。

　本当に大変なのは、当たり前ながら、これからなわけです。

　私たちが魔王メイ＝ヘムを倒して帰ってくるには、乗り越えなければならない問題が山ほどあるわけなんですが、最大の問題は魔王に勝てるかどうか──の前に、魔王に会えるかどうかです。

　魔王がいるのは魔ま界かい。魔王と戦うためには魔界に赴おもむかなければなりません。

　しかし、困ったことに、私たち人間には魔界にわたる術すべがありません。

　私たちの世界と魔界とを自由に行き来できる存在は、ドラゴン族の長おさ、竜王ドラゴンロードシグルドと魔王のみと言われています。

　魔界からあちらの元げん素そを導みちびける私たち魔ま法ほう使つかいにも、世界の壁を越えることはできません。

　魔王を倒すためには、まずなにより、魔界にわたる術を見つけ出さなければならないのです。

　──というような話をすると、私の向かいで、半はん分ぶん寝そべるような格かつ好こうでソファの上にいるアホタレは、「ふ～ん」とまったく興きよう味みなさげに、他ひ人と事ごとのような相あい槌づちを返してきました。

　ハイドフェルト家の応おう接せつ室しつ。

　血ち桜ざくらのアイカと戦った翌よく日じつ、私は再びハイドフェルト邸ていを訪れていました。

　あれからまだたった一日しか経たっていないというのに、アホタレは非常に綺き麗れいな顔をしていました。いや、美び形けいになったとかそういうことではなく（それなりに顔はいいほうだとは思いますが）。アイカにやられた怪け我がが治っているという意味です。殴なぐられまくって半分形かたちの変わっていた顔は腫はれも青ずみもなく、すっかり元に戻っていますし、腕に負っていた刀かたな傷きずも綺麗さっぱり消えています。一日で完かん治ちするような傷ではありませんでしたから、おそらくは私が帰った後で回かい復ふく魔法の使える僧そう侶りよを呼んだのでしょう。

「ふーんじゃありません。この問題をどうにかしない限り、私たちの使し命めいは終わらないんですよ？」

　私はアホタレを軽く睨にらんで、手にしていたティーカップに口をつけました。今し方トモエさんが持ってきてくれたハーブティーです。喉のどから鼻へと抜ける涼すずやかな香りが、やる気のないアホタレへの苛いら立だちを、ほんの少しだけ緩かん和わしてくれます。

「あーはいはい。んで、どうするって？」

「少しは自分でも考えてみようという気にはなりませんか？　その頭はただの飾りですか？」

　我ながら無ぶ礼れいなことを言っているとは思いますが、今いま更さらです。

「まあ、飾りか飾りじゃないかと問われれば、飾りかな」

　アホタレは特に怒った様よう子すもなく、それどころかちょっと得とく意いげな顔でそう返してきました。

　地ち位いでいえば遥か目め下したの者に無礼な物もの言いいをされても怒りもしない鷹おう揚ようさは、彼の数少ない長ちよう所しよと言えるでしょう。

「すみません。アンジュ様」

　詫わびの言葉を口にしたのは、アホタレの傍かたわらに姿し勢せい正しく立ち控ひかえているメイドのトモエさんです。

「レックス様は、昔から考えることがあまり得とく意いではないのです」

　トモエさん、花のような笑顔で私以い上じように無ぶ礼れいなことを言います。──が、言われた当の本ほん人にんが「そうそう。考えるのってさ、メンドイじゃん？」などと言って笑っているのですから、問題ないのでしょう。

　いえ、まあ、私にとっては仕えるべき勇ゆう者しやがどうしようもないアホであるというのは、まったくもって大問題なんですが。

「……とりあえず──」

　コホンと咳せき払ばらいを一つ、私は言います。

「伝でん説せつを当てにしてみようかと思っています」

「伝説……と言いますと？」

　訊きいてきたのはトモエさんです。アホタレはあくびをしています。

「竜騎士ドラグーンレイジャックの伝説です」

　曾そう祖そ父ふの名前が出てきても、アホタレは無む反応。あくびで涙の浮いた目を指で擦こすっています。

　ちゃんと話を聞いているかどうかも怪あやしいところですが、私はかまわずに続けました。

「伝説では、レイジャック様は竜王ドラゴンロードシグルドと友の契ちぎりを交わし、彼の背に乗って魔ま界かいにわたったと言います。私はこの伝説を再現できないものかと考えています」

「レイジャック様と同じように、竜王様さまの力を借りる……ということでしょうか」

「そうです。ですが、この案には大きな問題があります」

「竜王様の行方ゆくえ……ですね」

　私はトモエさんに向かって頷うなずきました。

　レイヴェン様とアホタレの曾祖父──レイジャック＝ウル＝ハイドフェルトと友の契りを交わし、彼を魔ま王おうのいる魔界へと導みちびいたドラゴン族の偉い大だいなる王──竜王シグルドは、人じん魔ま戦争の後、何処いずこかへと姿すがたを消してしまったのです。

　以来、百年──シグルドの行方は杳ようとしてわかっていません。

　ドラゴンの財ざい宝ほうを求める冒ぼう険けん者しや、魔界への侵しん攻こうを目もく論ろむ国家、ドラゴンを神と崇あがめる宗しゆう教きよう組織──この百年の間に竜王の行方を追った人間は数かず知しれません。ランドールでも魔王復ふつ活かつの直後に大だい規き模ぼな捜そう索さくを行ったにもかかわらず、シグルドの行方をつかむことはできませんでした。

　あるいは、シグルドはもうこの世界にはいないのかもしれません。魔界にわたってしまったのか、それとも死んでしまったのか。

　ドラゴン族は寿じゆ命みように限りがないと云いわれていますが、生き物である以上、不ふ死しということはありえません。

　はたしてシグルドは生きているのか。今もこの世界のどこかにいるのか。それさえもはっきりしていないのですから、シグルドの助じよ力りよくを得るという方法は、とても現実的な方法とは言えません。

　それでも他にこれといった方法がない以上、賭かけるしかありません。

　交こう戦せん状態にある隣りん国ごくフェブロニアでは、西せい方ほう大陸由ゆ来らいのカガクの力で私たちの世界と魔ま界かいとの間にある壁を壊こわそうとしている──という噂うわさもありますが、あくまでも噂でしかない上に、なにしろ敵てき国こくの話ですから、当てにはできません。

「竜王シグルドの助力を得るためには、まずはシグルドの行方ゆくえを突き止めなければなりません」

　この時点で、もはや人じん魔ま戦争以い来らいの百年間、誰だれしもがなしえていない難なん業ぎようなのです。

　百年間、行方のしれないドラゴン族の王の行方を突き止め、助力を願い、世界の壁を越えて魔界にわたり、魔ま王おうメイ＝ヘムと戦い、これに打ち勝つ──。

　なんて、遠い。

　途と方ほうもなく困こん難なんな任にん務むですが、嘆なげいてはいられません。

　この任務をやり遂とげると決めたのは、他の誰だれでもない、私自じ身しんなのですから。

　アホタレには私のような覚かく悟ごはないでしょうが、旅立ちを了りよう承しようした以上、とことん付き合ってもらいます。

　本来は私がアホタレに付き従う立場なのですから、付き合ってもらう──という言い方は正しくないのですが。

「トモエさん」

　私はトモエさんに訊たずねました。

「シグルドの居い所どころの手掛かりになるような物や話が、なにか……どんな些さ細さいなものでもかまいません、こちらのお家うちに伝わってはいないでしょうか」

　訊ねておきながら、私は良い答えを期待してはいませんでした。

　竜王シグルドと深く関わった、おそらく最後の人間であるレイジャック。彼ならば、シグルドが人間の前から姿すがたを消した理由も、その行方も、知っている可能性は大いにあります。

　そして、シグルドの行方を示す手掛かりを遺のこしている可能性も。

　ですが、レイジャックが手掛かりを遺しているのであれば、それをレイヴェン様が知らないはずがなく、レイヴェン様が知っているのであれば、とっくにご自身が竜王との対たい面めんを果たしているはずです。

　ですから、私はトモエさんに手掛かりのあるなしを訊ねながら、そんなものはあるはずがないと、期待していませんでした。いわゆる駄だ目めで元々というやつです。

　ところが。

「ありますよ」

　トモエさんはにっこりと微笑ほほえんで意い外がいな答えを返してきました。

「手掛かりなら、あります。ね、レックス様？」

「……んー……」

　トモエさんに話を振られたアホタレは、眉み間けんに皺しわを寄せて耳の裏をコリコリと搔かいて──そして、ポツリと呟つぶやいたのです。

「オルリス……」

「オルリス……？」

　聞き覚えのない単たん語ごです。誰だれかの名前でしょうか？

「金きん竜りゆうの名前だよ。金竜オルリス」

　やはり、聞いたことがありません。私は首を横に振ります。

「黄おう金ごんの翼つばさ──と言ったほうがわかりやすいかもしれませんね」

　と、トモエさん。

「黄金の翼……というと、四天竜ノーブルドラゴンの一体ですね」

　その名であれば、私にも聞き覚えがありました。

　竜王シグルドの子供であり、忠ちゆう実じつな僕しもべ。人じん魔ま戦争の際にはシグルドとともに人間の側について戦い、その後、人間の前から姿すがたを消した、四よん体たいの高こう位いドラゴン（ドラゴンは匹ひきでも頭とうでもなく、一体、二体～と数えます）。

「オルリス……というのが、黄金の翼の本当の名なのですか？」

「ばあちゃんはそう言ってたな」

「レックス様の、お祖ば母あ様？」

「レミエル様ですわ。レミエル＝ジル＝ハイドフェルト様。レイジャック様のたった一人のお子様で、ハイドフェルト家先せん代だいのご当とう主しゆに当たられる方です」

「ばあちゃんは、若い頃、けっこう有名な冒ぼう険けん者しやだったんだぜ」

「ああ」

　私はポンと手を打ちました。

　そういえば、聞いたことがあります。

　ハイドフェルト家の先代当主──竜騎士レイジャックの一人ひとり娘むすめは、世界を股またにかけた冒険者であったと。

「んでさ、ばあちゃんが言ってたんだよ。竜王に会うには証あかしがいるって」

「証……というと？」

　アホタレは肩を竦すくめて、言います。

「そこまでは、知らない。ただ、証をくれるのは四天竜だって言ってた」

「それはつまり、竜王に会うには、まず四天竜に会って証をもらわなければならないと、そういうことですか？」

「まあ、そういうことなんだろうな」

「では、竜王も四天竜も生きているのですね？　今も生きてこの世界にいるのですね？」

「ね？　って言われても知らないけどな。ばあちゃんが言ってたってだけだし」

「そうですか……」

「ただ、ばあちゃんは会ったって言ってた」

「竜王にですか？」

　アホタレは首を横に振って言いました。

「オルリスに。竜王には会ってないって言ってたな」

「では、四天竜は……少なくともオルリスは今も生きていると？」

「会ったっていったって、ばあちゃんが若い頃の話だからなー。今も生きてるとは限らないけど」

「いえ……ドラゴン族には寿じゆ命みようによる死はないと云いわれていますから、数十年前まえの時点でオルリスが存ぞん命めいしていたというのであれば、今も生きている可能性は十二分にあると考えられます」

　これは……光が見えてきたかもしれません。

　竜王とともに姿すがたを消した四天竜の一いつ体たいが今も生きているということは、竜王も存命している可能性が高いということです。

「それで、お祖ば母あ様はどこでオルリスに会われたのです？」

　アホタレのお祖母様──レミエル様のお話が事実であるなら、魔ま王おうと戦うための大きな手掛かりを手に入れたことになります。

　人じん魔ま戦争以い来らい、数多あまたの人間が会うことを望みながら会えなかった竜王に、会えるかもしれない──。

「ナブラスカ山……って言ってたかな」

「ナブラスカ山……ランドール領りよう内ないですね」

「巨きよ人じん退たい治じに行って、オルリスに会ったって言ってた」

「巨人退治……ですか」

　ナブラスカ山の巨人の話は、聞いたことがあります。

　今から五十年ほど前に、ナブラスカ山に凶きよう暴ぼうな巨人が住み着き、麓ふもとの村を襲おそって村人を苦しめた。が、巨人は旅の女剣けん士しに倒され、村は救われた──。

　巨人を倒した女剣士の名前までは知りませんでしたが、レミエル様だったのですね。

「レイヴェン様は、ご存じなのですか？」

「ご存じって、なにを？」

「今、レックス様がしてくださった話です。竜王に会うための方法、そして、オルリスのこと……」

「知ってるよ。ばあちゃんがオルリスの話をしてくれたとき、兄あに貴きも一いつ緒しよだったもん」

「そうですか……」

　レイヴェン様は竜王に会うための方法を……そして、そのための鍵かぎである四天竜の一いつ体たい──金きん竜りゆうオルリスの居い場所を知っている。

　にもかかわらず、我がランドール王国は未いまだ竜王に見まみえることができていません。

　どういうことなのでしょう？

　ナブラスカ山にも捜そう索さく隊たいを送ったものの、結局、オルリスには会えなかったということなのでしょうか。

　それとも、オルリスに会えはしたが、良い結果を得ることはできなかったということなのか。

　よもや、レイヴェン様が竜王に会うための方法を知りながら伏せている──なんてことは、あるはずがないとは思うのですが……。

「兄あに貴きはさ、嫌きらいなんだよ」

「なにがです？」

「ドラゴンが」

　それは、私の疑問を見み透すかしての言葉でした。

「ドラゴンに恨うらみがあるんだ。兄貴は」

「恨み……というと？」

「まあ、ちょっと……な」

　アホタレに似つかわしくない、神しん妙みような表情で言葉を濁にごされてしまいました。傍かたわらのトモエさんも、無む言ごんで目を伏せています。その表情は悲しげにも苦しげにも見えました。

「だから、兄貴が竜王の力を借りるってのは、たぶん、ないと思う」

「そんな……いくらドラゴンが嫌いだからといって、世界の命めい運うんがかかっているのですよ？」

「それでも、だよ。まあ兄貴のことだから、なにか他に方法を見つけてるのかもしれないけどな」

　かつての人じん魔ま戦争では、人間は竜王の力を借りる以外に魔ま王おうと戦う術すべを持ちませんでした。

　しかし、この百年の間に魔ま法ほうだって進歩しましたし、西せい方ほう大陸やフェブロニアでは百年前まえにはなかった技術──カガクによって、たくさんの画かつ期き的てきな道具が作られているといいます。

　百年前には見つけられなかった別の方法が、今回は見つかる──といったことも、ありえるでしょう。

　それに、レイヴェン様は代だい案あんもなしに、有効な方法段だんを私し情じようで放ほう棄きしてしまうような方ではありません。

　アホタレの言うとおり、なにか魔王と戦える別の方法を見つけているのかもしれません。いえ、きっとそうなのでしょう。

　たとえば、フェブロニア。

　フェブロニアがカガクの力で魔ま界かいに逆ぎやく侵しん攻こうを仕掛けようとしているという噂うわさが本当であるなら、そして、その技術が既すでに完成しているのであれば、フェブロニアとの戦争に勝つことで、その技術をランドールが手に入れられます。

　本当は同どう盟めいを結んで、技術や情報を共きよう有ゆうしながら力を合わせて戦うのが一番なのですが……フェブロニアという国の性格上じよう、難しいでしょう。

　それにしても──。

　私は、まだレイヴェン様を信じているのですね。

　口くち車ぐるまに乗せられて、捨て駒ごまにされて……恨うらむ気持ちはもちろんありますし、失しつ望ぼうも感じているというのに……それなのに。

　いっそ、心しん底そこ憎にくんでしまえれば……とも思いますが、できそうにありません。

　誰だれしもが他人を見み下くだすことに必ひつ死しなあのくだらない王おう宮きゆうの中で、私ががんばってこられたのは、レイヴェン様のおかげだったのですから。

　敬けい愛あいの念ねんと誰よりも見返してやりたいという気持ち。その二つの思いは、私の中でまったく同じ大きさで存在しています。

「レイヴェン様のお考えはわかりませんが……私たちの旅の最初の目的地ちは決まりました。ナブラスカ山です」

　私はカップに半はん分ぶん以上残っていたハーブティーを一ひと息いきに飲み干して、言いました。

「金きん竜りゆうオルリスに会って、竜王シグルドに会うための証あかしを手に入れます」

「ドラゴン……か……」

　アホタレが天てん井じようを仰あおいでため息交まじりに呟つぶやきます。

「オレもドラゴンにはあんまり会いたくないんだけどな……しゃーないか……」

　アホタレもドラゴンに会うことにあまり乗り気ではないようですが、消しよう極きよく的ながらも一いち応おうは了りよう承しようしてくれているようなので、よしとしましょう。




　三日後──。

　分ぶ厚あつい雲の張りつめた鈍にび色いろの空の下、私とアホタレは王おう都とファルシオンを旅立ちました。

　見送りはハイドフェルト家の使用人にんを代表してトモエさん一人だけ。名めい門もんハイドフェルト家の次男にして英雄の曾ひい孫まごにしては寂しい旅立ちといえるでしょう。

　もし、これがレイヴェン様だったら、国を挙げての盛せい大だいな歓送パレードが催もよおされたりもしたのでしょうが、英雄の曾孫といってもアホタレはまだまだ無む名めい、おまけに軍を三日で逃げ出したという汚お点てんを持ってもいますから、歓送パレードなんてあろうはずがありません。

　ただ、ハイドフェルト家の次男が成せい人じんしたにもかかわらず軍にも入らずにぶらぶらしている──という事実さえなくなれば、それでいいのですから。

　そのアホタレの旅に臨のぞむ装よそおいは、いたって軽けい装そうです。涼すずしげな半はん袖そでの防ぼう刃じん服ふくに、剣が一ひと振ふり。鎧よろいの類たぐいは一いつ切さい身みにつけていませんが、アホタレが着ている防刃服は、フェブロニア製の最新式しき。軍で採用されている国内産の量りよう産さん品ひんより遥かに高こう品ひん質しつです（こういった物を作る技術は、ランドールよりフェブロニアのほうが優れています）。ナイフ程てい度どでは傷きず一つつかないでしょうし、マモノの強きよう靱じんな爪つめや牙きばを受けても引き裂さかれることはそうそうないはずです。

　そして、剣は血ち桜ざくらのアイカと戦ったときにも使っていた古びた黒くろ鞘さやの騎き士し剣けんです。アホタレ曰いわく、亡くなったお祖ば母あ様が若い頃に使っていらした形かた見みの剣だそうです。

　一方の私は、魔ま法ほう使つかいには欠かせない杖つえにマント。マントは王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの支し給きゆう品ひんではなく自じ前まえの物です。ランドール領りよう内ないを旅している間はともかく、他た国こくに入ることがあった場合に、王宮魔術士のマントを着ていては要いらぬ厄やつ介かい事ごとを招くことになりかねませんから。

　旅の最初の目的地ちであるナブラスカ山は、王おう都との南西、フェブロニアとの国こつ境きよう近くに位置しています。

　麓ふもとに村があるものの、街かい道どうからは外れている上に騎き士し迷まよいの樹じゆ海かいを抜けていかなければならないので、道どう中ちゆうは楽ではありません。

　騎士迷いの樹海──たいそうな名前がついていますが、昔、ランドールの一個小しよう隊たいが遭そう難なんしたことがあるというだけで、別べつ段だん、一度入ったら二度と抜け出せないような呪のろいがかかっているとか、そういった類たぐいではありません。ただの樹海です。──が、ただの樹海とはいえ平へい穏おん無ぶ事じに抜けるというのは、それはそれで難しいでしょう。

　樹海にはマモノが出ます。いいえ、樹海だけじゃありません。人ひと里ざとや街道以い外がいの場所は、今やどこもマモノの巣そう窟くつです。もちろん、人里や街道だって安全なわけじゃなく、魔ま王おうが復ふつ活かつして以来、ランドール国内だけでも、もういくつもの村や街がマモノの襲しゆう撃げきを受けています。滅ほろびてしまった村もあると聞いています。軍が巡じゆん回かいしている街道も、軍だけでは安全を確かく保ほするには至らず、冒ぼう険けん者しやや傭よう兵へいを雇やとわずに街の外に出るのは、自殺行こう為い以外の何なに物ものでもありません。

　街道でさえそんな感じなのですから、樹海の危険度は推おして知るべしです。

　しかし、危険は望むところです。私は魔法の腕にそれなりの自信を持っていますが、魔王と戦うには、まだまだ全然、力不ぶ足そくでしょう。

　いずれ魔王と見まみえるそのときまで、もっともっと強くなっておかなければなりません。

　強くなるには、とにかく修しゆ行ぎよう。そして、実じつ戦せんに勝る修行はありません。そんなわけで、マモノとの戦せん闘とうは大いに歓かん迎げい、どんとこい、なのです。

「王都の外に出るのって、すげー久しぶりだー」

　窓の向こうに広がる緑鮮あざやかな平原に、アホタレが声を弾はずませました。

「そうでしゅっ、か」

　相あい槌づちを打とうとしておかしくなってしまったのは、馬車が跳ねるような勢いで揺れたせいです。きっと、大きめの石にでも乗り上げたのでしょう。

「ばあちゃんが死んで以来かな。昔はよくばあちゃんに連れられていろんなところに行ったんだけどなー」

　王都を出るまでの間は覇は気きのかけらもない顔でぶつぶつと文もん句くばかり言っていたというのに、王おう都と出たとたん、目を輝かせて口数も増えています。

　旅行気き分ぶんは困りますが、さっきまでの状態よりは断だん然ぜんマシです。

「乗のり合あい馬車に乗るのなんて、ホント何年ぶりだろうなー。相変わらず、すげー揺れるのな」

　嬉うれしそうに言います。

　伸ばした脚あしを交こう互ごに上げ下げしてみたり、馬車の振しん動どうに合わせて「あああああ」と声を震わせてみたりと、まるっきり子供のはしゃぎっぷりです。

　まったく、なにがそんなに楽しいのか。私なんて、もう早さつ速そくお尻しりが痛くて憂ゆう鬱うつだというのに。

　乗合馬車は便利なのですが、大型なぶん、揺れがひどくてすぐにお尻が痛くなってくるのが難なん点てんです。

　ドナの街までは、このまま何事もなく順じゆん調ちようにいってもあと五日──。

　果たして、お尻がもつかどうか。




　ドナはランドール南西部ぶで一番大きな街です。王都だけでなく無む数すうの街との間に街かい道どうを持ち、乗合馬車もたくさん行き交っています。人や物の流れも多く、お金さえあれば、ここではたいていの物が手に入ります。大通りには老ろう若にやく男なん女によを問わず人があふれ、露ろ天てん商しようの張り上げる声が、四し方ほう八はつ方ぽうから絶え間なく聞こえてきます。

　時じ勢せいのせいか、王都の市いち同どう様よう、武ぶ器きや防ぼう具ぐを取り扱う露天商の姿すがたが目立っていました。

　みすぼらしい格かつ好こうをした人々の姿も。

　元々、貧ひん富ぷの差の大きい街ではあったものの、貧か富かでいえば明らかに貧のほうに属するであろう人の数が、ずいぶん増えています。

　マモノの襲しゆう撃げきやフェブロニアとの戦せん闘とうで住まいを失った人々が、難なん民みんとして流れ込んできているのです。難民は街がい門もんの外にまであふれ、王都にいると感じにくい──今が戦せん時じであるという事実が、重くのしかかってくるようでした。

　王都にも難民は増えつつありますが、ここほどじゃありません。

「ドナも久しぶりだなー。ここってたしかカジノがあったよな？」

　露ろ店てんで買った串くし焼やき肉を片手に、アホタレが言いました。

「ありますが、行きませんよ」

「えー？　なんでだよ」

「なんでもなにも、私たちは観光にきたんじゃないんです。明日あしたの朝には発たちますよ」

「うげー、つまんねえの」

「つまんなくて当然です。私たちがなんのために旅をしているのか、もう忘れたのですか？」

「覚えてるよ、ちゃんと。鳥とり頭あたまじゃないんだから。ナブラスカ山でドラゴンに会うんだろ？」

「……それは、目的ではなく手段です。魔ま王おう討とう伐ばつこそが、私たちの旅の唯ゆい一いつにして絶対の目的です。一いつ瞬しゆん一秒たりとも忘れないでください」

「あー、はいはい」

「はいは一度でけっこう」

「はーい」

　子供ですか、まったく。

「ってか、さっきから気になってたんだけどさ」

「なんですか？」

「なんか、歩き方おかしくない？」

「……」

「なんかこう、ひょこひょこってさ」

「……ほうっておいてください」

　しょうがないじゃないですか。

　お尻しりが痛いんだから。




　翌よく日じつ、私たちはドナの街を発たちました。

　ここから先は、歩きの旅になります。

　お尻の痛みはまだ完全にはひいていなくて、相変わらず私の歩き方はおかしいことになっていましたが、弱よわ音ねなんて吐けません。

　──と、ただでさえお尻の痛みのおかげで苛いら々いらが募つのっているところに、ドナの街を発ってから、アホタレが急にまたぶつぶつグチグチと文もん句くを言うようになったものですから、たまりません。

「めんどくさい」「かったるい」「オルリスの話なんてするんじゃなかった」「携けい帯たい食料マズイ。ケーキ食べたい」「どうせ一いつ緒しよに旅するなら、可愛かわいくない貧ひん乳にゆうの暴ぼう力りよく女じゃなく、美人で巨きよ乳にゆうなおねーさんがよかった」等々。

　馬車で旅をしている間は、楽しそうに窓の向こうの景け色しきをスケッチして過ごしていたというのに。

　本人曰いわく、馬車の旅は楽だから楽しいけど、歩きの旅は疲れるから嫌いやなんだそうです。

「あなたは男で、しかも、一いち応おうは鍛きたえているんでしょう？」

「男で鍛えてたって、疲れるモンは疲れるんだよ。あーもうだりぃ。少し休もうぜー」

「さっき休んだばかりでしょう？」

「でも、もう疲れたんだよー」

「あなたのペースに合わせて休んでいたら、いつまでも旅が終わりませんよ」

「んじゃ、いっそやめちまおうぜー。……って、なに呪じゆ文もんなんか唱となえてんだよ！　冗じよう談だん！　冗談ですから！　いやホントマジで」

　私は〝煉獄ホムラ〟の呪文の詠えい唱しようをやめ、アホタレに向けていた杖つえを下ろしました。

「さあ、先を急ぎますよ」

「ふえーい」

　私はアホタレに後ろに回り込みました。

「なんで後ろに行くんだよ？」

「あなたが休んだり逃げ出したりしないように見み張はるためです」

「家か畜ちくかよ、オレは」

「世の中の役に立たない貴き族ぞくなんて、家畜以下の存在です。それが嫌いやなら、魔ま王おうを倒して世の中の役に立ってください。さあ、キリキリ歩いて。さもないと、お尻しりが丸まる焼やけになりますよ？」

「オレには魔王よりあんたのほうが恐ろしいよ！」

　そんなこんなで旅は続き──。

　騎き士し迷まよいの樹じゆ海かいに入ると、いよいよこの旅が過か酷こくな戦いの旅であるということを改めて思い知らされる出で来き事ごとに遭そう遇ぐうしました。

　すなわち、マモノの襲しゆう撃げきです。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　高く掲かかげた杖つえの先から噴ふき出した炎ほのおが、正面から迫り来るメタルイーターの群れを薙なぎ払い、焼き尽くします。

　メタルイーターは昆こん虫ちゆう型がたのマモノ。アリに酷こく似じした姿すがたを持ちながら、大きさは人間の子供ほどもあり、黒くろ光びかりする大おお顎あごには鉄さえも易やす々やすと嚙かみ砕くだくだけの力があります。

　間かん髪はつ入いれずに地ち中ちゆうから現れたのは、眼めを持たない巨大なトカゲ。それも、三さん匹びきも。大おお岩いわをも瞬またたく間に溶かし尽くす強力な酸さんを吐く、アシッドリザードです。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　吐き出された強きよう酸さんの塊かたまりを避けつつ、烈れつ風ぷう魔ま法ほうでアシッドリザードを三匹まとめて切り裂さきます。

「ぎゃー！　なんだこれ!?　裾すそがシューシューいってる！　溶けてる！」

　足下に酸がかかったらしいアホタレがぎゃーぎゃー喚わめいていますが、無む視しして私は次の呪じゆ文もんを唱となえに入ります。

　視線の先では、新たに現れた四し足そく獣じゆうが、真まっ二ぷたつになったアシッドリザードの死し骸がいを踏みつけて、牙きばを剝むいています。

　頭から突ラ撃ン槍スのような鋭く太い角つのを生はやしたその獣けものの名めい称しようは、ランスガルム。強きよう固こな皮ひ膚ふと筋肉、そして、圧あつ倒とう的な突とつ進しん力を武器とする、強力なマモノです。

　樹海がマモノの巣そう窟くつであることはわかっていましたが、こうも息つく間もなく襲おそわれるとは、どうやら私たちはマモノの大通りにぶちあたってしまったようです。

　私を真まっ向こうから睨にらみつけてくるランスガルムの眼には、憎ぞう悪おと殺さつ意いがありありと浮かんでいました。

　マモノは現在までに百ひやく種しゆ以上が確かく認にんされていて、種類によって生せい態たいも大きく異なりますが、すべてのマモノに共通して言えることは、彼らは皆みな一いち様ように人間を憎ぞう悪おしているということです。

　マモノの起き源げんは諸しよ説せつありますが、もっとも信じられているのは、およそ七百年前まえ、先せん々せん代だいの魔ま王おうがこちらの世界を支配するために生み出した生物兵へい器きであるという説です。

　私もこの説を支持している一人です。マモノたちがこちらの世界を支配するために──つまり、人間を殲せん滅めつするために生み出されたものだとすると、彼らの人間に対する強きよう烈れつな敵てき意いにも納なつ得とくがいきます。というか、それ以外の説では納得できないというか。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　突とつ進しんしてくるランスガルムに、無む数すうの青白い光の筋すじが絡みついて、その巌いわおのような巨きよ軀くを攻め立てます。

　並のマモノなら一いつ瞬しゆんで灰になっているところですが、ランスガルムの頑がん強きようさは並ではありません。

　悲鳴をあげ、よろめきつつも、ランスガルムは向かってきます。

　普通の冒ぼう険けん者しやパーティーなら、ここですかさず剣けん士しがとどめを刺しにいくところですが、

「うおっ、こっちからもアリがいっぱいきたぞ！　ぎゃー、なんだあのカラス、頭が二つあるぞ！」

　生あい憎にくとうちの剣士は騒そう々ぞうしく逃げ回っているだけで、抜ばつ剣けんすらしていません。

　まあ、こうなるだろうことは予想できていましたから、驚きもなければたいして腹も立ちませんが。

「〝雷電〟！」

　本来の勢いを失ったランスガルムの突進をかわして、背後から再び電でん撃げき魔ま法ほうをくらわせてやります。

　さしものランスガルムも、私の魔法を二発も受けては生きていられません。

「まだまだ！」

　ただでさえ歩きづめだった上に、立て続けに魔法を使って、さすがに疲れを感じるようになってきましたが、私は両手で杖つえをぎゅっと握りしめて声を張りました。自分自じ身しんを鼓こ舞ぶするために。

「どんどんかかってきなさい！」

　アホタレをあてになんてしません。

　元々、私はずっと一人だったんです。信用できない相手に背中を預けるぐらいなら、一人で戦ったほうがマシです。

　マモノは絶え間なく襲おそってきました。

　私は、戦って戦って──気づくと、雨が降っていました。

　私たちのまわりに、もう動いているマモノはいません。

　片かたっ端ぱしからやっつけてやりました。もちろん、私一人で。

　アホタレは……姿すがたが見えません。

「レックス様」

　呼びかけてみても、返事はなし。逃げ出したのか、それとも、まさかやられてしまったのか。

「レックス様！」

　もう一度、今度は声を張って呼んでみると、近くの茂みがガサガサと揺れて、中からアホタレが転がるように出てきました。

「ご無ぶ事じで……はないみたいですね」

　アホタレは、怪け我がをしている様よう子すはないものの、なにやら真まっ青さおな顔をしていました。足あし取どりも頼りありません。

「どうかなさったのですか？」

「酔よった」

「酔った？」

　まさか、私が戦っている間にお酒でも飲んでいたというのでしょうか。

「血に」

　ああ、と私は納なつ得とくしました。

　そういえば、この男は血が苦にが手てなんでした。

　あたりにはマモノたちの流した血の臭においが満ちています。

　これは、たしかに血が苦手な人にはたまらないでしょう。

「かわいそうだよな、こいつら」

　青い顔をしたアホタレが、ランスガルムの死体を見下ろして、しみじみと言いました。

「かわいそう？　マモノが？」

「ああ、こいつらって、人間を見ると襲おそわずにはいられないんだろ？　……おえっぷ」

「ええ」

「そんな習しゆう性せいがなかったら、こいつらもっと長なが生いきできたんだよなって思うとさ、かわいそうになんない？」

「一いち理りありますが、私はマモノの犠ぎ牲せいになった人たちのほうが哀あわれに思います」

「まあ、そうなんだけどさ」

「マモノは元々、私たちの世界の生き物じゃありません。人間を殺すために生み出され、送り込まれた生き物なんです。そんな生き物にかける情なさけは、私にはありません」

「元々は……つっても、もう何百年もこっちの世界に住んでるんだろ？　だったら、もうこっちの世界の生き物なんじゃねーの？　仲良く生きていけりゃ一番いいんだろうけどなー。こういうの、なんつったけ？」

「共きよう存ぞん……ですか？」

「そうそれ。共きよう存ぞん」

「マモノと共存する方法なんて、ありませんよ」

　マモノがこの世界に現れて七百年、そんな方法があれば、とっくにマモノは人間の敵ではなくなっているはずです。

「なんでないって決めつけるんだよ。あるかもしれないだろ」

「たとえば？」

「たとえば……話し合うとか」

　バカらしくなって、ため息が出ました。

　やっぱり、こいつはどうしようもないアホタレです。

「行きましょう。こんなところで立ち話していても、時間の無む駄だです」

「あっ、おい、待てよ」

　さっさと歩き出した私に、アホタレが制せい止しの声を投げかけてきます。が、無む視し。

「ちょっとだけ、ちょっとだけでいいから待ってくれって」

　しつこく訴うつたえてきます。やむなく、私は足を止めて振り返りました。

「あんがと」

　軽く手を上げて礼の言葉を口にすると、アホタレはこちらに背中を向けてうつむきました。……そのまま、じっと動きません。

　一体、なにをしているのでしょう。

　近づいて覗のぞき込むと、アホタレは目を閉じ、胸の前で手を合わせていました。

「……なにをしているのですか？」

　私の問いかけに、アホタレは閉じていた目をそっと開いて、こう答えました。

「謝ってたんだ。ごめんなって」

「誰だれに？」

「あいつらにだよ」

　そう言ってアホタレが視し線せんで示したのは、累るい々るいと横たわるマモノたちの亡なき骸がらでした。

「……そうですか」

　私は……なんともやりきれない気持ちになりました。

　マモノたちを倒したのは、私なんです。

　なのにそんなふうに謝られてしまったら、まるで私が悪者みたいじゃないですか。

　そりゃあ、マモノと戦うときは、ここでこいつらを倒せば世の中のためになるんだという使し命めい感かんを嚙かみしめて戦っていますが……だからって、私だってなにも好き好んでマモノの命を奪うばっているわけじゃないんです。

　そんな私の気持ちなんてこれっぽっちも考えずに、アホタレは祈るような面おも持もちでマモノたちの亡骸に手を合わせています。

　雨は激はげしさを増していました。




　天候が悪くなったこともあって、その日は早めに休むことにしました。

　雨に当たりにくい枝えだ葉はの広い木の下に簡かん易いテントを張って、携けい帯たい食料と水だけの簡かん単たんな食事を済ませると、私は見張りの取り決めもしないまま、半なかば気き絶ぜつのように眠りに落ちてしまいました。マモノとの連れん戦せんで、思っていた以上に疲れていたようです。

　翌よく日じつ──。

　雨は明け方には上がっていましたが、雲は晴れてはおらず、またいつ降ってきてもおかしくないような感じでした。

　とはいえ、動かないわけにはいかず、私たちは濡ぬれてやわらかくなった土を踏みしめて、先を急ぎました。

　昨日きのうほど立て続けにではなかったものの、この日も一度ならずマモノに襲おそわれました。

　もちろん、戦うのは私一人ひとりです。

　私が自分の身体からだの異い変へんに気づいたのは、三度目のマモノの襲しゆう撃げきを退しりぞけた後でした。

　なんだか足に力が入らなくて、戦せん闘とう中に荒れた呼吸が、いつまで経たっても整わなくて。

　ちょっと疲れただけだろうと思っていた──というより思おうとしたのですが、寒さむ気けと頭痛までするようになってきて……。

　どうやら、熱があるようです。

　昨日の雨が原因でしょうか。

　そんな状態で迎えた本ほん日じつ四度目めのマモノとの戦闘では、精神の糸が思うように編めずに三度も魔ま法ほうに失敗して、手て間ま取どってしまいました。

「なあ、おまえ、なんか様よう子すおかしくない？」

　さすがに不ふ審しんに思ったのか、戦闘後ご、アホタレが声をかけてきましたが、

「おかしいところなんてなにもありません、さあ先を急ぎましょう」

　私は強がってそう返していました。

「なんか、顔かお赤いぜ？　足だってふらついてるしさ」

「ちょっと疲れただけです」

「んじゃ、少し休もうぜ」

「必要ありません」

　本当は立っているのも辛つらくなってきているのですが、一いち度ど休んだら気持ちの糸が切れて立ち上がれなくなってしまいそうで……私は歩き出しました。

「はあ……はあ……っ」

「なあ、なんかすげー息いき荒くないか？」

「気のせい……ですっ」

　寒さむ気けと頭ず痛つうに加えて、吐き気までしてきました。目眩めまいもします。

　でも、休みたいなんて泣き言は言えません。他人に……それもアホタレに泣き言を言うなんて、絶対に嫌いやです。

　どこかで、獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえたような気がしました。

「マモノ……？」

「え？」

　足を止めて振り向いた私に、アホタレが怪け訝げんな表情を向けてきます。

「今、声が……」

「声？　オレにはなんも聞こえなかったけど……」

「でも、たしかに……」

　と言っている最さい中ちゅう、今度は赤あかん坊ぼうの泣き声が聞こえてきました。

「赤ん坊？　こんな場所で、どうして……」

「赤ん坊って……なに言ってるんだよ、おまえ」

「声が……」

「声なんて、なにも聞こえないって」

　アホタレは噓うそを言っているようには見えません。ということは……これは、幻げん聴ちよう？

　獣の遠吠えと赤ん坊の泣き声が、今度は同時に聞こえました。その上さらに、樹じゆ海かいでは決して聞こえるはずのない波の音が……子供の頃に一度だけ聞いた海の音が聞こえてきました。

　これは……幻聴に間違いありません。

　そして、幻聴が聞こえるほどに自分の体調は悪いのだと自覚したとたん、辛かろうじて立っていた足から一気に力が抜けて、私は濡ぬれた土の上に突つっ伏ぷしていました。




「ん……っ」

　目を開けると、それだけでずきんと頭が痛みました。

「ここ……は……？」

　どうやら、私は意識を失っていたようです。そして、私が寝ているのは、濡れた土の上ではなく、冷たい石床の上でした。

「洞どう窟くつの中だよ」

　誰だれともなく口にした私の問いに答えたのは、アホタレの緊きん張ちよう感かんのない声でした。──が、姿すがたは見えません。

「レックス……様……？」

　頭痛をこらえつつ寝ね返がえりを打つと、アホタレはそこにいました。荷に袋ぶくろをなにやらゴソゴソやっています。

「あんたが倒れてすぐ後に、また雨が降ってきたんだ。んで、雨あま宿やどりできる場所を探したら、すぐ近くにちょうどいい洞どう窟くつがあってさ」

「そう……ですか……」

「よかったよ。目が覚めて。いくら呼びかけても起きなくてさ、けっこー心配したんだぜ」

「私は……どれぐらい眠ってたんです……？」

「小こ一時間ほどかな。今、火を熾おこすからちょっと待っててくれよ」

「ご迷めい惑わくをおかけして……っ」

　起き上がろうとした私でしたが、半分ほど身を起こしたところで目眩めまいがして、また倒れてしまいました。

「無む理りすんなって。まだ全ぜん然ぜん熱下さがってないんだから」

「ですが、こんなところでモタモタしていては……」

「いいだろ、別に。ちょっとぐらいモタモタしたって。オレたちがここで一ひと休やすみしたからって、世界がおしまいになるわけじゃない」

「それは……そうかもしれませんが……」

「ってか、ここで無理して風か邪ぜこじらせて死んじまったら、魔ま王おうと戦うもクソもないだろ？　いいから、寝とけって。オレはあんたみたいに頭よくないけど、でも、今はオレの言ってることのほうが絶対に正しい」

「……わかりました」

　アホタレに諭さとされるなんて一生の不ふ覚かくですが、たしかに、彼の言い分のほうが正しいことは間違いありません。

　私がおとなしくなると、アホタレは「うん」と頷うなずいて、また荷に袋ぶくろをガサゴソやりはじめました。

　火を熾すと言っていましたが……。

　見ると、アホタレの脇わきには、外で拾ってきたのでしょう──何本もの木の枝が積み置かれていました。

　薪まきにしようというのでしょうが、枝は雨のせいで濡ぬれていて、とても薪にはなりそうにありません。

　──と、アホタレは荷袋の中からなにかを取り出すと、それを枝の一本に擦こすりつけはじめました。

　あれは……固こ形けい燃ねん料りようです。獣じゆう脂しを固めて作られた、マッチと合わせて使えばどこでも手て軽がるに火を熾せる、冒ぼう険けん者しや必ひつ須すの道具です。アホタレは手て際ぎわよく次々と枝の表面に固形燃料を塗りつけていくと、マッチを使って枝に火をつけました。

「こうすると、濡れ木でもよく燃えるんだ。ちっと煙は出るけどな」

　アホタレの言葉どおり、生なま木ぎよりもさらに燃えにくいはずの濡れ木が、赤々と火を纏まとっていました。

「……物もの知しりなんですね」

　正直、少し意い外がいでした。アホタレにこんな知ち識しきがあるなんて。

「ばあちゃんに教わったんだ」

　アホタレは得とく意いげに鼻の下を人ひと差さし指ゆびでこすって言います。

「ばあちゃんはなんでも知ってるんだ」

　王おう都とからドナへの馬車の中でも、アホタレがお祖ば母あ様の話をすることは一度ならずあったのですが、お祖母様の話をするときの彼は、とても嬉うれしそうな顔をします。

「あ」

　なにかを思い出したように、アホタレがポンと手を打ちました。

「あんたのマントさ、倒れたときにすげー泥どろだらけになってたから、取り替えさせてもらったから」

「え……？」

　言われて見てみると、今、私の身を包んでいるのは、私のマントではありませんでした。

「これは、レックス様の……？」

「そ」

「あんたのマントは、あそこ」

　アホタレが親おや指ゆびで指し示した方向を見ると、出っ張った岩に、私のマントが広げて掛けてありました。

「この洞どう窟くつの奥に沢さわがあってさ、そこで洗っておいた」

「そう……ですか」

　これは、お礼を言わなければならない場面です。

　ありがとうございます。

　なのに、私にはその一ひと言ことが言い出せませんでした。

　アホタレにお礼なんて言いたくない……そんな思いが、私にお礼の言葉を吞のみ込ませてしまっているのです。

　なんて、狭きよう量りような人間なんでしょう、私は。

　気に入らない相手だとしたって、厚こう意いには感謝で応こたえるべきです。そんなのは、人として当たり前のことです。

　そんな人として当たり前のことが、私にはできていないのです。

　熱のせいで気持ちに余よ裕ゆうがなくなっているというのもあるでしょう──が、それにしたって最低です。

「なあ、メシは食えそうか？」

　礼を言われなかったことなど気に留めたふうもなく、アホタレは訊きいてきます。

「……いえ」

「だよなー。熱あるときって、メシ食えなくなるもんなー。携けい帯たい食料マズイしな。でも、ちょっとは食わないとよくないよな」

　アホタレはそう言うと、「よっと」、跳ねるように立ち上がりました。

「オレ、果くだ物ものかなんか探してくるわ。そういうのなら、ちょっとは食べやすいだろ？」

「……外は雨が降っているんでしょう？」

「いいよ。どうせもう濡ぬれてるし。ああ、水、ここに置いておくから」

　言いながら、私の頭の脇わきに皮かわ袋ぶくろを置きます。

「さっき、奥の沢さわで汲くんできたばかりのだから、冷たくて美う味まいぞ。んじゃ、ちょっと行ってくるから」

「あっ、待っ……」

　止める間もなく、アホタレは出て行ってしまいました。

　不ふ覚かくの極きわみです。

　私自じ身しんが倒れてしまったこともそうですが、あのぐうたらなアホタレに看かん病びようされるはめになるなんて。

　私は、誰だれにも頼りたくなんてないのに。

　誰にも頼らずに、一人でがんばらなくちゃいけないのに。

　しばらくして戻ってきたアホタレは、当然のようにずぶ濡れでした。腕には、ナスのような形をした黄き緑みどり色いろの果物が、胸がすっかり隠かくれるぐらいにたくさん抱えられています。

「ただいま。具ぐ合あいはどうだ……って、変わるわきゃないか。たいして時間も経たってないのに」

　私は返事をしませんでした。

　熱のせいで口をきくのが億おつ劫くうだったのもありますが、アホタレが向けてくるマヌケなぐらいに人の好い笑顔が嫌いやで、無む視ししてしまったのです。

「果物取とってきたぞ。なんつー実か知らねーけど、けっこう甘くていけるぞこれ」

「……」

「食欲ないだろうけど、がんばって食ってくれ」

「……」

「ん？　皮かわ剝むいたほうがいいか？」

　私からの返事がなくても、アホタレの顔から笑えみが消えることはなくて……それが、余よ計けいに腹立たしくて……。

「……要いりません」

「でも、食わないと熱に負けちまうぜ？」

「……頼んだわけでもないのに、余計なことをしないでください」

「……ん？」

　アホタレは小鳥がそうするように首を傾けました。

「果くだ物ものを取ってきてくれなんて、いつ、誰だれが頼みましたか？」

「んー……頼まれた記き憶おくはないかな。勝かつ手てにやってるだけだけど」

「善ぜん意いの押しつけは、まっぴらご免めんです」

　言いながら、私は吐き気を覚えていました。

　この吐き気は、風か邪ぜのせいじゃありません。自己嫌けん悪おの吐き気です。

「押しつけかぁ……」

「そもそも、その実はなんなんですか？　本当に食べられる物なんですか？」

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶ。オレ、食ってみたけど全然平へい気きだし」

「信じられません」

「噓うそついてどうすんだよ、こんなこと」

「だって、私が死ねば、あなたには得があるじゃないですか？」

「あんたが死んで、オレになんの得があるんだよ」

　黙だまれ！　と私は心の中で自分自じ身しんに叫びました。なのに、私の口は私の意い思しに反して最低な言葉を吐き続けます。

「私が死ねば、鬱うつ陶とうしいお目め付つけ役やくがいなくなって、あなたは自由の身になれるじゃないですか」

「そのために、オレがあんたを殺そうとしてるって？」

「そういう考えもできるということです」

「んー……」

　アホタレは少し困ったような顔で唸うなると、私の目の前に腰を下ろして、抱えていた果実を地面に置きました。

「そりゃあさ」

　そして、言います。

「魔ま王おう退たい治じの旅なんて嫌いやだし、隙すきあらば逃げ出してやるーとか思ってるけどさ。今は逃げ出せないよ」

「なんでです？　絶ぜつ好こうの機会じゃないですか」

「怒られちゃうよ」

「え……？」

「病人を、それも女の子を見み捨すてて逃げたりしたら、ばあちゃんに怒られちまう。だから、今は絶好の機会なんかじゃない」

　そう言うと、アホタレは地面に置いた果物を一つを手に取って、懐ふところから取り出した折りたたみ式のナイフで皮を剝むきはじめました。絵を描いているだけあって手て先さきは器き用ようなのか、危なげない手つきでスルスルと剝いていきます。その横顔は怒っているどころか、にこにこと楽しげでさえありました。

「……怒ってないんですか？」

「ん？　怒るって、なにに？」

　ナイフを操あやつる手を止めて、私のほうを見ます。

「なににって……あんな、善ぜん意いに唾つばを吐きかけるようなことばかり言われて、腹が立たないんですか？」

「うーん……」

　アホタレは私から視し線せんを外して唸うなると、果くだ物ものの皮かわ剝むきを再開して、言いました。

「正直言いうと、ちょっとはまあ寂しかったけど、別に怒っちゃいないよ。ってか、オレ、怒るの苦にが手てなんだ」

「え……？」

「怒るのってさ、疲れるし、怖いし、メンドくさいじゃん？　オレ、メンドくさいの嫌きらいなんだよ」

「そう……ですね……。そうかもしれません……」

　怒るのは疲れる。その言葉を、私は否定することはできませんでした。

　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになってからの私は、ずっと怒っていました。無む能のうなくせに生まれ持った地ち位いだけで私を見み下くだそうとする王宮の貴き族ぞくたちに。

　はっきりと口に出して怒るようなことはしませんでしたが、心の中ではいつも、怒りの感情がぐつぐつと煮えたぎっていました。そして、それはたしかに私を疲れさせていました。身も心も、いつだってクタクタでした。それでもがんばらなくちゃと歯をくいしばって、余よ計けいに疲れるのです。

「ばあちゃんが言ってたんだ。怒りは人を傷つけるって。んで、この場合の人ってのは、他人だけじゃなく自分自じ身しんも含むんだって」

「怒りは愚おろかな感情……ということでしょうか？」

「どうなんだろうな。ただまあ、嫌なことがあっても、怒らずに笑ってるほうが人生楽らくに生きられるんじゃないかとは思う。でも、ばあちゃんはこうも言ってたんだ。怒りは人を傷つける。でも、怒ることが必要な時もあるって。オレ、頭悪わるいから、それがどんな時なのかよくわかんないし、怒るのはやっぱりメンドいから、怒るべき時ってのがきても、ヘラヘラしてそーな気もするけど」

　アホタレはそう言ってヘラヘラと軽けい薄はくに笑います。

「そういうふうに笑えるの……羨うらやましいです……」

　私は滅めつ多たなことでは笑いません。というより、笑えなくなってしまいました。毎まい日にち怒って、眉み間けんに皺しわを寄せているうちに、顔が笑い方を忘れてしまったのです。

　自分がこんなだから、つまらない冗じよう談だんやくだらない世せ間けん話でヘラヘラ笑っている人を見ると、虫むし酸ずが走ることもしばしばでした。

　なのに今は、私にひどいことを言われてもヘラヘラ笑っているアホタレが──その軽けい薄はくな笑顔が、なんだかとても羨うらやましく思えました。

「え？　なんか言った？」

「いえ……それより、果くだ物もの……」

「うん？」

「一つ、貰もらえますか……？」

　アホタレはまず驚いたように目をぱちくりさせた後、「うん」と笑顔で頷うなずいて、果物を差し出してくれました。

　私はなんとか身を起こして果物を受け取ると、薄うす桃もも色いろの果か肉にくに口をつけました。

　みずみずしくて優しい甘さが口の中いっぱいに広がります。なんだかその甘さが私の心の中にあった黒い塊かたまりを溶かしてくれるような感じがして、涙がこみ上げてきました。

「けっこういけるだろ？」

「……はい」

　頷いた私の目からこぼれた涙が果物の上に落ちました。
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　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになってからこっち、こんなふうに誰だれかに優しくされたことは、ありませんでした。

　まわりの誰もが私を嫌きらって見み下くだして……私も自分を嫌う人たちを嫌って睨にらみつけて……そんなだから余よ計けいに嫌われて……。

　嫌きらわれれば嫌いになって。

　嫌えば嫌われて。

　当たり前の話です。

　なのにアホタレは、あんなにひどいことを言われたのに、笑顔で果くだ物ものを差し出してくれたのです。私を嫌わずにいてくれたのです。

　……いえ、嫌いじゃないということはないでしょう。魔ま王おう討とう伐ばつの旅に無む理りやり連れ出した上に、可愛かわいげのかけらもない私なんて、嫌われていて当然です。

　そんな、嫌っているはずの私にも優しくできるのですから、彼のほうがよほど大人おとなです。

「ぐすっ……ひっく……」

　一度堰せきを切った涙は、もう止まりませんでした。

　アホタレはなにも言いません。

　私が泣いていることに気づいていないはずはないのに、黙だまって果物を剝むいています。

　涙ですっかりしょっぱくなってしまった果物を食べきった私は、「また、寝ます」、それだけ言って、横になりました。泣き顔を見られないよう、アホタレに背中を向けて。

「側そばにいるから、なにかあったら言ってくれよ」

　私の涙の理由を、アホタレは訊きいてはきませんでした。

　気を遣つかってくれたのか、突然、泣き出されて戸と惑まどってなにも言えないのかわかりませんが、よかったです。

　涙の理由なんて言えるわけがありません。

　あなたの優しさが沁しみたんですなんて、言えるわけがありません。

　なにも言わない代わりに──なんでしょうか、アホタレが鼻はな歌うたを歌いはじめました。

　アホタレの鼻歌を子こ守もり歌うた代がわりに、私はいつの間にか眠りに落ちていました。




　翌よく朝あさ、目覚めると身体からだの調子はずいぶんと良くなっていました。

　全身に強い疲ひ労ろう感があるものの、とりあえず熱は下がったようで、ふらつきながらも自力で立つこともできました。アホタレの取ってきてくれた果物に、あるいは解げ熱ねつ作用でもあったのかもしれません。

　入り口のほうから差し込んでいる日ひ射ざしは、眩まぶしいぐらいに白くて、雨は上がっているのだとわかりました。

　アホタレは、私から少しだけ離れたところで、大だいの字じになっていびきをかいていました。

「ありがとう、ございます」

　昨さく夜や言えなかったお礼の言葉を、そっと口にします。

　本当はちゃんと面めんと向かって言うべきなんですが……それはわかっているんですが……ダメですね。

　ありがとうとかごめんなさいとか、そういった言葉は、ちゃんと言うべき場面で言わないと、どんどん言いにくくなってしまうものですね。

　お礼を言うにも謝るにも、素直な気持ちが大事ということです。

「ん……っ」

　アホタレが突然寝ね返がえりを打って、私は思わずビクッと後ずさってしまいました。

　私の声が聞こえていたのかと焦りましたが、どうもそうではないようです。

　ホッと胸を撫なで下ろしつつ、私は荷に袋ぶくろから替えの下着を取り出して、洞どう窟くつの奥で着替えました。

　身体からだが熱を下げるためにたくさん汗をかいたせいで、下着は上も下も水にでも浸つかったみたいにびっしょりになっていました。

　着替え終わると、沢さわで水を飲み顔を洗って、アホタレのところに戻りました。

　アホタレは、まだ眠っています。

　日ひ射ざしの様よう子すからするに、もう日の出からそれなりに時間は経たっていそうですが……もう少し、寝かせておいてあげましょうか。

　私も熱が下がったとはいえ、まだ本ほん調子ではありませんから、今日きようは出発の時間を遅くして、移い動どう距離は抑えめにしましょう。

　私はアホタレから借りていたマントを寝ているアホタレに掛け、自分のマントを羽は織おると、洞窟の外に出ました。

　強い日射しに、一いつ瞬しゆん、目が眩くらみます。

「おはようございます、アンジュ様」

　声がしました。

　穏おだやかで和やかで屈くつ託たくのない、聞き覚えのある声が。

「昨さく夜やはよくお休みになられましたか？」

「トモエ……さん？」

　逆ぎやつ光こうのせいではっきりと姿すがたを見て取れない声の主に、私は手を廂ひさしにしつつ訊たずねました。

「はい」

　眩まぶしさの中から人ひと影かげが一歩踏ふみ出して、私ににっこりと微笑ほほえみかけてきます。

　女の私から見ても思わず床とこの間に飾っておきたくなるような、小こ柄がらで愛らしい黒くろ髪かみの少女。

　間違いありません、トモエさんです。

　ハイドフェルト家で会ったときそのままのメイド服ふく姿が、樹じゆ海かいという場所にまったく似つかわしくありません。

「どうして、トモエさんがここに？」

「私、お暇ひまをいただいてきたんです」

　白くて小さな手をポンと合わせて、トモエさんは答えます。

「お暇ひまって……それって……」

　つまり、ハイドフェルト家のメイドを辞やめたということですか？

「アンジュ様にお願い申し上げます」

　さらに一歩前まえに出て、白いヘッドドレスの飾られた黒い頭を深々と下げて、トモエさんは言いました。

「どうか、私をおふたりの旅にご一いつ緒しよさせてくださいませ」

　頭を上げて、にっこり。

　私は──たぶん、目を丸くしていたと思います。
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　トモエさん参さん戦せん。

　驚きの事じ態たいではありますが、こちらとしては有り難がたい話です。

　並の戦せん士しより遥かに腕の立つトモエさんなら、十分な戦せん力りよくになってくれるに違いありません。

　どのみち、腕の立つ仲間は見つけなければならないと思ってはいました。魔ま王おうと戦うのに、いくらなんでも二人では少なすぎます。しかも、うち一人は逃げ回るばかりで戦力になりませんし。

　トモエさんが旅の仲間になることについては、アホタレも反対しませんでした。といっても、

「あー、トモエが来てくれるんなら助かるよー。これで美う味まいメシが食える」

　アホタレは戦力というより、食事係がかりとしてトモエさんに期待しているようでした。

　アホタレによれば、トモエさんの料理の腕はかなりのものだそうで、私としても大おお助だすかりです。

　お餅もちに微び量りような野菜と肉を混ぜて乾かん燥そうさせた携けい帯たい食料は、とても便利なのですが、アホタレの言うとおり美お味いしくはありません。一食や二食ならともかく、何日も続けて食べていると気が滅め入いってきます。かといって、私は料理はからっきしですから、料理のできる人の加入は実にありがたいのです。

　それにしても、トモエさんがなぜ私たちを追ってきたのか──。

　お暇ひまをいただいてきましたと彼女は言っていました。それはつまり、ハイドフェルト家のメイドを自分の意い志しで辞やめてきたということです。

　その疑問を直接本ほん人にんに訊たずねてみると、

「いい機会だと思ったからです」

　という答えが返ってきました。

「いい機会……というと？」

「私、自分を見つけたいんです」

　意味がつかめずに私が首を捻ひねっていると、アホタレが寝ね癖ぐせのついた髪かみを無む造ぞう作さに搔かきながら、あくび交じりにこう言いました。

「トモエはさ、ゴーレムなんだよ」

「ゴーレム？　ゴーレムって、あの……？」

　旧きゆう世界の遺失魔法ロストマジツクで作り出された疑ぎ似じ生命体たいのことですか？

「そ。そのゴーレムだよ」

　私はトモエさんの花のような笑顔をまじまじと見つめました。

「信じられません……」

　遺失魔法の解かい析せきも進んで、ゴーレムの作成も現げん今こんの魔法で可能にはなりました。なりはしましたが、作り出せるのは小鳥やネズミといった小しよう動物が関せきの山やま。人間──それも、明確な自じ我がと知ち能のうを持ち、見た目も人間そのままのゴーレムなんて、現今の魔法技ぎ術じゆつではまだまだまったく無む理りのはず。

　なのに、トモエさんの見た目は普通の人間となんら変わりません。見た目だけじゃなく、知ち能のうも表情も動どう作さも──そんな彼女がゴーレムだなんて、俄にわかには信じられません。

　でも。

　けれど。

　信じられない気持ちでいっぱいになりながら、私は一つの可能性に思い当たっていました。

「トモエはさ、旧きゆう世界の遺い跡せきで見つかったんだよ」

　やはり。

「ばあちゃんが見つけたんだ。うちのばあちゃんが若い頃冒ぼう険けん者しやだったって話はしただろ？」

「ええ」

「トモエはさ、ばあちゃんが冒険者だったときに見つけた旧世界の遺跡にいたんだ。なんかでっかいガラスの筒つつみたいなのの中でさ、裸はだかで寝てたんだと」

「お恥はずかしい話ですわ」

　トモエさんが片方の手を頰ほおに当てて、困ったように笑いました。

　旧世界の遺跡でトモエさんを発見したアホタレのお祖ば母あ様は、ガラスの筒を叩たたき割ってトモエさんを起こすと、自分の家に連れて帰って、メイドとして雇やとったのだそうです。

「さすがと言うべきか……剛ごう気きなお祖母さまですね」

　ですが、トモエさんが旧世界の魔ま法ほうで作られたゴーレムなのだとすると、人と変わらない外がい見けんと知能を持っているのにも頷うなずけます。

　それに、トモエさんがレイヴェン様を赤あかん坊ぼうの頃から知っていたという謎なぞも、これで解とけました。

　アホタレのお祖母さまが若い頃といえば、四十年前か五十年前か……トモエさんがその頃からハイドフェルト家にいたのだとすると、レイヴェン様のおしめを替えたことがあるのも当然です。

「トモエさんがゴーレムだというのは、わかりました。でも、自分探さがしというのは……？」

「私は、自分が誰だれにどんな目的でもって作られたのか、それを知りたいんです」

「トモエさんの眠っていた遺跡に、制作者の手掛かりは残されていなかったのですか？」

「わかりません」

　トモエさんは首を横に振りました。

「レミエル様はなにも仰おつしやいませんでしたし、私のほうから訊たずねることもありませんでしたから」

　トモエさんは遠い目をして言います。

「レミエル様に連れられてやってきたハイドフェルト家での日々は、本当に楽しくて、毎日が充実していて……だから、私は私を作ったのが誰なのか、なんのために作られたのかなんて、気にもしませんでした。でも、レミエル様が亡くなられて、レミエル様と過ごした日々を懐かい古こするうちに……私には、レミエル様に拾われる以前の記き憶おくがないことに気づいて……」

「それで、自分が何者なのかを知りたくなった？」

　トモエさんは頷うなずきました。

「いてもたってもいられなくなるような、そんな強い思いではありませんでした。ただ、機会があったら調べてみたいと……」

「そう思っていたら機会が訪れた、と」

「はい」

「トモエさんが眠っていたという遺い跡せきは、どこにあるんです？」

「それも、わかりません」

「そうですか……」

　となると、まずはアホタレのお祖ば母あさまがトモエさんを発見した旧きゆう世界の遺跡を見つけなければなりませんね。

「フルブライトなら、あるいは情報が手に入るかもしれません」

　学がく術じゆつ都市フルブライト。学問の聖せい地ちであり、旧世界研究のギルドの本部が置かれているあの都市なら、トモエさんの眠っていた遺跡がどこのなんていう遺跡なのか、きっとわかるはずです。

「とはいえ、私たちは今、ナブラスカ山を目め指ざしている最さい中ちゆうですから……」

「お心こころ遣づかいありがとうございます、アンジュ様。もちろん、私の我わが侭ままで旅の目的地ちを変えるようなことがあってはいけません。もし、学術都市に寄る機会があれば、そのときでけっこうです」

「すみません」

　調べ物をするのにフルブライト以上の場所はありません。金きん竜りゆうオルリスと会えたとして──その後の私たちがどう動くことになるかわかりませんが、フルブライトに行く機会は、きっとあるでしょう。

「ふわぁ……」

　アホタレが大きなあくびをして、そして、言いました。

「話がまとまったところでさ、メシにしない？」




　朝食は、早さつ速そくトモエさんが作りました。

　携けい帯たい食料を鍋なべにかけて、トモエさんの持じ参さんした調ちよう味み料りようで味をつけ直しただけ、という簡かん素そな代しろ物ものだったのですが、これがびっくりするぐらいに美お味いしくて。まだ本ほん調子じゃなく、食欲もたいしてなかったのに、思わずおかわりまでしてしまいました。

「さあ、食べ終わったところで、早速出発しましょうか」

「早速って……病やみ上がりだろ？　二、三日はおとなしくしとけって」

　アホタレが昨さく夜やの果くだ物ものをのんびり囓かじりながら言いました。

「熱は下がりましたから、動けます。のんびりなんてしていられません」

「マモノが出てきたら、どうすんだよ？　言っとくけど、オレは戦わないからな」

　堂どう々どうと宣せん言げんされても困るのですが、とりあえずアホタレに戦せん闘とうは期待していません。マモノと遭そう遇ぐうしたら、私がなんとかするしかありません。

　──と、思っていると。

「ご安心くださいませ、アンジュ様」

　食器を片づけていたトモエさんが、笑顔を振り向かせて言いました。

「戦闘は私がお引き受けいたしますわ」

　トモエさんは手にしていた空の食器をそっと地面に置くと、右手を、まるで私に見せつけるように差し出してきました。

　白くて小さな可愛かわいらしい手──ですが、よく見ると掌てのひらの中心がぷっくりと膨ふくらんでいます。

「？」

　一体、なんだろうかと顔を近づけて見ようとしたとき、掌の膨らみが裂さけて、中から棒ぼう状じようの黒いなにかが迫せり出てきました。

　トモエさんは左手でそれをつかむと、一ひと息いきに引っ張り出します。

「ご不調のアンジュ様のお手を煩わずらわせるようなことは、いたしません」

　にっこり微笑ほほえむトモエさんの手には、彼女の身長よりずっと長い、ナギナタが握られていました。

　もし、トモエさんが旧きゆう世界の魔ま法ほう技術で作られたゴーレムだという話を事前に聞いていなかったら、私は驚きのあまり腰を抜かしていただろうと思います。

　手からナギナタが出てくるなんて。

　さすがは旧世界のゴーレム。現げん今こんの魔法技術の理解を超えています。




　言葉どおり、この日の戦闘はトモエさんが一人で引き受けてくれました。

　昨日きのうほど大量のマモノに襲おそわれたわけではなかったのですが、襲ってきたマモノの中には、ランスガルムよりも強い──並の戦せん士しでは太た刀ち打うちできないようなヤツもいました。

　トモエさんの戦いぶりを目にするのは初めてではありませんが、血ち桜ざくらのアイカとの戦いでは、どうやらまったく本ほん気きを出してはいなかったようで──今日きようのトモエさんの動きは、アイカのときよりもずっと疾はやく、鋭く、力強く見えました。

　小さな身体からだをくるくると独こ楽まのように動かし、身長よりも長いナギナタを縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしらせて、襲いくるマモノを次々と斬きり伏ふせていきます。

　私の出る幕なんて、どこにもありませんでした。

　翌よく日じつも、その次の日も、トモエさんは襲いくるマモノを一人で蹴け散ちらし──私の出る幕のないまま、私たちは騎き士し迷まよいの樹じゆ海かいを無ぶ事じに抜けたのでした。




　マキャリフの村はナブラスカ山の麓ふもとに位置する小さな農村です。

　街かい道どうも通っていない上に樹海に囲まれているために大きな街との交こう易えきはほとんどなく、事前の調べによると軍の詰つめ所しよも置かれていないということでした（以前はあったそうですが）。

　魔ま王おうの復ふつ活かつ以来、騎士迷いの樹海もマモノの巣そう窟くつとなっていましたから、村がマモノの襲しゆう撃げきで壊かい滅めつしているという可能性も大いに考えられました。が、幸いにも、村はちゃんと存在していました。

「ずいぶんと静かな村ですわね」

　トモエさんが言いました。

「小さな村ですからね、賑にぎやかであるはずもないのですが……それにしても、静かすぎますね」

　人がいないというわけではありません。私たちが村に入ってから、もう幾いく人にんかの村むら人びととすれ違っています。

　が、こちらから挨あい拶さつの言葉を投げかけてみても、返ってくるのは怯おびえたような、あるいは不ふ審しんに満ちた眼差まなざしだけ。畑はたけ仕事を急に切り上げて逃げるように去っていく人もいました。

　こういった辺へん鄙ぴなところにある村がよそ者にいい顔をしないのは、まあ理解できるのですが……ここの村人の反応はいささか大おお袈げ裟さというか、不ふ可か解かいです。

「ってかさあ、この村、宿とかあんの？」

　頭の後ろで手を組んだアホタレが、あくび交じりに言いました。

「いい加か減げん、ちゃんとしたベッドで寝たいんだけど」

「それは私も同どう感かんですが……宿があるかどうかは怪しいところですね。とりあえず、村人をつかまえて訊きいてみましょうか」

　ついでに、なにをそんなに怯えているのかも訊いておきたいところです。

「あんたが捕まえるとか言うと、なんかすげーおっかなく聞こえる。ゴーモン？　とかしそう」

「失しつ敬けいな。ただ話しかけるだけですよ」

　まあ、問いかけに答えずに逃げようなんてしたら、魔ま法ほうで足下を吹っ飛ばすぐらいのことはするかもしれませんが。

　とにかく、次にすれ違った村人に声をかけてみることにしましょう──と思っていると、村人──といっても子供ですが、歩いてくるのが見えました。

　十歳さいぐらいでしょうか。男の子です。

「あの子に訊いてみましょうか」

　子供のほうが素直に答えてくれるかも──という期待を込めて声をかけようとしたそのとき、たたっ、と男の子が駆かけ出しました。

　一いつ直線に私たちのほうに向かってきます。

　どんっ。

「うわっと」

　男の子は体当たり同どう然ぜんの勢いでアホタレにぶつかると、アホタレに尻しり餅もちをつかせつつ自分も吹っ飛んで転がりました。

　身体からだ中に擦かすり傷ができそうなけっこう痛そうな転げ方でしたが、男の子はすぐに起き上がりました。

　なにか、子供とは思えない固い意い志しを感じさせる目で私たちを睨にらみつけてくる彼の腕には、黒くろ鞘さやの剣が重そうに抱えられていました。

　あれは……アホタレの剣です。

「いててっ」

　アホタレがお尻をさすりながら立ち上がります。

　そちらに気が逸それた一いつ瞬しゆん、男の子は私たちに背を向けて走り出していました。アホタレの剣を抱えたまま。

「ひったくりですか。いい度ど胸きようです」

　私は逃げていく男の子の足下めがけ、杖つえを投げつけました。

　杖は見事、男の子の膝ひざ裏うらに命めい中ちゆう。男の子を転ばせました。

「乱らん暴ぼうだなー」

「魔ま法ほうで吹っ飛ばさなかっただけ、良りよう心しん的だと思ってください」

　アホタレの呆あきれ顔を一いち瞥べつして、私は倒れている男の子に歩み寄りました。杖を拾い上げて、声をかけます。

「立ちなさい」

　男の子は倒れたまま、擦り傷のついた顔を私に向けて、無む言ごんで睨みつけてきました。腕にはまだしっかりと剣が抱えられています。

「剣を返しなさい」

　男の子の腕にさらに力が込められるのがわかりました。なにがあってもこいつは返さない。まるでそう言っているようでした。

「それは子供が持つ物じゃありません」

　子供とはいえ盗人ぬすつととなれば官かん憲けんに突き出すところですが、生あい憎にくとこの村には官憲がありません。

　説せつ教きようするのも面めん倒どうですから、素直に剣を返して謝れば見み逃のがしてしまってもよかったのですが、

「嫌いやだ！」

　男の子は私の要求をきっぱりと拒きよ否ひしました。

「こいつは返せない！」

「そうですか。なら、少し痛い目に遭あってもらうことになりますよ？」

「おい、マジかよ!?」

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめた私と男の子の間に、アホタレが慌あわてて入ってきました。

「ガキ相手に魔ま法ほうぶっぱなすとか、容よう赦しやなさすぎだろ」

「生あい憎にくと、盗人ぬすつとにかける情なさけなど持ち合わせていないもので」

　もちろん、私だって本ほん気きで男の子に魔法をくらわせるつもりなんてありませんでした。離れたところに火の球たまの一つでも落として、驚かせようとしただけです。

「怒る前にさ、なんでこんなことしたのか、ワケを訊きくのが先だろ？」

「大おお方かた、売り飛ばすつもりだったんでしょう」

「決めつけるなって。さっき、こいつの言ったこと、聞いてなかったのかよ」

「……なんです？」

「返せない、って言ったんだよ、こいつ」

　言いながら、アホタレは男の子の頭にポンと手を載のせました。

「返さない、じゃなくてさ」

　……たしかに、私に剣を返しなさいと言われて男の子が返した言葉は、『返さない』じゃなく『返せない』でした。

「とりあえずさ、ワケを聞いてみようぜ」

　アホタレは男の子に向き直ると、目の高さを合わせるように身を屈かがめて、問いかけました。

「なあ、おまえ。なんでオレの剣を持ってこうとしたんだ？」

　男の子は問いかけに答えることなく、全身を強こわ張ばらせてアホタレを睨にらみつけます。

「こんな危ないモン持ってこうなんて、よっぽどのことだよな。ワケ、聞かせてくれよ。そしたらさ、そいつはばあちゃんの形かた見みだからやれないけど、別の剣をやってもいい」

　アホタレはそう言うと、顔だけをこちらに振り向かせました。

「トモエ、なんか一本出だしてやってくれよ。こいつの体格に合いそうなやつ」

「はい。イル」

　トモエさんはにっこり嬉うれしそうに微笑ほほえむと、軽く掲かかげた左手から鞘さや付つきの小型剣シヨートソードを引っ張り出して、アホタレに手渡しました。

「ほら、こいつをやるからさ」

　トモエさんの手から剣が出てくる光こう景けいが驚きだったのでしょう。目をまん丸に見開いていた男の子は、アホタレに声をかけられると、ハッと息を吞のみました。

「……アンタたち、あいつらの仲間じゃないの？」

　敵てき意いの目を疑いの目に変えて、男の子が口を開きました。

「あいつら？」

「姉ねえちゃんを連れていったやつらだよ！」

　声を荒げると同時に涙ぐんだ男の子の頭を、アホタレがポンポンと軽く叩たたきました。

「そっか。おまえ、姉ねえちゃんを連れていかれちゃったのか」

　下した唇くちびるを嚙かみしめてコクンと頷うなずいた男の子の目から、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちました。

「話、聞かせてくれよ」

　男の子はずずっと鼻を啜すすり上げると、腕に抱えていた剣をアホタレに差し出しました。そして、言いました。

「姉ちゃんを、助けて」




　シンタ。

　それが男の子の名前でした。年は十一になったばかり。

　シンタにはマリナという名の年の離れたお姉さんがいました。両親を物もの心ごころつく前に亡くしたシンタにとって、唯ゆい一いつの肉親であり、母親代がわりを務めてくれたマリナさんは誰だれよりも大切な人です。

　この村の生まれではないシンタとマリナさんは、保守的で余よ所そ者ものを嫌きらう村人たちからは快く思われていませんでしたが、姉弟ふたり、畑を耕たがやして慎つつましくも幸せに暮らしていたそうです。

　そのマリナさんが、シンタ曰いわくの『あいつら』に連れ去られてしまったのは、今日きようから数えて十日前のこと。

　畑はたけ仕事の帰り道、ボロボロの外がい套とうに身を包んだ見るからに怪しい男たちが現れ、マリナさんを攫さらっていったのだそうです。

　被ひ害がい者しやはマリナさん一人じゃありませんでした。この十日の間に、村の若い娘むすめが次々と誘ゆう拐かいされているのだとか。犯人はいずれも外套の男たち。

　官かん憲けんに訴うつたえようにも村には官憲がなく、大きな街まで助けを求めに行こうにも、樹じゆ海かいはマモノの巣そう窟くつです。

「村の人たちはみんな、守り神様になんとかしてくださいってお願いするばっかりで、自分たちじゃなにもしようとしないんだ」

　シンタは涙なみ交だまじりに吐き捨てました。

「守り神様？」

「村をマモノから守ってくれてるっていう女の神様のことだよ。ほら、あれ」

　と言って、シンタがアホタレの肩かた越ごしに指ゆび差さしたのは、広場らしい場所の真まん中なかに建つ、女性型の石せき像ぞうでした。

　夫ふう婦ふと思おぼしき初しよ老ろうの男女が、その前に膝ひざをついています。祈りを捧ささげているのでしょうか。

「もっと近くで見てみましょう」

　私たちが近づいていくと、初老の夫婦は嫌けん悪おと怯おびえの色を露ろ骨こつに顔に浮かべて、そそくさと立ち去ってしまいました。

「嫌われているみたいですわね、私たち」

　トモエさんが頰ほおに手を添えて言いました。

「人ひと攫さらいの仲間だと疑われているんでしょうね」

「そうだよ」

　と同どう意いの言葉を口にしたのは、シンタです。

「兄にいちゃんたちがあいつらの仲間じゃないかって疑ってるのに、みんな、なにもしようとしないんだ」

「ただ、守り神様にお祈りするだけ？」

　頷うなずいたシンタは、幼い顔にはっきりと怒りの色を浮かべていました。

「そもそも、その守り神様というのは、どのような方なのです？」

　トモエさんが、なだめるようにシンタの頭を優しく撫なでて、問いかけます。

「大おお昔のじんま戦争……？　のときに、村をマモノから守ってくれた、金色の髪かみの女の人だって」

　人じん魔ま戦争……ということは、アホタレのお祖ば母あ様が神様として奉たてまつられている……というのとは違うようですね。

　アホタレのお祖母様は昔にナブラスカ山で巨きよ人じんを退たい治じしたことがあるといいます。それで、彼女が神しん格かく化かして奉られているのでは……と思ったのですが、見当外れだったようです。

「それで、その女の人……守り神様は、どうなったんです？」

「山にいるって、みんな言ってるよ。守り神様は山にいて、ずっと村を守ってくれてるんだって」

　私の問いに、シンタは聳そびえるナブラスカ山を見上げて答えました。

「この村がマモノに襲おそわれずにすんでいるのも、守り神様のおかげなんでしょうか？」

　疑問を口にしたトモエさんに、シンタが拳こぶしを握りしめて答えます。

「みんなそう言ってるけど……オレは守り神様なんて信じない。だって、ホントに守り神様がいるなら、姉ねえちゃんが攫われたりなんてするわけないんだ」

　シンタの言うとおりです。ですが、この村がマモノの巣そう窟くつである樹じゆ海かいに囲まれていながらマモノの襲しゆう撃げきを受けていないのも、また事実。

　もし、本当に守り神様が村をマモノから守っているのなら、なぜ、人攫いのことは見み逃のがしているのか。

　そもそも、守り神様とは何者なのか。

　その正体に、一いち応おうの心当たりはあるのですが……。

　私たちを静かに見下ろしている石せき像ぞうは、お世せ辞じにもいい出来とはいえなくて……髪の長い女性であるということしかわかりません。

「んで、おまえは、いるかどうかもわからない守り神様にすがるんじゃなく、自分で姉ちゃんを助けようとしたわけか」

　アホタレに声をかけられたシンタは、まず頷うなずいて、それから「剣、盗ぬすんでごめんなさい」と頭を下げました。

「姉ねえちゃんを助けにいくのに、武ぶ器きがいるって思ったんだ」

「だってさ」

　と、アホタレが私のほうに顔を振り向かせて言います。

「……事情はわかりました。謝しや罪ざいの言葉もありましたし、剣を盗んだことについては、これ以上責せめません」

　たった十一歳さいの少年が、神にすがるばかりの大人おとなたちに愛あい想そうをつかし、自らの手で姉を救い出そうというのです。

　どこかの根こん性じようナシにも見習わせたいぐらいの、たいした勇気です。認めないわけにはいきません。

「ただ、あなた一人でお姉さんを助け出すのは、無む理りです。勇気があろうと武器を手に取ろうと、子供は子供。大人には勝てません。無む駄だに命をなくすだけですよ」

「そんな言い方するなって」

「ですが、事実です」

「だから、オレたちがなんとかすんだろ？」

　おや。

「意い外がいですね。レックス様が自ら荒あら事ごとに関わろうとするなんて。シンタのお姉さんを助けにいけば、人ひと攫さらいとの対決は避けられませんよ？」

「そこはほら、なんていうか、その……任せる！」

　まあ、そう言うだろうとは思いましたけど。

「……仕方がありませんね」

「お。反対しないのか」

「意外ですか？」

「ちょっとだけな。あんたのことだから、私たちには優ゆう先せんすべき使し命めいがありますとかなんとか言って、先を急ごうとするんじゃないかって」

「たしかに、いかにも私が言いそうな台詞せりふではありますが、人攫いなんて外げ道どうを許すわけにはいきません」

　小さな村とはいえ、この村の人たちもランドール国民であることに違いはありません。王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士したる者、目の前で苦しんでいる国民を見て見ぬフリするわけにはいかないのです。

　シンタのお姉さんも、攫われた他の女性たちも、救い出してあげなければ。

　人攫いどもは、攫った女性たちを、おそらくは娼しよう館かんなり貴き族ぞくなりに売るつもりなのでしょう。

　大事な商品を死なせてしまうようなことはないと思いたいですが──シンタのお姉さんが攫われてからもう十日も経たっています。既すでに村から遠く離れたところに連れていかれてしまった可能性はあります。

　まあ、その場合は人ひと攫さらいを締め上げて連れていかれた先を吐かせるまでですが。

「ってなわけだ、シンタ。おまえのねえちゃんはオレたちが必ず助けてやるから、おまえは泥どろ船ぶねに乗ったつもりでいろ」

　自分で戦う気なんてさらさらないくせに、アホタレが偉そうに胸を張ります。

「それを言うなら、大船です」

　泥船じゃ沈むでしょうが。

「それにしても、勇ゆう敢かんに立ち上がったのがシンタさんお一人というのは、いささかさみしい気もしますわね」

　トモエさんが頰ほおに手を添えて言いました。

「平和ボケですよ。守り神様を信じて、実際に平和な時が続いていたから、自分たちの平和は自分たちの手で守るんだという気き概がいを失ってしまっているんです」

「そう言ってやるなって。みんなあんたみたいに強くないんだよ」

「強かろうと強くなかろうと、戦うべきときに戦わなければ、大事なものは奪うばわれ踏みにじられてしまうんです」

「そうやって言いきれるのは、あんたが強いからだよ」

「ただの事実です。強かろうと弱かろうと関係ありません」

「関係あるって」

「ありません」

「はいはい、そこまで」

　パンパンと手を叩たたいて私とアホタレの口こう論ろんを遮さえぎったのは、トモエさんです。

「攫われた娘むすめさんたちを助けにいくと決まったのでしたら、急ぎましょう」

「……そうですね」

　たしかに、アホタレとの議ぎ論ろんなんて、時間の無む駄だ以外の何なに物ものでもありません。

「問題は、女性たちがどこに連れていかれたかですが……」

「それなら、知ってる」

　シンタは、アホタレなんて足下に及ばないぐらいに勇敢な少年でした。お姉ねえさんが攫われたとき、シンタは茂みに身を隠かくしながら人攫いたちを追い、彼らのアジトを突き止めていたのです。

　シンタの話によれば、どうやら人攫いたちは以前ランドール軍が駐ちゆう屯とんしていた、現在はもう使われていない砦とりでをアジトにしているようです。

「道みち案内は、オレがするよ」

「いえ。場所さえ教えてもらえれば十分です。あなたは村で待っていてください」

　シンタを連れていくわけにはいきません。危険ですし、お姉さんが無ぶ事じだという保ほ証しようもないのです。

　最さい悪あくの場合、お姉ねえさんの変わり果てた姿すがたを目にすることになるやもしれません。

　ですが、シンタは聞き入れませんでした。

「オレも行く」

　そう言ったシンタの目には、これだけは絶対に譲ゆずらないという断だん固こたる決意の光が見て取れました。

「……いいでしょう。ただし、見たくないものを……あなたにとって最悪の光こう景けいを目にすることになるかもしれません。その覚かく悟ごはありますか？」

　シンタは頷うなずきましたが、私の言葉の意味を正確には理解できているかどうかは微び妙みようなところです。

　ですが、仕方ありません。この調子では、置いていったところで勝かつ手てについてくるでしょうし、ならばいっそ連れていって側そばに置いておくほうがまだ安全でしょう。

「よかったな、シンタ。連れてってくれるってさ」

　言いながら、アホタレがシンタに剣を差し出します。さっきトモエさんが手から出した、小型剣です。

「ほら、お守りにこれ持っとけ」

「……いいの？」

「ああ、元々、剣を返してくれたらこいつをやるって約束だったもんな」

　シンタは受け取った剣をまじまじと見つめています。

「けど、いざってとき以外には抜くなよ。剣ってのは、すげー危ないモンなんだからな。下へ手たに抜けば、悪いヤツだけじゃなく、おまえやおまえの大事な姉ちゃんを傷つけちまうことになるかもしれないんだ」

「……姉ちゃんを……」

「そうだ」

「……わかったよ。約束する」

　シンタが神しん妙みように頷くと、「男の約束だぞ」、アホタレはニッと歯を見せてシンタの頭をぐしゃぐしゃと撫なでました。シンタの顔に子供らしい邪じや気きのない笑えみが浮かびます。

　意い外がい……といっていいでしょう。アホタレは子供と話をするのが得とく意いなようです。

「レックス様は近所の子供たちの人にん気き者ものなんですよ」

　私の考えを見み透すかしたように、トモエさんがそっと耳打ちしてきました。

　なるほど。

　頭の中なか身みが子供とどっこいだから、子供のほうが馴な染じみやすい……ということでしょうか。

　なんにしろ、さっきまであんなに思い詰めた顔をしていたシンタが今は笑っているのですから、アホタレの子供っぽさも、そう捨てたものではないと言わざるをえません。

「よっしゃ、やってるやるぜ！」

　アホタレがバシッと威い勢せいよく拳こぶしを掌てのひらに打ちつけました。

「ずいぶんと気合いが入っていますね。荒あら事ごとは嫌きらいではなかったのですか？」

「あ？　そりゃ、気合いも入るってもんだろ。攫さらわれたのはみんな女の子なんだぜ？　助け出せたら、オレってば、モテモテじゃん？」

「ああ、そうですか。そういう理由ですか」

　戦う気なしとはいえ、それでも目の前で困っている人を見み捨すてまいとするその気持ちだけは評ひよう価かしなければと思ったのですが──。

　先日の一件で、彼のことをほんの少しでも見直してしまった自分が、なんだかバカみたいです。

「はあっ……」

　ため息をつかずにはいられません。

「ため息はよくないぜー」

　アホタレが吞のん気きな口く調ちようで言いました。

「ため息をつくと、幸せが逃げていくんだってさ。ばあちゃんが言ってた」

「……そうですか……」

　誰だれのせいでため息をついているのかわかっていないあたりが、アホタレのアホタレたる所以ゆえんといったところでしょうか。

「あと、ここな」

　そう言って、アホタレは自分の眉み間けんを人ひと差さし指ゆびで突いてみせました。

「ここに皺しわを寄せるのも、ダメなんだってさ」

　私は──間ま抜ぬけにもアホタレにつられて、自分の眉間に触さわってしまいました。……深い皺が刻まれているのが、手て触ざわりでわかりました。

「つーかさ、おまえってさ、いっつもここに皺寄よせてるよな。ひょっとして、目、悪いのか？」

「いえ、そういうわけではないのですが……」

「もったいないぜ？　せっかく、可愛かわいい顔してるのにさ」

「……はい？」

　空そら耳みみでしょうか。

　今、アホタレが私を可愛いと言ったように聞こえたのですが。

「いっつも眉間に皺寄せてたんじゃ、可愛い顔が台だい無なしになっちまうぜって言ったんだよ」

　やはり、空耳ではありません。

「レックス様は、一体なにをおっしゃってるんです？」

「へ？」

「私の顔が可愛いなどと、寝ね言ごとを」

「おまえこそなに言ってるんだよ。オレは起きてるって」

「寝ね言ごとでなければなんだって言うんです！」

「なに怒ってんだよ!?」

「私が可愛かわいい顔をしているとか言うからです！」

「けなしたわけじゃないだろ！」

「だって、だって、言ったじゃないですか！」

「なにをだよ!?」

「可愛くないって。私のこと」

「え？」

「言ったじゃないですか！　それなのになんで今は、可愛い顔をしているとか言うんです!?」
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　詰め寄られて、アホタレは後ずさります。

「い、いやっ。たしかに言ったけれども、それは性格的な意味であって、別におまえの顔が可愛くないとか、そんなことは思っちゃいないぞ、オレはっ」

「噓うそです！」

「噓じゃねえって」

「噓です噓です噓ですっ！　こんなそばかす顔が可愛いはずがないじゃないですかっ！」

　怒ど鳴なりながら、私は顔がどうしようもなく熱くなっていくのを感じていました。

「そばかすがあるかないかで、可愛かわいいかブサイクかが決まるわけじゃないだろ」

「目つきだって悪いですよ！」

「いや、だから、眉み間けんに皺しわ寄せないほうがいいぞって言ってるんだろ！　ってか、なんで可愛いって言われて怒るんだよ！　わけわかんねえ！」

「私だってわかりませんよっ！」

　自分でもなんでこんなに腹が立っているのかさっぱりわけがわからないのですが、腹が立ってしょうがないんですから、どうしようもありません。

「とにかく、金こん輪りん際ざい、私を可愛いなんて言うのはやめてください！」

「なんでそーなるんだよっ！」

「とにかく、禁止ですっ！」

　私はアホタレに背中を向けて、火がついたみたいに熱くなっている顔を自分の手でバシバシと叩たたきました。

　振り返った先にはシンタとトモエさんがいて──シンタはきょとんとした顔で、トモエさんはにこにこと嬉うれしそうに微笑ほほえんで、私を見ています。

　私はふたりからも顔を背けて、ぶんぶんと杖つえを振り回して叫びました。

「さあ、ぐずぐずしてないで行きますよっ！」




　人ひと攫さらいたちがアジトにしているという廃はい砦とりでは、暗くじめついた樹じゆ林りんの奥で、どす黒い嫌いやな雰ふん囲い気きをふりまいていました。

　まだ夜にもなっていないというのに、砦の周りだけ、深い闇やみがたゆたっているように見えます。

　入り口には、見み張はりらしいボロボロの外がい套とう姿すがたが二人。

　シンタを含めた私たち四人は、茂みに身を隠かくして様よう子すを窺うかがっています。

「アンジュ様……」

　トモエさんが声をひそめて話しかけてきます。

「彼らは……」

　旧きゆう世界のゴーレムである彼女には、わかったのでしょう。

　魔ま法ほう使つかいである私にも、一ひと目めでわかりました。

「ええ。彼らは、人ではありません」

「え？　どういうこと？」

　アホタレは、当然のように気づいていません。

「彼らは魔法によって仮初かりそめの命を与えられた屍し体たい兵です」

　うへぇ、とアホタレは嫌いやそうな顔をしました。

　シンタも驚いたようで目を丸くしています。

「悪あく趣しゆ味みなことをするやつもいたもんだなぁ」

「悪趣味の極きわみですよ。死体を操あやつる魔ま法ほう……死し霊りよう魔法は、魔法使つかいの間では使うことはおろか学ぶことも教えることも禁きん忌きとされている、最低最さい悪あくの魔法なんです。なにしろ、生命の尊そん厳げんを踏みにじるわけですからね。外げ法ほうですよ」

　さらに、死霊魔法は魔ま界かい由ゆ来らいの魔法ともいわれていて、それも外法とされている理由の一つになっています。

「その最低最悪の魔法を使っちゃうやつが、人ひと攫さらいの親おや玉だまってわけか」

「そういうことになりますね。……これは、少し厄やつ介かいかもしれません」

「なんで？」

「死霊魔法は並の魔法使いに扱えるものではない……と言われています。つまり……」

「人攫いの首しゆ謀ぼう者しやは、かなり強い魔法使い……ということですね」

　トモエさんの言葉に、私は頷うなずきで答えました。

「どうするんだ？」

「首謀者が何者なのか……調べてから乗り込みたいところですが、時間がありません」

　てっきり、人攫いたちは攫った女性たちを売り飛ばすものだと思っていましたが、首謀者が死霊使いとなると、話は変わってきます。

　死者を操るような魔法の使い手が、おかしな言葉ですが、『まっとうな悪あく党とう』であるはずがありません。

　攫われた女性たちの身が危険です。

「このまま乗り込みましょう」

「では、先せん陣じんは私が」

　トモエさんが静かにナギナタを構えます。

「レックス様は……どうせ、ご自分で戦うつもりはないのでしょう？」

「もちろん」

　と、胸を張って心強い返事。

「では、シンタをお願いします」

「ん。それなら任せてくれ」

　死霊魔法を使う魔法使い……どんな目的で人攫いなんてしているのか知りませんが、死霊魔法の使い手という時点でもう、容よう赦しや不要です。

　叩たたきのめしてやるとしましょう。

　私が呪じゆ文もんを唱となえはじめるのと同時に、トモエさんが茂みを飛び出しました。

　それに気づいた人攫いたち──もとい、屍し体たい兵へいたちが、緩かん慢まんな動作で湾曲剣シミターを構えます。

　勝負は一いつ瞬しゆんでついていました。

　トモエさんの稲いな妻ずまのような一いつ閃せんを受けて、屍体兵たちの纏まとっていたボロボロの外がい套とうが裂さけて、砕くだけた白はつ骨こつが舞い散ります。

　私が魔ま法ほうを使うまでもありませんでした。

「あっけないですわね」

　呪じゆ文もんを中ちゆう断だんして近づいた私に、トモエさんが小こ首くびを傾かしげて言います。

「屍し体たい兵へいなんて、こんなものですよ」

　白骨死体に機き敏びんで力強づよい動どう作さなどできるはずもありません。知ち能のうもありませんから動きも単純で、戦せん闘とう能力はたかがしれています。旧きゆう世界の魔法技ぎ術じゆつで創そう造ぞうされたトモエさんに、かなうはずがありません。

「さあ、一気にたたみかけましょう」




　制せい圧あつはあっと言う間でした。

　砦とりでの中にいた屍体兵は三十体たいほど。トモエさんがほとんど一人でやっつけてしまいました。私が魔法を使ったのも一回だけです。

　現れた敵は、屍体兵だけでした。彼らを操あやつっているはずの死し霊りよう使つかいの姿すがたは、砦の中にはありませんでした。

　攫さらわれた女性たちは、地下の大おお部屋に閉じ込められていました。

　人数は六人。皆、怪け我がをしている様よう子すもなく、それはよかったのですが──

「姉ねえちゃんがいない！」

　大部屋に閉じ込められていた女性たちの中に、シンタのお姉さんはいませんでした。

「マリナは、あの女に連れていかれたわ」

　と言ったのは、攫われた女性の一人です。

「マリナだけじゃないわ。エイダもジェシカもリリィも……あの女は、黒くろ髪かみの子だけを連れていってしまったの」

「あの女というのは？」

「白骨の怪かい人じんたちに命令していた女よ」

　なるほど。その女が死霊使い……人攫いの首しゆ謀ぼう者しやというわけですね。

「黒髪の子だけ……というのは？」

「あの女が言ってたの。必要なのは黒髪の娘むすめだけだって。黒髪じゃない私たちには用はないって」

　恐きよう怖ふに肩を抱きながらも懸けん命めいに話をしてくれている彼女は、明るい栗くり色いろの髪の持ち主でした。

　他の五人の女性たちの髪も、栗色だったり灰はい色いろだったりで、黒髪の女性は見当たりませんでした。

　つまり、死霊使いの女は、屍体兵たちに村の若い女性を片かたっ端ぱしから攫ってくるように命じて実行させた後、黒髪の女性だけを選せん別べつして連れていった……ということでしょうか。

　一体、なんのために？

「姉ねえちゃんは！　姉ちゃんはどこにいったんだよ!?」

　シンタがつかみかからんばかりの勢いで、私と話していた女性に詰め寄ります。

「や、山よ」

　シンタの勢いに怯ひるみながらも、彼女は話をしてくれました。

　死し霊りよう使つかいの女は黒くろ髪かみの女性たちをナブラスカ山へ連れていくと言っていたこと。そして、彼女たちを『黄おう金ごんの翼つばさ』を呼び出すための生いけ贄にえにすると言っていたこと。

『黄金の翼』とは、金きん竜りゆうオルリスのことです。

　つまり、これまでの話を総合すると、人ひと攫さらいの首しゆ謀ぼう者しやである死霊使いは、金竜オルリスを呼び出すための生け贄として村の若い娘むすめたちを攫い、攫った娘たちの中から黒髪の娘だけを連れてナブラスカ山へ向かった──ということになります。

「生け贄って……オルリスに女の子を食べさせるってことか？」

「わかりません。たしかに、ドラゴン族は雑ざつ食しよくという話ですが……」

　私の知る限り、ドラゴン族が人ひと里ざとを襲おそったという話は、皆かい無むではないものの、そう多くはありません。

　雑食であっても、人じん肉にくを特に好むような性質ではないはずです。それに、雑食であることが確かく認にんされているのは、ドラゴン族の中でも知ち能のうの低い下位のドラゴンだけで、人間を超える知能と精神性を持つとされる上位のドラゴンは、霞かすみを食って生きているとも、死者の霊れい魂こんを餌えさにしているとも言われています。

　金竜オルリスは、ドラゴン族の中でも特に竜王ドラゴンロードシグルドに近しい上位ドラゴンの一体です。そのオルリスがはたして、人間を餌に誘おびき出されたりするものでしょうか。

「とにかく、行ってみるしかありませんね」

　死霊使いが金竜オルリスを呼び出そうとしている方法も気になりますが、さらに重要なのはオルリスを呼び出す目的です。

　オルリスを呼び出して、死霊使いは一体、なにをしようとしているのか。

　死霊魔ま法ほうに手を出すような悪あく徳とく魔法使いの目的が、世のため人のためになるものであるはずがありません。

「急ぎましょう」

　死霊使いが黒髪の女性たちを生け贄に捧ささげようとしているのであれば、もう一刻の猶ゆう予よもありません。




　捕まっていた女性たちを村へと送り届けた私たちは、休む間もなくナブラスカ山へと向かいました。

　砦とりでを出たときにはまだ辛かろうじて山の端はにかかっていた太陽も今はもうすっかり姿すがたを隠かくし、山は夜の闇やみに包まれていました。

　山の夜となるとその闇はいっそうに深く濃く、燈とう火かの魔ま法ほうを使わなければ、月つき明あかりだけでは足下もおぼつかないほどでした。

　目め指ざすは、山さん頂ちよう。

「シンタの姉ねえちゃんを攫さらった奴やつがオルリスに会いたがってるってんなら、行き先はたぶん、山頂だ」

　アホタレがそう言ったのは、村を出て、山へと向かう道すがらでした。

「ばあちゃんは山頂でオルリスに会ったって言ってた」

　アホタレのその言葉に従って、私たちは山頂へと続く山やま道みちを休みなく上っていきます。

「アンジュ様、お疲れではありませんか？」

　肩で息をしながら歩いている私を気き遣づかって、トモエさんが声をかけてくれました。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　と返事をしたものの、瘦やせ我が慢まんでした。

　ナブラスカ山はさほど高い山ではないとはいえ、女の足で、それも休みなしで上り続けてへばらないはずもなく。

　ですが、子供のシンタが泣き言も言わずについてきているのに、私が音ねを上げるわけにはいきません。

「お疲れになったら、遠えん慮りよなく言ってくださいね。僭せん越えつながら、私が背中をお貸しします」

　それはつまり、背負って歩いてくれる……ということでしょか。

　まあ、トモエさんなら私を背負って歩くぐらい、朝あさ飯めし前でしょう。実際、彼女は息いき一ひとつ乱していません。

　……が、いくらゴーレムとはいえ、さすがに自分より身体からだの小さな女の子におんぶされるのは、私自身の名めい誉よのために遠慮したいところです。

　これが、たとえば強くて優しくて頼もしい──レイヴェン様のような男性であったなら、あるいは私も甘えてしまったかもしれませんが、生あい憎にくと私の仕えている勇ゆう者しや様はレイヴェン様とは対たい極きよくのアホタレです。

　そのアホタレは、さすがというべきでしょうか。かったるそうにあくびをしてはいるものの、息も乱していなければ汗もかいていません。

　レックス＝イル＝ハイドフェルト。

　私の仕えることになった勇者様。

　勇者としてはいろいろと問題だらけな人物ですが、勇者の素そ養ようがまったくないわけでもありません。

　剣けん士しとしての実力はなかなかのものですし、困っている人を見み過すごせない人の良さもあります（今回は下した心ごころがあるようですが）。

　あとはマモノにさえ同どう情じようするような安っぽい甘さを捨て、戦う気き概がいを持ってくれさえすれば、真の勇ゆう者しやになれるのでしょうが……果たして、そんな日がくるのか。

「嫌いやな気け配はいがします」

　トモエさんが言いました。

「ええ。私も感じています」

　私は額ひたいの汗を掌てのひらで拭ぬぐいつつ、同どう意いしました。

　廃はい砦とりでで感じたのと同じどす黒い気け配はいが、じわじわと近づいているのを感じます。これは、死し霊りよう魔ま法ほうの気配。

　山さん頂ちようを目め指ざした私たちの選択は、どうやら間違っていなかったようです。

　山頂に近づくにつれ、死霊魔法の気配は濃く強くなっていきました。

　──いる。

　私は確かく信しんします。

　死霊使つかい。

　廃砦では入れ違いになってしまいましたが、今度こそ、相あい見まみえることになりそうです。

「いるな」

　アホタレが誰だれともなく、独ひとり言ごとのように呟つぶやきました。

「会いたくねー」

「レックス様にもわかるのですか？　死霊使いの気配が」

　アホタレは魔法使いでもなければトモエさんのような魔法によって生命を与えられている存在でもありませんが、一いち応おうは腕の立つ剣けん士しです。一流の剣士の勘かんで強きよう敵てきの気配を察さつ知ちしたのでしょう──という私の解かい釈しやくは、「へ？」、アホタレの間ま抜ぬけな声に打ち砕くだかれました。

「死霊使いの気配なんて、オレにはわかんねーよ？」

「いるな、って言ったじゃないですか」

「まあ、言ったけど」

「死霊使いの気配を感じて言ったんじゃないんですか？」

「だから、オレには死霊使いの気配なんてわかんねーって」

「じゃあ、なにがいるっていうんです？」

「んー……」

　アホタレは眉まゆを顰ひそめて人ひと差さし指ゆびでポリポリと頰ほおを搔かくと、

「できれば、会いたくないヤツ」

　と、ため息交じりに答えました。

「誰のことです？」

「誰って、そりゃあ──」

　ガサガサッ。

　不ふ意いにあたりの茂みが不ふ自然に音をたてました。

　風──なんかじゃありません。

「レックス様、アンジュ様、お下がりください。シンタ様も」

　トモエさんが戦せん士しのまなざしでナギナタを構えます。

　ガサガサッ。

　茂みの中から現れたのは、ボロボロの外がい套とうを纏まとい、湾曲剣や手て斧おのを手にした白はつ骨こつの死体たち。

　その数は、五や十ではききません。前ぜん後ご左右、すっかり囲まれてしまっています。三十……いえ、五十を超えているかもしれません。

　どうやら、あちらも私たちに気づいているようですね。

　屍し体たい兵へいたちが、カタカタと骨を鳴らして襲おそいかかってきます。

「どうか、安らかにお眠りくださいませ」

　慈じ悲ひの言葉を口にして、トモエさんがナギナタを躍おどらせます。

　私も呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

「隠かくれるぞ、シンタっ」

　小型剣を抜いて戦う意い志しを見せたシンタを、アホタレが抱え上げて茂みに飛び込みます。

　好こう判はん断だん、と褒ほめておきましょう。

　屍体兵は強きよう敵てきではありませんが、かといって剣を学んでいるわけでもない子供の手に負える相手ではありません。

　私が呪文を唱となえている間にも、トモエさんは怒ど濤とうの勢いで偽いつわりの生命を与えられた哀あわれな死者たちを砕くだき散らしていきます。

「〝雷電ナルカミ〟」

　ごめんなさい、と心の中で詫わびながら、私は力ある言葉を解とき放ちます。

　青白い閃せん光こうが深い闇やみを切り裂さいて、背後から迫り来ていた屍体兵をまとめて薙なぎ払います。

「〝風魔カマイタチ〟」

　電でん撃げき魔ま法ほうに続いて私が放ったのは、烈れつ風ぷう魔法。荒れ狂う真空の刃やいばが〝雷電〟を免まぬかれた屍体兵たちを切り裂き打ち砕いて──それで、決けつ着ちやく。

「さすがです、アンジュ様」

　微笑ほほえみとともに褒め言葉をくれたトモエさんは、私の倍ばい近い数の屍体兵を倒していました。

　精神の糸を編み、呪文を唱えなければ攻こう撃げきできない魔法使いにとって、前ぜん衛えいの存在は不可欠です。

　アホタレが役に立たない以上、トモエさんは実に心強い味み方かたでした。

「はえーなー。もう終わったのか」

　茂みから出てきたアホタレが、シンタを脇わきに抱えたまま言いました。

「この調子なら、死し霊りよう使つかいとかってヤツも、楽らく勝しようだな」

　そうすんなりいくとは限りませんよ、と私は心の中で反はん論ろんしました。

　あれだけの数の屍し体たい兵へいを一度に操あやつれるのですから、死霊使いの魔ま力りよくは相当なものです。

　シンタを不安にさせたくはないので口には出しませんが、楽な戦いにはならないでしょう。

　不ふ確かく定てい要素もあります。

　金きん竜りゆうオルリスの存在です。

　死霊使いが思おも惑わくどおりに金竜オルリスを呼び出すことに成功したとしたら……。

　果たしてオルリスは、いかなる行動を取るのか。死霊使いに従ってしまうのか、私たちに協力してくれるのか。まったく読めません。

　私は杖つえを握りしめ、山さん頂ちようへと続く道を睨にらみつけました。

　山頂は、もうすぐそこです。




　山頂にたどり着いた私たちの目に飛び込んできたのは、灰はい色いろの地面から漆しつ黒こくの夜空に向かってそそり立つ、無む数すうの岩の柱でした。

「姉ねえちゃん！」

　シンタの叫びが、湿しつ気きに満ちた生なま温ぬるい風にのって響ひびき渡ります。

　岩の柱には、いずれも黒くろ髪かみの若い女性が鎖くさりで縛しばり付けられていました。

　人数は五人。砦とりでから連れていかれた人数と合います。

　全員、ぐったりと目を閉じていて、生きているかどうかは窺うかがえません。

「姉ちゃん！」

　彼女たちの生存を確かく認にんする前に、シンタが走り出していました。

「助けにきたよ、姉ちゃん！　マリナ姉ちゃん！」

　シンタが岩の柱を両手でバシバシと叩たたいて女性の一人に呼びかけます。

　彼女は比ひ較かく的高い位置に縛り付けられているために、シンタの背では届きません。

「シンタ……？」

　それでも、彼の必ひつ死しの叫びはしっかりと届いたようで、呼びかけられた女性──マリナさんの目が、うっすらと開きました。

　マリナさんだけじゃありません。他の女性たちも、次々と目を覚ましていきます。

「ここは……？」

「あたし、生きてるの……？」

　よかった。

　どうやら、間に合ったようです。

「シンタ……あなた、一人でここまできたの？」

「ううん、あの兄にいちゃんが力を貸してくれたんだ」

　シンタが私たちのほうを振り返って言います。

「あの兄にいちゃんたち、すげー強いんだ」

　ふふん、とアホタレが一歩前に出て胸を張ります。

「すげー強い兄ちゃんこと、レックスです。貴女あなたを救うために、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えてここまでやってまいりました」

　気き障ざっぽく前まえ髪がみを搔かき上げて言います。

　あんた、戦ってないでしょうに。

　なにが、貴女、ですか。

　私のことなんておまえ呼ばわりのくせに。

「さあ、トモエ、レディたちを解放してあげなさい」

「はい」

　トモエさんが小さな身体からだを軽やかに舞わせて、ナギナタの一いつ閃せんで女性たちを縛しばる鎖くさりを断ち切り、支えを失って落ちてきた彼女たちを、アホタレが受け止めて下ろしていきます。

「安心してください。私がきたからには、もう安心です」

　なーにが、私、ですか。

　歯が光って見えそうなさわやかな笑顔なんか浮かべちゃって、気持ち悪い。

　まあ、なにも言いませんけどね。

　アホタレが勇ゆう者しやとして認にん識しきされるのは、悪いことじゃありません。

「姉ねえちゃん！」

　シンタがマリナさんの胸に飛び込んで泣きじゃくりはじめます。

「シンタ……驚いたわ。弱よわ虫むしなあんたがこんなところまでくるなんて。怖くはなかったの？」

「怖かったよ。怖かったけど、でも、もう嫌いやだったんだ。なんにもできないのは。姉ちゃんが連れていかれたとき、ボク、なんにもできなくて……ただ、震えてただけで……」

　しゃくり上げながら喋しやべるシンタは、一いち人にん称しようがオレからボクに変わっていました。

　きっと、ボクのほうが本来の一人称で……自分をオレと呼んでいたのは、虚きよ勢せい……というより、勇気を振り絞るためのおまじないみたいなものだったのでしょう。

「姉ちゃん、嬉うれしいよ。あんたが助けにきてくれて。あんたももう子供じゃないんだねぇ」

　シンタの背中を優しく撫なでるマリナさんの目は、母親のように深い愛情に満ちていました。

　マリナさんはとても綺き麗れいな女性です。長い髪は見事な濡ぬれ羽ば色で、肌はだの色は抜けるような白。白と黒の対たい比ひが、神しん秘ぴ的な美しさを醸かもし出しています。

「姉ちゃん……姉ちゃあん……ぐずっ」

「ほらほら、いつまでも泣いてるんじゃないよ。あんたはもう泣き虫じゃなくなったんだろ？」

　仲の良い姉妹が再会を喜び合う、微笑ほほえましい光景。ですが、私は微笑めませんでした。シンタとマリナさんのすぐ斜め後ろで、アホタレが泣いている女性を慰なぐさめていたからです。

　女性は助かった安あん堵どで泣き出してしまったらしく、アホタレはそんな彼女の手を取って、「きみに涙は似に合あわないよ」だの「ボクがきみの傍そばにいる限り、怖いことなんてなにもないよ」だのと、歯の浮くような言葉をかけています。気持ち悪いったらありゃしません。

「きみには笑顔こしょがふしゃわしい」

　普ふ段だん言い慣れない台詞せりふを口にするものだから、カミカミです。みっともない。

　まったく、アホタレがこんなに女好ずきだとは思いませんでした。ましてや、泣いている女性につけ入ろうなんて、最低の極きわみです。

　これはもう、あれでしょうか。熱を出して倒れた私を看かん病びようしてくれたのも、下した心ごころあってのことだったのでしょうか？

　でも、彼にとって私は口うるさい暴ぼう力りよく女でしかないでしょうし……そもそも、私みたいな可愛かわいくない女に下心を抱く男性なんて、そうそういないでしょうし……。

（もったいないぜ？　せっかく、可愛い顔してるのにさ）

　アホタレの言葉が耳に甦よみがえります。

　あの言葉に偽いつわりがないのなら、少なくとも、アホタレは私の顔は可愛いと思っているということになります。

　ということは、アホタレが私に下心を抱いている可能性はゼロではないということでしょうか。

　いえ、そんなはずがありません。もし、アホタレが私に下心を抱いているなら、私が倒れたあのときに、歯の浮いた台詞の一つぐらいは口にしたはずです。

　それがなかったんですから、結局、彼にとって私はただの口うるさい暴力女でしかないということです。

　ああ、なんでしょう。無む性しように腹が立ってきました。

　なんでこんなに腹が立つのか自分でもわかりませんが、電でん撃げき魔ま法ほうの一発でもおみまいしてやりたい気分です。やりませんけどね！

　イライラを嚙かみ殺しつつ見ていると、泣いていた女性が涙を拭ぬぐって笑顔を見せました。

「あなた、面白い人ね」

　くすくすとおかしそうに笑っている彼女は、アホタレに口く説どき落とされてしまったというよりも、アホタレの芝しば居いがかった口説き文もん句くがおかしくて思わず笑ってしまった、といった感じでした。

「だろ？　よく言われるんだ」

　笑われたアホタレは、特に傷ついたふうもなく、子供っぽい無む邪じや気きな笑えみを浮かべていました。

　……まさか、アホタレは泣き出してしまった彼女を笑わせるために、あんなベッタベタな口説き文句を口にしていたのでしょうか。

　アホタレにそんな高度な気き遣づかいができるとも思えませんが……女性が泣き出す前から気き障ざっぽい素そ振ぶりは見せていましたし……。

　でも、気にくわない相手であるはずの私を親しん身みに看かん病びようしてくれた、あの洞どう窟くつの夜のことを思い出すと、ありえなくもないかも……なんて、思えてしまったり。

　なんかもう、アホタレという人間がよくわからなくなってきました。

「よっしゃ、女の子がみんな無ぶ事じだったってことで、さっさと帰ろーぜ」

　アホタレが泣きやんだ女性の手を取って立ち上がらせつつ、言います。

「そうですね」

　死し霊りよう使つかいとの対決もまだですし、私たちの一番の目的は金きん竜りゆうオルリスに会うことですが、シンタや女性たちを村に帰すほうが先です。

「では、一度下げ山ざんして──」

　ざわっ。

　言葉の途と中ちゆうでした。

　瞬しゆん時じに肌はだが粟あわ立だつほどのおぞましい気け配はいに全身を包み込まれたのは。

　死霊魔ま法ほう特とく有ゆうのどす黒い気配は、ずっと感じていました。

　急に、それが何倍にも濃のう度どを増して覆おおい被かぶさってきたのです。

「困るなぁ。その娘むすめたちは大事な餌えさなんだから、勝かつ手てに連れていってもらっちゃあ」

　その声は、頭の上から降ってきました。

　見上げた私の目が捉とらえたのは、薄うす雲ぐものかかった半月を背景に冷たい微笑を浮かべる女の姿すがたでした。

　女──いえ、少女といったほうがいいでしょうか。年の頃ころは私と同じか、あるいは下か。

　ゆるく束たばねた長い髪かみを肩にかけ、顔にはメガネをかけているその少女は、空中で椅い子すに座していました。

　椅子といっても、木もく製せいでもなければ金きん属ぞく製せいでもありません。少女が座している椅子は、肉でできていました。臓ぞう腑ふのような赤あか黒ぐろい肉の塊かたまり。一いち応おう、形だけは椅子の形をしているそれに腰こし掛かけ、頰ほお杖づえをついて、少女は私たちを見下ろしています。

　死霊使い──。

　彼女が屍し体たい兵へいを操あやつってマリナさんたちを攫さらわせた張ちよう本ほん人にんであることは、間違いありません。

　少女が身に纏まとう気配が、それを物語っています。

　纏うという表現は正しくはないかもしれません。おぞましいその気配は、少女自じ身しんから発せられているからです。

「何者です……!?」

　問わずにはいられませんでした。

　死霊使いだということは、わかっています。

　でも、それとは別に──私には少女が人間には見えませんでした。

　見た目は人間となに一つ変わりません。

　なのに、私には少女が人間だとはどうしても思えませんでした。

　人の皮をかぶった異い形ぎよう──。

　途と方ほうもなく恐ろしい人ならざる怪かい物ぶつが人の似にす姿がたをとってそこにいる。

　魔ま法ほう使つかいとしての勘かん。あるいは、危険を避けようとする生物としての本ほん能のうが、私に少女が近寄ってはならない存在であると、必ひつ死しに訴えかけていました。

「ロンブローゾ」

　少女はメガネの奥の目を細めて、名乗りました。

「あたしの名前はロンブローゾ。無む窮きゆうの過去と未来において最も偉い大だいな王の、九番目めの娘むすめ」

「偉大な王……？」

「あんたたちには、魔ま王おうメイ＝ヘムと言ったほうがわかりやすいかもね」

「……！」

　驚きのあまり、私は少しの間、呼吸を忘れてしまいました。

　臓ぞう腑ふの椅い子すに腰掛け、私たちを見下ろす天てん上じようの少女は、自らを魔王メイ＝ヘムの娘と名乗っているのです。

「へー、魔王って子供がいたのか」

　緊きん張ちよう感かんのかけらもないのんきな口く調ちようでそう言ったのは、アホタレです。

「聞いたことが、あります」

　答えた私の喉のどはカラカラに渇かわいていました。

「魔王メイ＝ヘムには十人の血をわけた娘がいると」

「十人もか。すげー子だくさんだな」

「なにをのんきに言ってるんですか。かつての大たい戦せんで、魔王の娘たちはそれぞれが一軍の長ちようとして人間を再さい三さん再さい四し苦しめたと言われているんですよ？」

「うへぇ。ってことはつまり、みんなおまえみたいな暴ぼう力りよく女なんだな」

「暴力女なんて生なま易やさしいものじゃありませんよ。十人全ぜん員いんが、殺さつ戮りく女……いえ、大だい虐ぎやく殺さつ女なんです」

「なんかそんなおっかないふうには見えないんだけどなー。けっこう可愛かわいいし」

　頭を抱えたくなりました。

　ヘタレのくせに、なんでこんなときだけ鷹おう揚ようなのか。

　たしかに、ロンブローゾと名乗った自じ称しよう魔王の娘は、美び少女と言っていい顔立ちをしていました。

　ですが、可愛かろうが可愛くなかろうが、彼女は魔ま界かいの住人──すなわち魔ま人じんであり、かの魔王メイ＝ヘムの娘なのです。

　自らが魔ま王おうの娘むすめであるという彼女の言葉は、噓うそではないでしょう。

　信じざるをえないだけの威い圧あつ感が、天てん上じようの少女にはあります。

「ふふっ。ありがとう美び男なん子しさん。でも、そっちの女は失礼ね。大だい虐ぎやく殺さつ女だなんて。私はお姉ねえ様たちみたいに派は手でに暴あばれたりはしなかったんだから。小さな国をほんの三つばかり、死体の園そのに変えただけ」

　十分、大虐殺ですよ。

　魔王の十人の娘のうち、幾いく人にんかは竜騎士ドラグーンレイジャックに斃たおされたという話ですが──少なくとも、天上の少女・ロンブローゾは、そのうちには含まれてはいない──つまり、魔王軍ぐんの中ちゆう枢すうの一人でありながら、あの大たい戦せんを生き残った猛も者さということです。

　よもや旅立って一月も経たたないうちにこんな大物と相あい対たいすることになろうとは。とはいえ、私たちが真に倒すべき敵は魔王。その娘の一人に後れを取っているようでは、到とう底てい、魔王を倒すことなどできません。

　私は精せい一いつ杯ぱいの眼がん力りきでロンブローゾの冷れい笑しようを睨ねめ上げ、問いかけます。

「答えなさい。魔ま人じんロンブローゾ。金きん竜りゆうオルリスを呼び出し、あなたは一体なにをしようというのです」

「オルリスになんて興きよう味みないわ。あたしが用があるのは、百年前まえにお父とう様の邪じや魔まをしてくれた、あの忌いま々いましいクソ竜りゆうだけ」

　魔王の娘であるロンブローゾがお父様と呼ぶのは、当然、魔王メイ＝ヘムということになります。そして、百年前まえに魔王を邪魔したドラゴンといえば、該がい当とうするのは──。

「竜王シグルド……ですね」

「そうよ。どこぞに雲くも隠がくれしたあのクソ竜を引きずり出して、ブチ殺して、お父様に捧ささげるの。ああ、お父様の喜ぶ顔が目に浮かぶわ……」

　ロンブローゾは頰ほおに手を当て、恋に恋する乙女おとめのようなうっとりした顔で言いました。

「金竜オルリスに会うのは、竜王の居い所どころを知るため……というわけですか」

「そ。四天竜ノーブルドラゴンなら、竜王の居所を知らないわけがないでしょ？」

　なるほど、協力を仰あおぐ、殺す、という目的の違いはあるとはいえ、ロンブローゾが金竜オルリスに会おうとしていた理由は、私たちと同じようです。

「そして、オルリスに会うために黒くろ髪かみの女性を生いけ贄にえにしようとした？」

「そ。だってオルリスは黒髪の娘が好こう物ぶつなんでしょ？」

「初耳です」

「ザヴィーネお姉様に聞いたのよ。百年前……麓ふもとの村にいた黒髪の娘が、自分の命と引き換えにオルリスに村を守るよう願った。オルリスは娘の願いを聞き入れ、娘を食らう代わりに、この一帯に侵しん攻こうしていたお姉様の軍と戦ったって」

「守り神様の話と同じだわ……」

　ぽつりと呟つぶやいたのは、さっきアホタレに手を取って慰なぐさめられていた女性です。

「なるほど……」

　予測はしていましたが、やはり、守り神様の正しよう体たいは金きん竜りゆうオルリスだったようです。

　シンタの話によれば、守り神様は人間の女性の姿すがたをしていた──ということですが、高こう位いのドラゴン族であるオルリスなら、人間に姿を変えることぐらい造ぞう作さもないのでしょう。

「それで、あなたは黒くろ髪かみの娘むすめを生いけ贄にえにすればオルリスを呼び出せると考えたわけですね？」

「黒髪の娘ってねぇ、美お味いしいのよ」

　私の問いにそう答えると、魔ま王おうの娘は舌なめずりをしてみせました。

「私も黒髪の娘が大だい好こう物ぶつなの。だから、オルリスの気持ちはわかるわ」

「魔ま人じんに人ひと食くいの嗜し好こうがあるとは、初めて知りました」

「やーねー。人食いはあたし個人の嗜好よ」

　ロンブローゾが浮かべた嫣えん然ぜんかつ凄せい惨ぜつな笑えみに、背せ筋すじが凍ります。

　これでもそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐっている身ですから、敵の強さは実際に戦わなくても、面と向かっているだけでだいたいわかります。

　経験からくる勘かんが告げています。

　あの天てん上じようの少女はかつてなく危険な敵だと。

　ロンブローゾから感じる威い圧あつ感は、血ち桜ざくらのアイカのそれを軽く超えています。

　禍まが々まがしく、毒どく々どくしく、むせ返るほどに濃のう厚こうな死の臭においに、私の足は震えはじめていました。

　見れば、いつも笑顔を絶やさないトモエさんも、さすがに強こわ張ばった表情をしています。

　ただ一人、アホタレだけが、なにも考えていなさそうなボーッとした顔をしていました。

　おそらくは、相手が少女の姿をしているせいで、剣けん士しとしての勘かんが働いていないのでしょう。

「というわけだから、その娘たちを連れて帰られちゃうと困るのよねぇ」

　ロンブローゾが頰ほお杖づえをついていた手を軽く持ち上げて、人ひと差さし指ゆびを一ひと振ふり。

　彼女のまわりの空間に、ぼうっと青白い文字の列が浮かび上がります。

　直後──。

　灰はい色いろの地面がボコッと盛り上がり、砕くだけて、白はつ骨こつの死体が現れました。

　一体じゃありません。前ぜん後ご左右そこかしこの地面から次々に現れて、私たちはあっと言う間に取り囲まれてしまいました。

　今までの屍し体たい兵へいとは違います。新たに現れた屍体兵たちは、ボロボロの外がい套とうではなく、物々しい金属鎧プレートメイルによって身を固めていました。手にしているのも立りつ派ぱな騎き士し剣けんと大おお盾だてです。

　彼らの鎧よろいにも剣にも盾にも、私は見覚えがありました。

　あれは、いずれもかつてランドール軍で採用されていた装そう備びです。

　つまり、彼らの生せい前ぜんはランドールの兵士……。

　おそらくは、かつて麓ふもとの砦とりでで村を守っていた兵士たちのなれの果てでしょう。

「屍し体たい騎き士し」

　ロンブローゾが言います。

「今までの屍体兵へいとはひと味あじ違うわよ」

　おもむろに剣と盾たてを構えて、屍体騎士たちはじりじりとにじり寄ってきます。

「くるな！」

　声を張り上げたのは、シンタです。

「姉ねえちゃんには触さわらせないぞ！　姉ちゃんはボクが守るんだ！」

　シンタはアホタレに貰もらった小型剣を抜いて、迫る屍体騎士たちを睨にらみつけていました。

　彼の後ろには、最さい愛あいのお姉さんがいます。

　剣を握りしめるシンタの手は、震えていました。足も。見開かれた目は涙で揺れています。

　怖くて怖くてたまらないのでしょう。それでも彼はお姉さんを守るために戦おうとしているのです。

　マリナさんの言げんによれば、シンタは泣き虫──決して気の強い少年ではないようです。

　それでも、彼はここまでやってきました。今だって怖くて怖くてたまらないのでしょう。私ですら逃げ出したくてたまらない敵を前にして、彼は瘧おこりのように震えながらも剣を構えているのです。

　大好きなお姉さんを守りたい。その一心で、恐きよう怖ふに打ち勝っているのです。

　その強い意志を勇気と呼ばずして、なんと呼ぶのでしょう。

　勇気ある者を勇ゆう者しやと呼ぶのなら、彼は紛まぎれもなく勇者です。

　一方、うちの勇者様ときたら、

「うおっ、また骸がい骨こつかよ。死体とかマジ勘かん弁べん」

　へっぴり腰でトモエさんの小さな背中に身を隠かくしています。当然、隠れきれるわけもないのですが。

　ロンブローゾ相手には平気な顔をしていたくせに。

　みっともないにもほどがありますが、批ひ難なんはできません。私だって、まだ戦ってもいないロンブローゾ相手に震えが止まらないんですから。

　でも──。

「トモエさん」

　私はナギナタを構えるトモエさんに声をかけました。

「マリナさんたちを連れて逃げてください」

　シンタが私に力をくれました。

　勇気という名の力を。

　だからといってロンブローゾが怖くなくなったわけではありませんが、逃げ出したいとはもう思いません。

「アンジュ様？」

　私はランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士し。私には国民の生命を守る義ぎ務むがあります。

　そして、私は魔ま王おう打だ倒とうを目指す勇ゆう者しやの従じゆう者しやでもあるのです。魔王の娘むすめを前に、おめおめと逃げ出すことなどできません。

「レックス様も」

　魔王の娘を相手に私一人というのは、正直、心こころ細ぼそいのですが、仕方がありません。アホタレにやる気があれば、マリナさんたちをアホタレに任せてトモエさんには残ってもらうのですが、戦う気ゼロのアホタレ一人にマリナさんたちを任せるのは、非常に不安です。

　アホタレに残ってもらったところで戦力としてはアテになりませんし。となれば腹を括くくるしかありません。

「わかりました。みなさんを送り届け次し第だい、すぐに戻ります」

　そう言ったトモエさんに、私は頷うなずきで答えました。

　どんなに急いだとしても、トモエさんが戻ってくる頃ころには夜はとっくに明けているでしょう。

　私とロンブローゾの戦いが、そこまで長なが引びくとも思えません。

　あくまでも、一人で戦わなければならないということです。

「さあ、みなさん、私についてきてください！」

　トモエさんが可愛かわいらしい声を力強く張って、マリナさんたちを先せん導どうします。

　行く手を屍し体たい騎き士しの一体が阻はばみましたが、トモエさんの敵ではありません。ナギナタの一いつ閃せんで木こっ端ぱ微み塵じんになる──かと思いきや。

　重々しい金属音おんが夜の闇やみに響ひびきました。

　トモエさんのナギナタが、屍体騎士の騎き士し剣けんに受け止められた音です。

　誰だれかが息を吞のむ気け配はいが伝わってきました。トモエさんか、あるいは私自じ身しんだったのかもしれません。

　屍体兵がトモエさんの攻こう撃げきを受け止めたのは、これが初めてでした。

　トモエさんが手て加か減げんした？　──いえ、違います。

　屍体騎士の剣が、トモエさんのナギナタを押し返しました。

　体勢を崩くずしたトモエさんめがけ、屍体騎士はかつてはランドールの民たみを守るために使われていたはずの剣を振り下ろします。

　岩さえ断ち切りそうな、鋭い斬ざん撃げき。

　苦しい体勢ながらもトモエさんはなんとかかわしましたが、これは……。

　私は杖つえを構え呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめます。

　軽く飛び退のいて体勢を整え、改めて踏み込み繰り出したトモエさんのナギナタと、屍体騎士の剣が交こう錯さくして火ひ花ばなを散らします。

　ロンブローゾの言葉どおり、かつてランドール軍の兵士だった屍体騎士たちは、今までの屍し体たい兵へいよりも、高い戦せん闘とう能力を持っているようです。

　生前の能力が反映されているのか、ロンブローゾの使った死し霊りよう魔ま法ほうがこれまでとは違っているのか。あるいは、その両方か。

「〝雷電ナルカミ〟」

　淀よどんだ夜や気きを切り裂さいてほとばしった青白い閃せん光こうが、屍体騎き士しを打ち据すえよろめかせます。

　私の魔法の直ちよく撃げきを受けても、屍体騎士は倒れませんでした。それでも、大きくよろめいたその隙すきを見み逃のがすトモエさんではありません。

　見み惚とれるような見事な弧こを描いて振り抜かれたトモエさんのナギナタに胴どうを薙なぎ払われて、屍体騎士は崩くずれ落ちました。

「さあ、今のうちです！」

　私の叫びに、止まっていたシンタと女性たちの足が動き出しはじめました。

「アンジュ様、ご武ぶ運うんを！」

　トモエさんを先せん頭とうに、シンタと女性たちが退たい避ひしていきます。

　ただ一人、アホタレだけが残って、颯さつ爽そうと私の前に──みたいなことは、当然、ありません。

　先頭に立つわけでもしんがりを務めるわけでもなく、トモエさんの真後ろにくっついて、目立たないよう、でも我先にと逃げ出そうとしているんですから、情なさけないにもほどがあります。

　そして、この期ごに及んでアホタレにほんのちょっとでもなにかを期待している自分が嫌いやになります。

　あんなヤツになにかを期待したって、がっかりするだけなのに。なのに──。

（側そばにいるから。なにかあったら、言ってくれよ）

　脳のう裏りをよぎるのは、私が熱を出して倒れたときの、アホタレの言葉。

（側にいるから）

　なにが側にいるからですかっ。

　いないじゃないですかっ。

　あーもう、腹が立つ！

　ドッカンドッカン魔法をぶっ放して大おお暴あばれしたい気分です。

　私は漆しつ黒こくの夜空を──そこに浮かぶ人ならざる少女を見上げました。

　私の心にはもう、ロンブローゾへの恐きよう怖ふはすっかりなくなっていました。

　シンタのくれた勇気と、アホタレのくれた（？）怒りが、私をかつてないほどに奮ふるい立たせています。

　ドッカンドッカン思う存ぞん分ぶんぶっ放させてもらうとしましょうか。

「くすっ」

　笑い声が聞こえました。

　笑ったのは、天てん上じようの悪あく魔ま。

　魔ま王おうの娘むすめ、ロンブローゾ。

「いい度ど胸きようしてるじゃない。このあたしにたった一人でケンカを売ろうなんて。気に入ったわ」

　ロンブローゾの顔に浮かんでいるのは、殺さつ戮りくを愛してやまない狂きよう気きと、自分の絶対的有ゆう利りを信じてやまない余よ裕ゆうの笑えみ。

　いいでしょう。その笑み、ぶち壊こわしてやります。

　私は握り拳こぶしをロンブローゾに向けて突き出すと、まず親おや指ゆびを上に向けて立てて、それをくるりと下に向けました。向けてやりました。

　叩たたき落としてやる、という意味を込めて。

　ロンブローゾのメガネの奥にある目が、刃は物もののように細められました。

　かしゃりかしゃりと音をたてて、屍し体たい騎き士したちがにじり寄ってきます。




　精神の糸を編み、呪じゆ文もんの詠えい唱しようとともに世界の傷へと伸ばし、隣となり合う世界──すなわち魔ま界かいより元げん素そを導き、解とき放つ。

　その一いち連れんの行こう程ていを、一いつ体たい何度繰くり返したか。

「〝煉ホム……獄ラっ〟！」

　魔ま法ほうの使いすぎで、私の体力はいよいよ限界に近づきつつありました。

　戦いがはじまってから、もう半はん刻こくは経たったでしょうか。

　時間の感覚も曖あい昧まいになっていますが──とにかく、情なさけないことに、私は未いまだ空中に座すロンブローゾを叩き落とせずにいました。

　かしゃり。かしゃり。

　それどころか、彼女の操あやつる屍体騎士たちをすら、駆く逐ちくできずにいたのです。

　かしゃり。かしゃり。

　彼らはどうやら極きわめて高い耐たい魔法力りよくを付ふ与よされているらしく、私の魔法を直ちよく撃げきさせても一発では倒されてくれないのです。二発、三発くらわせてようやく、といった感じで。

　もちろん、彼らもじっとはしていません。騎き士し剣けんを振りかざして襲おそいかかってきますから、こちらとしては逃げ回りながら魔法を使うしかありません。

　足を止めずに魔法を使うわけですから、当然、体力の消しよう耗もうも激しくなります。集中力も普通の何倍も必要になります。

　とどめとばかりに、屍体騎士たちは倒しても倒しても、倒した分だけ新たに地面から這はい出てくるのですから、たまったものじゃありません。

　私が倒した屍体騎士の数は、十を超えているでしょう。にもかかわらず、私の前には相変わらず四よん体たいの屍体騎士がいて、かしゃりかしゃりと鎧よろいと骨を鳴らしているのです。

　上空のロンブローゾへの攻こう撃げきも試みてみましたが、彼女が人ひと差さし指ゆびを一ひと振ふりすると虚こ空くうに浮かび上がる未み知ちの文字列れつ──それが発する力に阻はばまれて、私の魔ま法ほうはすべてかき消されてしまいました。

　彼女の使う魔法は、私たちの世界の魔法とは、様よう式しきからして異なっています。

　それ自体は驚くことではありません。魔ま人じんの魔法を目まの当たりにするのはこれが初めてですが、彼らの魔法が人間の魔法とは別べつ物ものだという話は聞いたことがありましたから。

　ただ、厄やつ介かいなのは、魔人の魔法はどうやら呪じゆ文もんの詠えい唱しようを必要としていないということです。

　屍し体たい騎き士しを呼び出すときも、私の魔法を打ち消すときも、ロンブローゾは呪文を唱となえてはいません。人差し指を一振り。たったそれだけで、私を追い詰めているのです。

「〝雷ナル……電カミ……〟っ！」

　火か球きゆうに続いて電でん撃げきの直ちよく撃げきを受けた屍体騎士の一体が、鎧よろいごと粉こな々ごなに砕くだけて夜よ風かぜに散りました。

　が──。

　ロンブローゾがくすくす笑いながら人差し指を一振り。焼け焦こげた地面を突き破って、また新たな屍体騎士が現れます。

　かしゃり。かしゃり。

　目眩めまいがしました。

　杖つえにすがっていなければ、もうまっすぐ立つのさえ辛つらいほどの疲ひ労ろう。そして、一いつ向こうに見えてこない勝ち目に、心が折れてしまいそうです。

　屍体騎士たちは、襲おそいかかってはきません。鎧と骨を鳴らして、私のまわりをゆっくりと歩き回っています。

　彼らの戦せん闘とう能力は並の剣けん士しよりも上です。いっせいに襲いかかってくれば、今の疲ひ弊へいしきった私なんか、赤あか子ごの手を捻ひねるように簡単に殺せるはずです。

　なのに、まるでもったいつけるように──私に絶望を嚙かみしめさせるように、ただぐるぐると、私のまわりを歩いています。

「ほらほら、さっきまでの威い勢せいはどうしちゃったの、魔法使つかいさん？　あなたがあたしをやっつけないと、麓ふもとの村人みーんな死んじゃうわよ？」

「なるほど……村人を皆みな殺ごろしにするつもりで、マリナさんたちを逃がしたんですね」

　マリナさんたちを逃がそうとしたとき、一体の屍体騎士が行く手を阻はばみはしたものの、それだけでした。おかしいとは思っていましたが……。

「そ。あたしは持ち上げておいて落っことすのが大好きなの。あの娘むすめたち、村に帰り着いて、ホッとしたところで死ぬのよ。ふふっ、可哀相かわいそう」

「彼女たちはあなたの目的を果たすのに必要な存在なのでしょう？　殺してしまっては元の子も──」

「いいわよ、別に。黒くろ髪かみの娘なんて、いくらでもいるんだし。あなたの仲間にも一人いたわよね。村の娘むすめたちより、よっぽど美お味いしそうだった」

　トモエさん……。

「あの娘さえ生いけ捕どりにできれば、あとはもうどうでもいいや。一人残のこらず殺してあげる。もちろん、あなたもね」

　赤い唇くちびるをぺろりと一ひと舐なめして、魔ま王おうの娘は片方の目を細め、もう片方の目を見開きました。

　左右非ひ対称の、壊こわれた笑えみ。

「皮を剝はいで、肉を削そいで、腑はらわたを一つずつ抜き取って、骨を砕くだいて、あなたという存在をバラバラに解かい体たいしてあげる。当然、生きたままよ」

　人間を生かしたまま解体するなんて普通ならできっこありませんが、相手は魔ま界かいの死し霊りよう使つかいです。できたとしても不ふ思し議ぎではありません。

「自分が解体されていく恐きよう怖ふに溺おぼれて、狂い死ぬといいわ」

　心しん底そこ嬉うれしそうに、魔王の娘は口こう角かくを吊つり上げます。

「なるほど……あなたという女の性格が、よくわかりました」

　残ざん酷こく、残ざん虐ぎやくと言われるあらゆる行為をこよなく愛する……。

　魔王の娘という身み分ぶんに相応ふさわしい、腐くされ外げ道どう女です。

「やれる、ものなら……やって……みなさい……っ！」

　私は腹の底から声を絞しぼり出して、杖つえを構えました。

　強がり以外の何なに物ものでもありませんが、魔ま法ほう使つかいは窮きゆう地ちのときこそふてぶてしく振る舞うものだと、おばあちゃんにそう教わりました。

「強がるわねー。嫌きらいじゃないわよ、あなたみたいな女。まあ、殺すんだけどね」

　パチンとロンブローゾが指を鳴らすと、私のまわりをぐるぐる回っていた屍し体たい騎き士したちが足の先を私に向けました。

　かしゃり。かしゃり。

　にじり寄ってきます。

　私は精神の糸を編みつつ、呪じゆ文もんを唱となえます。

　勝ち目はなくとも、最さい期ごまで──命の尽きるその瞬しゆん間かんまで、全力で抵てい抗こうしてやります。

「〝煉ホム──〟」

「おおーい！」

　間ま抜ぬけな声が響ひびき渡ったのは、私が力ある言葉を叫ぼうとしたそのときでした。

　振り向いた私の目に映ったのは、駆かけてくるアホタレの姿すがた。

「間あいだを失礼しますよっと」

　アホタレは屍体騎士の間をするりと抜けて私の前までやってくると、

「よ。無ぶ事じでなによりだよ」

　片手を上げて、のんきな口く調ちようで言いました。

「なんで……」

「ん？」

「なんで、あなたがここにいるんです？」

　私はアホタレの顔をまじまじと見ました。

　我われ先さきにと逃げ出していったアホタレが、戦いがなによりも嫌きらいなアホタレが、なんで戦いの場に戻ってきたのか。

　そもそも、このアホタレは本ほん物ものなのでしょうか。

　気き力りよく体力ともに限界まで追い詰められたせいで、幻まぼろしが見えてしまっているのでは……。

　とりあえず、つねって幻かどうかたしかめてみましょう。

　ぎゅむ。

「いてえっ！」
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　アホタレは悲鳴を上げて飛び上がると、つねられた頰ほおを押さえて涙なみだ目めで抗こう議ぎしてきました。

「な、なにすんだよっ！」

　どうやら、幻ではないようです。

「わざわざ助けに戻ってきたってのに、なんでいきなりつねられなきゃなんねーんだよっ。わけわかんねえ」

「わけわかんねえはこっちの台詞せりふですよ。一体、どういう風の吹き回しですか。真まっ先さきに逃げ出したあなたが戻ってくるなんて。わけがわかりません」

「なんだよそれ。戻ってこないほうがよかったのかよ」

「そうは言いませんが……」

　アホタレが戻ってきてよかったのか悪かったのか。嬉うれしいのか嬉しくないのか。私にもよくわかりません。

「ってか、そもそも逃げるつもりはなかったんだよ」

「なら、なんで逃げたんですか」

「そりゃあ……だって、おまえがさ……」

　後こう頭とう部ぶを搔かいて、言葉を濁にごします。

「私が、なんです？」

「オレにも逃げろって言っただろ？　逃げていいって言われたらさ、普通、逃げちゃうじゃん？　逃げる気がなくってもさ」

　私は杖つえを放り投げて両手で頭を抱えたい衝しよう動どうにかられました。ここが戦いの場でなかったら、本当にやっていたでしょう。

「どれだけ根こん性じようナシなんですか、あなたは……」

「いや、まあ、ほら、こういうのなんて言ったっけ？　条件反はん射しや……だっけ？　だからまあ、その、なんだ……わりぃ」

　パンッと胸の前で両手を合わせて謝ってきます。

「でもほら、こうして戻ってきたんだしさ、堪かん忍にんしてくれよ」

「戻ってくるにしたって、いささか時間がかかりすぎじゃないですか？」

「それが、一度逃にげ出しちゃうと決心が揺らいじゃってさー」

「つまり、決心し直すのに時間がかかったと」

「まあ、そんな感じ？」

「感じ？　とか訊きかれても困りますが……で、どうするんです？」

「どうするって、なにが？」

　ため息が出ました。

「戻ってきて、それでどうするのかと訊いてるんです」

「ああ、そりゃもちろん」

　アホタレが次に発した言葉に、私は耳を疑いました。

「戦うんだよ」

　戦う。

　本来ならこの場面において意い外がいでもなんでもない言葉のはずですが、口にしたのが他ならぬアホタレとなれば、驚かずにはいられません。

「戦うよ、オレ。嫌いやだけど、すげー嫌だけどさ、戦うよ」

　アホタレはそう言うと、自分の言葉が噓うそではないことを証明するように、腰の騎き士し剣けんに手を掛けました。

「……なにか悪い物でも拾って食べたんですか？」

「なんだよ、そりゃ。オレが戦っちゃおかしいのかよ」

「いえ……そんなことはありませんが」

　むしろ、戦わないほうがよほどおかしいのですが。

「シンタのためだよ」

　アホタレは言います。

「あいつさ、さっき、すげー震えてたよな。剣構かまえてさ」

「ええ……」

　シンタが見せた勇ゆう敢かんな姿すがたは、私に勇気をくれました。

　アホタレも、同じだったのでしょうか。

　シンタの勇気に感かん銘めいを受けて、戦う意い志しを持ったのでしょうか。

「あいつさ、カワイソーだよな」

「えっ？」

　かわいそうって……シンタがですか？

「カワイソーだよ、あいつ。あいつに剣を渡したオレが言うのもなんだけどさ、あいつに剣は似に合あわねーよ」

　うん、とアホタレは自分の言葉に自分で頷うなずきます。

「剣を構えてぶるぶる震えてる姿はあいつには似合わない。あいつに似合うのは、大好きな姉ねえちゃんと一いつ緒しよに、畑を耕たがやしてる姿だよ。オレはあいつの畑はたけ仕事してる姿を見たわけじゃないけどさ、それはわかる。あんたもさ、想そう像ぞうしてみてくれよ」

「……」

　言われたとおりに、想像してみます。

　大好きなお姉さんと一緒に畑仕事をしているシンタは、額ひたいに汗を搔かきながらも楽しそうに嬉うれしそうに笑っています。

　震えながらも剣を構える彼の姿はとても勇敢で凜り々りしかったのですが、どちらの姿が彼に似合っているかといえば……アホタレの言うとおりのように思えてしまいます。

　アホタレが剣を構えるシンタをかわいそうと言った意味が、私にもわかってきました。

「想像してくれたか？　なら、わかるだろ？　あいつはさ、ホントはめちゃくちゃ怖いのに、ホントは剣なんか持ちたくないのに、すげー無む理りして剣を構えてたんだ。これって、カワイソーだよな？」

「そう……ですね」

「でさ、オレ、思ったんだよ。あいつにあんな無理させるぐらいなら、オレが無理したほうがまだマシかなって」

「え……？」

「いや、オレだってホントはすげー嫌いやなんだけどさ。オレが戦って、それであいつが姉ねえちゃんと笑って暮らせるようになるならさ、しょーがねーかなって思ったんだ。思っちゃったんだよ。めんどくせーよなぁ」

　アホタレはため息交じりに言うと、腰の騎き士し剣けんを鞘さやから抜き放ちました。

　私はおそらく、目を丸く見開いていただろうと思います。

　なにしろ、初めてなのですから。

　アホタレが剣を抜くのを見るのは。

　血ち桜ざくらのアイカと戦ったときも、アホタレは結局、剣を抜くことはありませんでした。旅に出てからも、ただの一度だって抜いたことはありません。

　そのアホタレが、ついに剣を抜いたのです。

　白はく刃じんが月明かりを浴びて冷えた輝きを放ちます。──いえ、この場合、黒こく刃じんというべきでしょうか。

　なにしろ、アホタレが手にしている剣は、黒い刃やいばをしているのですから。

　刃は先さきから根ね本もとまで、黒くろ一色。塗りつぶしたような黒ではなく、透とう明めい感のある鮮あざやかな黒。

「暗黒剣デスブリンガー……」

　私のその呟つぶやきは、無む意識のうちに洩もれたものでした。

　暗黒剣は、こちらの世界には存在しない──魔ま界かいでのみ採れる希き少しよう鉱こう石せき、暗黒鉄デスメタルを用いて作られた剣の総そう称しようです。

　魔界の鉱石で作られた剣だけに、魔界の生物であるマモノに対して非常に有効で、また血や脂あぶらに強いという特とく性せいにより、どれだけの敵を切ろうとも決して切れ味が落ちることがないとも聞いています。

　暗黒剣を目にするのは初めてではありませんが、アホタレの剣は今まで見たどの暗黒剣よりも美しくて、思わず見み惚とれてしまいました。

　よほどの業わざ物ものに違いありません。

「オレ、戦うよ」

「レックス様……」

　ここにはいないシンタに、私は改めて感謝しました。

　震えながらも剣を構えるシンタの姿すがたに、私は勇気をもらいました。アホタレの受け取り方は私とは違ったようですが、それでもシンタがアホタレに戦う意志を与えてくれたことに変わりはありません。

　仲間である私のために戻ってきたわけじゃないらしいあたりに納なつ得とくのいかないものを感じなくもないのですが、まあ、大おお目めに見ましょう。

「作戦はまとまった？」

　あくび交じりの声が頭上から降ってきました。

「そろそろ、攻こう撃げきしちゃっていいかな？」

　ロンブローゾです。

「攻撃せずに待っていてくれるとは、親切ですね」

「言ったでしょ？　あたしは持ち上げておいて落っことすのが好きなの。でも、もう待ちくたびれちゃった」

　かしゃり、かしゃり。

　動きを止めていた屍し体たい騎き士したちが、下ろしていた剣と盾たてを構え直します。

「レックス様」

「うん？」

「呪じゆ文もんを唱となえている間、私は動けません。その間、敵を引きつけてください」

　さっきまでのように逃げ回りながら呪文を唱える体力は、私にはもうありません。ですが、アホタレが敵を引きつけて隙すきを補ってくれるのであれば、まだやれます。

「ん。わかった」

　アホタレが頷うなずいて、剣を構えます。構えるといっても、剣を持つ手にも地を踏む足にも、まったく力の入っていなさそうな、なんともやる気のない構えです。背せ筋すじも丸く、腰も引けていて、微み塵じんの迫力もありません。

　本当に戦う気があるのか疑わざるをえませんが、選択肢しは一つしかありません。

　今の私にはもう、アホタレを信じるしかないのです。

　信じますよ、アホタレ。

　いえ、我が勇ゆう者しや、レックス＝イル＝ハイドフェルト。

　まるで私の心の声が聞こえたかのように、アホタレがこちらに背中を向けたまま片方の手を軽く上げました。




　一いつ瞬しゆん、というほど短い時間じゃありません。

　けれど、私が呪文を唱え終わるよりもずっと短い時間──。

　たったそれだけの時間で、四よん体たいいた屍体騎士は、跡あと形かたもなく崩くずれ去っていました。鎧よろいごと、粉こな々ごなに断ち切られて。

　やったのは、アホタレです。

　あのアホタレが、やったのです。

　アホタレの剣は、まさに風でした。

　身のこなしは烈れつ風ぷう。そして、繰り出される斬ざん撃げきは暴ぼう風ふう。

　その表現は、決して大おお袈げ裟さではありません。

　アホタレが駆かけ抜けていった地面には、まるで烈れつ風ぷうに切り裂さかれたような傷きず痕あとが残っていましたし、アホタレの剣を受けた屍し体たい騎き士したちは、まるで暴ぼう風ふうに吞のみ込まれたかのように天高く巻き上げられていました。

　驚きよう異い的な疾はやさ。脅きよう威い的な破は壊かい力。

　あの血ち桜ざくらのアイカにも匹ひつ敵てき──いえ、軽く凌りよう駕がしています。

「へー、やるじゃん。これは、ちょっとは楽しめそうね」

　声を降らせてきたロンブローゾのまわりには、この世界のものではない文字が列を成して淡く輝いていました。

　ボコボコと地面が盛り上がり、私たちはまたしても屍体騎士に取り囲まれました。

　これまでとは数が違います。三十……四十……五十を超えているかもしれません。

「めんどくせーなぁ」

　アホタレがボリボリと後こう頭とう部ぶを搔かきました。

　私一人ではとうてい手に負えない数。手に負えないどころか、戦意を喪そう失しつしてへたり込んでしまっていたかもしれません。

　けれど、アホタレは違いました。

　彼にとってはこの状況も、「めんどくせーなぁ」で片づけられてしまうのです。

　強がりを言っているわけじゃないのは、表情でわかりました。

　私の立ち位置から見えるアホタレの横よこ顔がおは、心しん底そこめんどくさそうに眉まゆを顰ひそめてはいるものの、焦りや怖れの色はかけらもありません。

　事実、この状況は、彼にとっては危き機きでもなんでもなかったのです。

　またしても、私の出番はありませんでした。

　いえ、精神の糸を編む時間も呪じゆ文もんを唱となえる時間も十分、あるにはありました。

　ただ、私はアホタレのアホタレらしくない戦いぶりに圧あつ倒とうされて、目を丸くしていることしかできなかったのです。

　烈風の疾さで縦じゆう横おう無む尽じんに夜や気きと地を切り裂き、暴風の剣で敵を砕くだき散らす。

　アホタレの暗黒剣が振り抜かれるたびに空気がうねりをあげ、偽いつわりの生命を与えられた哀あわれな死者たちが、夜の闇やみに散さん華げしていきます。

　それほどの剛ごう剣けんを振るいながら、アホタレ本人からは殺さつ気きのようなものはこれっぽっちも感じられませんでした。

　殺気の代わりにアホタレが纏まとっているのは、凪なぎの海のような静せい謐ひつな気け配はい。

「ふー」

　とアホタレが細い息を吐いたとき、五十体たい以上もいた屍体騎士は、一体残のこらず邪よこしまな軛くびきから解とき放たれていました。

「あなたは……」

　私は唱となえかけの呪じゆ文もんを打ち切って、アホタレの背中に声をかけました。

「あなたは、やはり戦うべき人です」

「んー……」

　アホタレは私のほうを振り向くことなく、耳の後ろを人ひと差さし指ゆびで搔かきつつ、言います。

「オレが戦ったって、誰だれも幸せにはなれないよ」

「そんなことは──」

　即そく座ざに否定しようとして、私は思い止まりました。

　アホタレの剣の腕は、一流の域いきすら遥かに超えています。

　才能に恵まれた、というのも当然あるんでしょう。が、才能だけであれほどの強さを身につけられるわけがありません。相そう当とうの修しゆ行ぎようを積んだのでしょう。

　アホタレは剣そのものを嫌きらっているわけではないはずです。軍を三日で逃げ出したアホタレのこと。剣そのものが嫌いなら、真剣に修行を積むこともなかったでしょう。

　なのに、なぜああも戦うことを嫌うのか。説せつ得とくよりも、その理由を知るのが先だと思ったのです。

「それだけの力を持ちながら、なぜあなたは戦おうとしないのです？」

「……真まっ赤かに……」

　アホタレは振り向かないまま、浅く面おもてを伏せて答えました。

「……真っ赤に、染そまったんだ。……ばあちゃんの目が」

「え？」

「オレ、ばあちゃんの目が大好きだったんだ。真まっ青さおですっげー綺き麗れいでさ。見てると空を飛んでるみたいな気分になれるんだ。でも、真っ赤になっちまったんだ。オレのせいでさ」

　オレのせいで……と、アホタレは小さく繰り返しました。

「血があふれてきて止まらなくてさ。オレ、どうしていいかわからなくて……。オレがやったのに。ばあちゃん、きっとすっげー痛かったはずなのにさ、痛くないって言うんだ。大だい丈じよう夫ぶだって言って笑うんだ。大丈夫なはずないのにさ」

　思い出したくない過去を思い出しているのでしょう。アホタレの声は、かすかに震えていました。

「ばあちゃんの目、治らなかったんだ。傷は塞ふさがったのに、見えるようになんなくてさ。色もずっと赤いままで……。オレ、ばあちゃんの目を見ても、空を飛べなくなっちまったんだ」

「レックス様……」

「オレ、あのときわかったんだ。わかっちゃったんだよ。オレの剣はダメな剣なんだって。人を不幸にしちまう剣なんだって」

　剣の修行中の事故……かなにかだったのでしょう。アホタレの剣がはからずもおばあさんの目を傷つけてしまい、おばあさんの目は光と青い色を失った。そして、アホタレは大好きなおばあさんを傷つけてしまった自分を責め、血を怖れるようになった……。

　それが、アホタレが戦おうとしない理由──。

「レックス様」

　私の呼びかけに、アホタレは振り向こうとはしません。

　かまわずに、私は言葉を続けます。

「私はあなたの剣が人を不幸にする剣だとは思いません。私の見けん解かいは違います。あなたの剣は人を幸せにする剣です」

「なんで……」

　アホタレが耳の後ろを搔かきながら顔を半分だけ振り向かせました。

「なんで、そんなことが言い切れるんだよ」

「そう感じたからです。あなたの戦う姿すがたを見て、私は確かく信しんしたんです。あなたなら本当の勇ゆう者しやになれるって。もう一度言いいます。あなたの剣は人を不幸にする剣なんかじゃありません」

「だって、ばあちゃんはオレのせいで……」

「不幸になった？」

　頷うなずいたアホタレに、私は首を横に振ってみせます。

「それは、ありえません」

　私は断だん言げんします。

「あなたのお祖ば母あ様は不幸になんてなっていません」

「なんで──」

「言い切れるのか、ですか？　言い切れますよ。たしかに私はあなたのお祖母様とお会いしたことはありません。ですが、あなたからたくさん話を聞かせてもらいました」

　王おう都とからドナの街までの三日間、アホタレはうんざりするほどにたくさん、お祖母様の話を聞かせてくれました。

　アホタレの語るお祖母様──レミエル様の人物像ぞうは、明めい朗ろうで平等で、強くて優しくて、そして、空のように広い心と海のように深い愛情を持った方です。私のおばあちゃんと同じです。

　そんなレミエル様が、孫まごに目を傷つけられたからといって、それで孫に対して負の感情を抱くはずがありません。自分が不幸になったなんて思うはずがありません。

「思い返してみてください。お祖母様があなたを責めたことなんて、ただの一度だってなかったんじゃないですか？」

　アホタレは少しの間の後、小さく頷きました。

「ばあちゃんは一度もオレを責めなかった。目が見えなくなってからも、ばあちゃんはオレに優しかった……」

「それが答えですよ」

　私はアホタレに歩み寄って、彼を振り返らせるために服の袖そでを軽く引っ張りました。

　振り返ったアホタレの目には、うっすらと涙が滲にじんでいました。

「あなたの剣で不幸になった人なんて、一人もいないんです」

　自分でもなんでそんなことをしたのかわかりません。ただ、気づくと、私はアホタレの頰ほおに手のひらを重ねていました。

「そう……なのかな？」

　私はアホタレの頰を撫なでながら、頷うなずきます。

「そうですよ。私が保ほ証しようします」

　あるいは──と私は思うのです。

　あるいは、レミエル様はわざとアホタレの剣をその身に受けたのではないか──と。

　類たぐい希まれなる剣才を持って生まれた孫まごに、剣が危険な物であることを教えるために。

　剣とは本来、凶きよう器きです。人を殺すための道具です。人を生かすためにも使えますが、本ほん質しつはやはり凶器なのです。

　魔ま法ほうも同じ。

　私の左腕には、肩の少し下あたりに、大きくはありませんが火傷やけどの痕あとが残っています。

　おばあちゃんにつけられたものです。

　魔法使つかいになりたいという私に、おばあちゃんが魔法がとても危険なものであることを教え込むために、火の魔法でつけた傷です。

　やり方は違えど、レミエル様も私のおばあちゃんと同じ思いで、アホタレの剣を受けたのでは……と思わずにはいられません。

　とはいえ、失しつ明めいするほどの傷となるとさすがに深すぎますから、まったくの見けん当とう違いの可能性も大いにあるのですが。

「あたしをほったらかしにしてイチャついてくれるなんて、つくづくいい度ど胸きようしてるわね、あんたたち」

　ロンブローゾの声がして、私はアホタレの頰から手を離しました。

「ま、おかげでこっちも下した準備が整ったわけだけど」

　見上げた私の目に映ったのは、闇やみ色いろの空そら一面に浮かび上がった、血ち色いろの文字列でした。

「そっちのボウヤはなめてかかると痛い目に遭あいそうだし、あたしもちょっとだけ本ほん気きを出させてもらうわよん」

　ロンブローゾが魔法を使うたびに虚こ空くうに浮かび上がる文字列。ですが、今回は文字の量が桁けた違ちがいです。

　大おお袈げ裟さでもなんでもなく、空を覆おおい尽くすほどの大量の文字。その一ひと文も字じ一文字が流れ出たばかりの血のような色の光を放っているのですから、おぞましさの極きわみです。

　世界の終わりすら連れん想そうさせる、絶望に充みち満ちた光こう景けい。

　ごごっ……。

「きゃっ」

　不ふ意いに足下の地面が揺れて、思わずアホタレの腕に抱きついてしまいました。

　ごごっ……。ごごごごっ……。

　いえ、揺れているのは足下だけじゃありません。山そのものが震えているのです。

「いるな」

　そう呟つぶやいたアホタレの視し線せんは、地面に向けられていました。

「下に、なにかがいる」

「ええ……」

　私も感じていました。巨きよ大だいで凶きよう悪あくななにかが、足の下で胎たい動どうしているのを。

「ふふっ……うふふっ……あはっ！」

　ロンブローゾが、目を見開き、荘そう厳ごんな舞台を演じるように両腕を大きく広げて、高らかに声を響ひびかせます。

「混沌カオスは深淵アビスより来たれり！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　大地の揺れが激はげしさを増した直後、

「跳ぶぞ」

　私はアホタレに抱え上げられて空を飛んでいました。

　魔ま法ほうみたいな跳ちよう躍やく力。地上が遠くに見えます。

　その地上に──さっきまで私たちがいた場所に、それはいました。

　人の姿すがたをした、しかし、人の範はん疇ちゆうを遥かに逸いつ脱だつした巨大な存在。

「巨きよ人じん……」

　まさか、という思いに心しん臓ぞうが締めつけられました。

　なぜ、この場面で巨人が出てくるのか。

　巨人といえば、ドラゴン族と並んで、旧きゆう世界の以前からこの世界に存在していたとされる、最も古き種しゆ族ぞくの一つ。

　山をも動かす強い力と、世の理ことわりを知る高い精神性を持ち合わせた、人間よりも遥かに偉い大だいな存在。

　旧世界の以前には栄えい華がを極きわめたとされつつも、現在はドラゴン族と同様、幻まぼろしの域いきにまでその個体数すうを減らしてしまっている──というのが、私の巨人に関する知識のすべてです。

　……いえ、もう一つだけありました。

「ユトムンダス……」

　アホタレがぽつりと呟いたその名前は、今まさに、私が思っていたのと同じ名前でした。

　かつてこの地にて一人の女おんな剣けん士しに討たれたという、凶きよう暴ぼうな巨人。その名前がたしか、ユトムンダス……。

「ばあちゃんがやっつけた巨きよ人じんだ」

　そう──。

　ユトムンダスを倒したのは、アホタレのお祖ば母あ様であるレミエル様です。

「倒されたはずの巨人が、どうして……」

　言ってから、私は敵の力を思い出しました。

　ロンブローゾは死し霊りよう使つかい。ということは、つまり──。

「あの巨人は、屍し体たい兵……？」

「だろうな。腐くさった臭においがする」

　言われて鼻を動かした私は、即そく座ざに自分の行為に後こう悔かいしました。

　吐き気どころか目眩めまいさえもよおすほどの強きよう烈れつな腐ふ臭しゆう。

　というか、どうやら一いつ瞬しゆん、気を失ってしまったようで、気づいたときには私はアホタレに抱えられたまま、地上にいました。

　腐臭は……消えていません。消えるどころか、いっそう強く濃くたち込めています。

　そして、腐臭の発生源げんであるユトムンダスは、目の前にいました。

　私は鼻と口を手で塞ふさぎ、意識を失わないようこれでもかと目を見開いて、屍体兵となった巨人を凝ぎよう視ししました。

　手足は大たい樹じゆよりも太く長く、焼けた鉄のように赤い肌はだは、煮えたぎったようにところどころに泡あわが立っています。腐臭は、どうやらその泡が弾はじけるたびにまきちらされているようでした。

　まばらな頭とう髪はつはくすんだ白。額ひたいから左右のこめかみにかけて、角つのともイボともつかないような突とつ起きが無む数すうに見られます。

　見開かれた目には眼球がなく、ただ深い闇やみだけが広がっていました。

「感じる？　こいつの憎ぞう悪お」

　くすくすと笑い交じりに言ったロンブローゾは、巨人の肩の上に腕を組んで立っていました。

「あたしは感じる。こいつはね、憎にくくて憎くてたまらないのよ。自分を殺した人間の女と、女をこの地に呼んだオルリスが」

「オルリスが……呼んだ？」

　ロンブローゾの言う人間の女というのは、レミエル様のことです。それはわかっているのですが、レミエル様がオルリスに呼ばれてこの地にやって来たというのは、初めて聞く話です。

「オルリスはねぇ、こいつを殺すために人間を使ったのよ。自分じゃ殺せないから」

「あ……」

　オルリスが……おそらくはユトムンダスに勝る力を持っているはずの四天竜が、自ら戦うのではなく、わざわざレミエル様を──人間を使ってユトムンダスを退たい治じした理由──私にはわかりました。

「理ことわり……」

　犬が空を飛べないように、人が卵では生まれないように、世界には決して変わることのない、変えられることもできない、絶対不ふ変へんの理というものが存在します。

　オルリスが自らユトムンダスと戦わなかった理由──それは、ドラゴン族と巨きよ人じん族の間に存在する、とある理によるものでした。

　すなわち、ドラゴン族は巨人族の、巨人族はドラゴン族の力に対し、不ふ滅めつ。

　ドラゴン族と巨人族は、互いを傷つけることができないという理に支配されているのです。

「こいつはね、人間を食うのが大好きなの。でも、人間を食えば人間の軍ぐん隊たいに追い回される。それはさすがに鬱うつ陶とうしい。こいつは心おきなく人間を食える安あん住じゆうの地を求めて、この山にやってきたの。軍隊もいたし、金きん竜りゆうオルリスもいたけれど、こいつはこの山を気に入った。軍隊は簡単に蹴け散ちらせたし、理のおかげでドラゴン族は脅きよう威いにはならない。こいつはこの山をねぐらにして思う存ぞん分ぶん、人間を食うつもりだった。でも、できなかった。オルリスのせいでね。オルリスが呼び寄せた人間の女に、こいつは殺された。自分を殺した女とオルリスへの憎にくしみに心を焼きながら、こいつは死んでいったの」

　ロンブローゾは自らの肩を抱き、恍こう惚こつとした表情で巨人の憎しみを語ります。

「こいつにとって人間はもう好こう物ぶつじゃない。憎ぞう悪おの対たい象しようよ。さあ、こいつの憎しみ、坊ぼうやたちに受け止めきれるかしら？」




　オオオオオオオオオオォォォォォォォォォォ！




　ユトムンダスが天を仰あおいで咆ほう吼こうしました。

　大地さえ震わせるようなその大だい音声にこめられているのは、焼けつくような憎悪。

　情なさけないことに、私は圧あつ倒とうされて後ずさるどころかぺたんと尻しり餅もちをついてしまいました。

「受け止めるもなにも、オレはあいつになんにもしてないんだけどな」

　アホタレが面めん倒どうくさそうに言って、暗黒剣をゆるく構えます。

　歯を食いしばって、私は立ち上がりました。

　そうです。今私は、一人じゃないんです。

　屍し体たい兵とはいえ、相手は巨人族。その力は強大でしょうが、怖れることはありません。

　今、私の隣となりに立っているアホタレは、かつてユトムンダスを倒したレミエル様の孫まごなのです。

「死体っつっても、切ったら血が出るよなー、きっと」

「出るかもしれませんが、生きていない相手なだけ、マシだと思ってください」

「そーだな。そう思うしかないよな」

　アホタレは自分に言い聞かせるようにそう言うと、音もなく地面を蹴けって──その姿すがたを瞬またたく間にユトムンダスの頭上にまで到達させていました。

　目を剝むき歯を剝いた巨きよ人じんの額ひたいに、暗黒剣が深々と突き刺ささります。

　ですが、巨人はよろめきもしなければ悲鳴をあげるようなこともありません。

　暴ぼう風ふうの如ごときアホタレの剣でも、さすがに巨人を一いち撃げきで倒すには至りません。

　ましてや、相手は既すでに死んでいるのです。完全に肉体を破は壊かいしない限り、動きが止まることはないでしょう。

　古いにしえの種しゆ族ぞくに私の魔ま法ほうがどれだけ通じるかわかりませんが、やるしかありません。

　私の呪じゆ文もんの詠えい唱しようをかき消すように、ユトムンダスが再び咆ほう吼こうを轟とどろかせました。




　予想どおりというか覚かく悟ごしていたとおりというか、巨人の強さは私が今まで戦ってきたマモノとは桁けたが違っていました。

　巨きよ体たいに似に合あわず動きが素す速ばやく、私の魔法も半分は避けられてしまいました。

　腕わん力りよくはもちろん凄すさまじくて、大おお岩いわみたいな拳こぶしが振り下ろされる度たびに、大地は砕くだけ、木々は薙なぎ払われて、地形が変わっていきます。

　さらにユトムンダスは雷いかずちを操あやつる力を持っていました。

　額ひたいに無む数すうにある突とつ起きが輝くたびに、空から雷の雨が降り注そそいでくるのです。

　そんな強きよう敵てきを相手に、アホタレは一歩も引いていませんでした。

　巨体のまわりを目にも留まらぬ疾はやさで駆かけ回り、ときに跳ちよう躍やくして、暗黒剣を振るい続けています。

　アホタレの繰り出す漆しつ黒こくの刃やいばは、確実にユトムンダスを捉とらえ、その度にどす黒い血と強きよう烈れつな腐ふ臭しゆうを噴ふき出させていました。

　ですが、ユトムンダスが倒れる気け配はいは一切ありません。

　なにしろ、いくら斬きっても、あっと言う間に傷が塞ふさがってしまうのですから、たまったものじゃありません。

　私の魔法で与えた傷も同じ。風で切り裂さこうが火で焼こうが氷の槍やりを突き刺そうが決定打だにはならず、次の魔法が完成したときにはもう、さっき与えた傷はすっかり消えてなくなってしまっているのです。

「〝屠竜アメノハバキリ〟！」

　これで仕し留とめられなければもう後がないという覚悟で撃うった、私の使える最強の攻こう撃げき魔法をもってしても、巨人を仕留めるには至りませんでした。

　まったく効かなかったわけじゃありません。片腕と胴どうの半分を吹き飛ばすことはできたのですが、半分になった胴も、跡あと形かたもなくなったはずの腕も、すぐに元に戻ってしまいました。

　大きく盛り上がった肩の肉から腕が生はえてくる光景に目を瞠みはりながら、私はその場にがっくりと両りよう膝ひざをつきました。

　とっくに尽きた体力を気力で補って戦ってきましたが、もう本当に限界でした。

　魔ま法ほうを使うどころか、もう立つこともできず……あとはアホタレの戦いを見守ることしか、私にできることはありません。

　そのアホタレは、まだ一度もまともにはユトムンダスの攻こう撃げきをくらってはいないものの、さすがに息が上がりはじめているようでした。

　地を這はうように薙なぎ払われたユトムンダスの腕を跳ちよう躍やくでかわしたアホタレが、暗黒剣を大きく振りかぶります。

　狙ねらいは、脳のう天てん。

　そこには、魔ま王おうの娘むすめ・ロンブローゾの姿すがたが半分だけありました。

　半分だけというのは、上じよう半身だけという意味です。

　彼女の下か半身は、ユトムンダスの頭部に埋まっているのです。

　巨きよ人じんほどの高こう等とう生物を操あやつろうと思ったら、たとえ死体であっても自らを融ゆう合ごうせざるをえなかったのか、あるいは自らを融合させることで、ユトムンダスの力を強めているということなのか。

　──とにかく、アホタレがロンブローゾを狙って攻撃するのは、これが初めてです。

　アホタレの性格からいって、死体であるユトムンダスは攻撃できても、人（正確には魔ま人じんですが）を攻撃するのは、抵てい抗こうがあるのでしょう。私は迷いなく何度もロンブローゾを狙いましたが。

　ユトムンダスを攻撃してもラチがあきません。ロンブローゾを狙うのは正解のはず──。

　でも、アホタレの振り下ろした剣は、ロンブローゾではなく、ユトムンダスの肩に食い込みました。

　ユトムンダスが避けたわけでも、ロンブローゾがなにかしたわけでもありません。ロンブローゾに当たる直前で、アホタレ自身が剣の軌き道どうを変えてしまったのです。

「優しいのね」

　ロンブローゾが笑えみを浮かべて言った刹せつ那な、ユトムンダスの手がアホタレを捉とらえました。

　最さい上段から振り下ろされた巨きよ大だいな手に全身を打ち据すえられたアホタレは、硬い地面に肩から落ちて、ぐったりと全身を弛し緩かんさせました。

「レックス様！」

　私の叫びに応こたえたのかどうかはわかりませんが、アホタレはおもむろに起き上がりました。

　起き上がったとはいっても、立ち上がるまでにはいたっていません。片かた膝ひざをついた姿し勢せいで、深くうなだれています。

　下りた前まえ髪がみのせいで表情は窺うかがえませんが、頭か顔か、あるいは両方からか──血が滴したたっているのは見えました。

　無む傷きずでいられるはずがありません。巨人の一いち撃げきをまともに受けたのです。

「あんた、何者？」

　動けないアホタレに、ロンブローゾが巨きよ人じんの頭とう頂ちようから声を降らせます。

「なんで生きてるわけ？　巨人の攻こう撃げきよ？」

　ロンブローゾの疑問は、私にとっての疑問でもありました。

　英雄の曾ひい孫まごとはいえ、アホタレは私と同じ人間です。人間が巨人の攻撃を受けて果たして生きていられるものなのか。私だったら、跡あと形かたもなく吹き飛んでいたに違いありません。

　ロンブローゾの問いに、アホタレは言葉を返しません。うなだれたまま、苦しげに肩を上下させているだけです。

　苦しくて答えられないのか、答えたくないのか。

「……まあいいわ。私は死体とだって話せるんだから。とりあえず、死んじゃいなさい」

　ユトムンダスが、さっきアホタレをはたき落としたその手を拳こぶしにして、振りかぶります。

「レックス様……っ」

　私はほとんど這はうようにしてアホタレに近づきます。

　彼の傍そばにいったところで、私にはもう彼を守る力はありません。それでも、彼は私の主あるじで私は彼の従じゆう者しやなのです。

　従者が主より後に死ぬわけにはいきません。

「くる……な……」

　うなだれたまま、アホタレが呻うめき交じりの声を出しました。

「逃げ……ろ……アンジュ……」

　アホタレが私の名前を口にしました。

　今までずっと、あんたとかおまえとか、そんなふうにしか呼ばれていませんでしたから、ちょっとだけ……ほんのちょっとだけですが、嬉うれしいと思ってしまったり。

「名前……初めて、ちゃんと呼んでくれましたね」

　なんとか彼の傍かたわらまでたどり着いた私は、両腕を伸ばして彼の頭を胸に抱き寄せました。

　血が苦にが手てな彼が、これから訪れる死の瞬しゆん間かんに、せめて血を見ずにすむようにと。

　これが、今私が彼にしてあげられる唯ゆい一いつのこと。

「……アンジュ……」

　私の胸の中で、アホタレがぽつりと呟つぶやきました。

　なぜでしょう。大だい嫌きらいな奴やつなのに、名前を呼ばれて、心がくすぐったく感じてしまうのは。

　風が唸うなる音が聞こえました。ユトムンダスが拳を振り下ろす音に違いありません。

　私は目を閉じて、アホタレの頭をぎゅっと抱きしめました。

──ごめんなさい。

　最後の瞬間、私の脳のう裏りに浮かんだ言葉は、謝しや罪ざいの言葉でした。

　お父とうさん、お母かあさん、おばあちゃん、大おお兄にいちゃん、小しよう兄にいちゃん、レイヴェン様、トモエさん、アホタレ──いえ、レックス様……。

　みんなみんな、ごめんなさい。

　…………………………。

　…………………………。

　…………………………。

　…………………………あれ？

　いつまで経たっても、衝しよう撃げきが訪れません。

　それとも、衝撃を感じる間もなく死んでしまったのでしょうか。

　いえ、だったらこんなふうに思し考こうできるはずもなく。

　恐る恐る目を開けて振り向いた私は、半はん開びらきだった目を限界まで見開くことになりました。

　私たちが今も生きているのは、ユトムンダスの巨きよ岩がんのような拳こぶしが、とある人物の手によって受け止められていたからです。

　腐ふ臭しゆうに満ちた夜風に、彼女の艶つややかな長い黒くろ髪かみがさらさらと揺れています。

「マリナ……さん？」

　私の声に顔だけを振り向かせ、美び貌ぼうに淡い笑えみを浮かべたのは、シンタのお姉ねえさん──マリナさんでした。




　自身の手の優に千倍はあろうかというユトムンダスの巨きよ大だいな拳を軽々と押し返すと、マリナさんは身体からだごと私たちのほうを振り返って、こう言いました。

「よくぞ来た。竜りゆうの因いん子しを持つ者よ」

「え……？」

　言葉の意味がわからず戸と惑まどう私の胸で、うなだれたままだったアホタレが顔を上げました。

「やっぱり、あんたがオルリスか……」

　アホタレの口から出た言葉に、私は息を吞のまずにはいられませんでした。

「オルリス……？　マリナさんが……？」

　マリナさんは頷うなずいて、言います。

「我が名はオルリス。偉い大だいなる竜王の子にして、おまえたち人が黄おう金ごんの翼つばさと呼ぶ者だ」

　そのとき、私の脳のう裏りに浮かんだのは、麓ふもとの村にあった守り神様の石せき像ぞうでした。

　村をマモノの脅きよう威いから救い、守り神様として崇あがめられるようになった一人の女性──。

　シンタの話によれば、彼女の髪は金きん色いろだったということですが……。

「髪の色が気になるか？」

　私の頭の中を見み透すかしたように、マリナさんは言いました。

「守り神様の髪の色は金。我と守り神様が同一の存在なら、なぜ我の髪が金ではないのか……といったところか」

　怯ひるみつつ頷いた私に、マリナさんは疑問の答えをくれました。

「我は今、父に与えられた楔くびきによって力を封じられている。よって本ほん性しようたる色を失っているのだ」

「では、あなたは間違いなく金きん竜りゆうオルリスで、村の人たちが崇あがめる守り神様なのですね？」

「そうだ」

　偽いつわりは感じられませんでした。

　自らをオルリスと名乗る彼女は、間違いなく四天竜の一体、金竜オルリスなのでしょう。

　巨きよ人じんの拳こぶしを軽々と受け止めてみせたのが、なによりの証しよう拠こです。

「我は友との誓ちかいに従い村を見守りながら、待ち続けた。封ふう印いんされし我が力を解とき放つ者が訪れるその日を」

　マリナさん──いえ、オルリスの目が向けられているのは、私の胸の中のアホタレです。

「我が友、レミエルの血を継ぐ者よ。我が待っていたのは、おまえだ」

「そう……そういうこと……」

　オルリスの背後で、暗い声が炎ほのおのようにたちのぼりました。──ロンブローゾです。

「あんたがオルリスだったの……で、そっちの坊ぼうやはあの忌いま々いましい竜騎士の子し孫そんだったってわけね……」

　オルリスがおもむろに顔を振り向かせて、言います。

「そういうことだ、魔ま王おうの娘むすめよ。力を封じられていたが故ゆえに為なすすべもなく拐かどわかされたが、楔は既すでに失われた。この者が内に秘めたる竜りゆうの因いん子しによってな」

　そう言うと、オルリスはアホタレに視し線せんを戻します。

「そなただ、竜騎士レイジャックとレミエルの血を継ぐ者よ。わかっているな？」

「……ああ……まあ、な。だから来たくなかったんだけど……」

「名を聞こう」

「……レックス」

「レックスか。よい名だ」

　目を細め微笑ほほえむオルリスからは、すべてを包み込むような広く深い母ぼ性せいを感じます。

　その表情は、泣きじゃくるシンタを抱きしめていたときと同じで、マリナさんはオルリスだったのだと、改めて思い知らされます。

　しかし──。

　マリナさんの正体がオルリスなのだとすると、マリナさんの弟だというシンタは一体何なに者ものなのでしょう。

　シンタもまた、ドラゴン族……ということなのでしょうか。まったくそんなふうには見えなかったのですが、でも、それを言うならマリナさんだって同じなわけで……。

「まさか餌えさにするために攫さらってきた黒くろ髪かみの女の中に、オルリスがいたなんてね」

　ロンブローゾが苛いら立だちを滲にじませた声で言います。

「我ながら間ま抜ぬけな話だけれど……ま、いいわ。会えて嬉うれしいわよ、オルリス」

　フッと笑ったのは、オルリスです。

「愚おろかだな。我は人など食わぬよ。黒くろ髪かみの娘むすめとなれば、なおのことな」

「どうだっていいわよ、もう。あんたには、シグルドの居い所どころを教えてもらえれば、それでいいんだから」

「父がどこにいるのか、それは我らにもわからない。父の居所を知るのは、竜宝玉カーバンクルのみ」

「そう。なら、その竜宝玉とやらを渡してもらうわよ」

　ロンブローゾは舌なめずりをすると、メガネを外し、放り投げました。

「渡せと言われて渡すと思うのか？　魔ま王おうの娘よ」

「あんたの意い志しなんて関係ない。あんたは死んで、あたしに操あやつられるんだから。──こいつみたいにね！」

　ロンブローゾが目をいっぱに見開いて叫ぶと、今もまだ空一面に浮かび上がっていた血ち色いろの文字列に異い変へんが起こりました。

　一ひと文も字じ一文字が血色の輝きを放ったまま、まるで虫か鳥のようにユトムンダスのまわりを飛び回りはじめたのです。

　オルリスがその奇き怪かいな光こう景けいに、ふむ、と小さく唸うなりました。

「死者となったことで、ユトムンダスはもう理ことわりから解とき放たれている。今ならば、竜りゆうたる我を傷つけることもできる……か。だが、それは我の力があやつに通じるようになったということでもある」

　オルリスはこちらを──アホタレを振り返ると、美び貌ぼうに涼すずやかな笑えみを浮かべて言いました。

「やるぞ、レックス。我にふたりの友との誓ちかいを果たさせてくれ」

「ふたりの友って……ひとりは、ばあちゃんか？」

「そうだ。我が二人目めの友、レミエルは、我にこう願ったのだ。いずれ自分の血を継ぐ者がこの地を訪れたときには、力を貸してやってほしいとな」

「ああ……ばあちゃん、言ってたよ。どうしても戦わなきゃダメって時がきたら、オルリスに会いにいけって」

　うむ、とオルリスは頷うなずきました。

「レミエルとの誓いに従い、我はおまえに力を貸そう。そして、願わくば、レックス」

「ん？」

「我が一人目の友との誓いのために、おまえの力を我に貸してくれ」

「それって、ひいじいちゃんのことか？」

「いや、ポーラだ」

「誰だれだ、それ？」

　アホタレの問いに、オルリスは遠い過去を懐なつかしむように目を細めました。

「麓ふもとの村の娘むすめだよ。四天竜たる我を友と呼んだ、初めての人間だ。彼女の願いにより、我はこの山を守ってきた」

　ふわり、とオルリスの長く艶つややかな髪かみが浮かび上がり、天に向かって逆さか立だちました。

「ポーラとレミエル……ふたりの友の願いが、今ここで我に戦えと言っている。我はそれに応こたえよう！」

　高らかに声を放ったオルリスのか細い全身から光があふれ出します。

「我らの力が人の欲よく望ぼうのために使われることを厭いとって、父が我ら兄弟に打ち込んだ楔くさびは、レックス……おまえの血に宿る竜りゆうの因いん子しによって解とき放たれた」

　はじめ、白く淡かった光は、次し第だいに輝きを増し、その色を白から金きん色いろへと変えて、今や直ちよく視しできないほどの眩まぶしさです。

　直視はできなくても、光の中でオルリスが人から竜へと姿すがたを変えようとしているのはわかりました。

　そして──。

　姿を変えようとしているのは、オルリスだけではありませんでした。

　眩しさから目を逃がした先──血ち色いろの文字が飛び交う夜空に、巨きよ大だいな肉の塊かたまりが浮かび上がっていたのです。

　ユトムンダスです。

　ただしそれは、先さき程ほどまでの巨きよ人じんとしての姿を半なかば失いかけていました。

　手足はもはやなく、ただ頭だけが憤ふん怒ぬと思おぼしき形ぎよう相そうでこちらを見下ろしています。頭の頂点には、ユトムンダスと同じ形相をしたロンブローゾが。

「うふ、うふふ、うふうふ、うふふふふ……」

　不ぶ気き味みな笑い声をこだまさせながら、ロンブローゾは露ろ出しゆつしていた上じよう半身をも巨人の頭へと沈めていきます。

　やがて、その姿が完全に見えなくなると、空を飛び交っていた血色の文字たちが、吸い寄せられたようにユトムンダスに張りつき、赤しやく銅どう色いろの肉に染しみ込むように消えていきました。

「ああ、お父とう様。愛いとしい愛しいお父様。あなたの娘は、こんなにも美しくなりました！」

　正気を失っているとしか思えない倒とう錯さくしきったロンブローゾの声が、ユトムンダスの全身から発せられて夜空に響ひびき渡ります。

　ぐもり。

　続いて聞こえてきたのは、肉の蠢うごめく音。

　ぐもり。ぐもり。ぐもり。

　赤銅色の腐くさった肉を大きく蠢かせて、ユトムンダスはその姿すがた形かたちを変えていきます。

　蝙蝠こうもりのそれに似た六枚の羽。至るところから伸びる触しよく手しゆのような無む数すうの肉の紐ひも。長く太い腕の数は四本。

　そして、憤ふん怒ぬに歪ゆがんだ顔の頭とう頂ちよう部ぶに現れた、もう一つの巨大な顔。メガネをかけているようにも見えるその顔は、今し方までそこにいたロンブローゾの顔に酷こく似じしています。

　もはや、化ばけ物ものとしか呼びようのない、醜しゆう悪あく極まる姿すがた。

「自分とユトムンダスを完全融ゆう合ごうさせた……？」

「そのようだな。まったく、おぞましい真ま似ねをする」

　私の呟つぶやきに答えたのは、男性のものとも女性のものともつかない不ふ思し議ぎな声でした。

　その声の主は、空の化け物から視し線せんを下げた先──私の目の前にいました。

　光り輝く、美しい異い形ぎよう。

「オルリス……」

　しなやかな四し肢しも、背中で折り畳たたまれた翼つばさも、長い尻尾しつぽも、すべてが眩まばゆいばかりの金きん色いろ。

　異形という点では共通していながら、空に浮かぶ醜悪な化け物とは対たい照しよう的に、目の前の獣けものは神の造ぞう形けいが如ごとく美しく、神しん性せいにあふれています。

　いえ、獣などと呼んではいけないでしょう。

　ドラゴン。

　今、私たちの目の前にいるその生き物は、巨きよ人じんと並ぶ古いにしえの種しゆ族ぞく。

　人よりも遥かに大きい存在なのです。

　ましてやオルリスは、偉い大だいなる竜王の子。

　ドラゴン族において最も貴とうとき四天竜の一体──あの黄おう金ごんの翼なのです。

「この姿を晒さらすのも、かれこれ五十年ぶりか」

　笑ったのでしょうか──あたりの空気が静かに震えました。

「案あん外がい、小さいんだな」

　アホタレがぽつりと言いました。

「もっとデカイのかと思ってた」

　四天竜に対してずいぶん失礼なことを言っていますが、私も同じことを思っていましたから叱しかるに叱れません。

　金きん竜りゆうオルリスは、想そう像ぞうしていたほどの巨きよ体たいではありませんでした。

　高こう位いのドラゴンということで、もっと山のような巨体をしているものだと疑いもなく思っていたのですが……。

　もちろん、巨体であることは間違いありません。最さい下級のドラゴンであるワイバーンなどと比べると二回りも三回りも大きいのですが、空に浮かぶ化け物と比べてしまうと、その大きさは半分にも届いていません。

「なるほど、やはりおまえはレミエルの孫まごだな」

　また、空気が静かに震えました。

「同じことを言いおる」

「へー」

　おばあさまと同じというのが嬉うれしかったのか、アホタレの顔に笑えみが差しました。

「さあ、我が背に乗れ、レックス」

　そう言うと、オルリスは膝ひざを折って頭を垂れました。

「おまえの血に流れる竜りゆうの因いん子しは、我らとの接せつ触しよくにより活かつ性せい化かされる。真なる竜騎士となりたくば、我が背に乗れ」

「いや、別になりたくないんだけど……なんなきゃダメ……なんだよな、やっぱり？」

　アホタレが問いを向けている相手は、他ならぬ私です。

　私は頷うなずきました。

「なってください、どうか」

　オルリスの言う真なる竜騎士というのがどういった存在なのか、正確なところは私にはわかりません。

　ただ、竜騎士と言われて真まっ先さきに思い浮かぶのは、人じん魔ま戦争の英雄、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルト──アホタレの曾ひいお祖じ父い様です。

　アホタレがレイジャック様と同じ竜騎士になる……なることができれば、魔ま王おう打だ倒とうも夢ゆめ物語ではなくなるはずです。

　戦いを嫌きらうアホタレに戦いを強きよう要ようすることは、私だってしたくありません。彼が血を嫌う理由を知ってしまった今となっては、なおさらです。

　それでも、私の立場では彼に戦うなとは言えません。戦ってくださいとしか言えません。

「あー……もう、しょーがねーか」

　アホタレはよっこいせと立ち上がると、よろよろとした足取りでオルリスに近づいていきます。

「厄やつ介かいだよなー、オレの血ってさ」

　その言葉は、私やオルリスに言っているというより、独ひとり言ごとのように聞こえました。

「でも、ま、これもばあちゃんとの絆きずななんだって思えば、恨うらめないよな。ひいじいちゃんのほうは、ちょっとだけ恨めしいけどさ」

　アホタレは半なかば倒れ込むようにオルリスに身体からだを預けると、金きん色いろの体たい毛もうをつかみ、よじ登って、オルリスの背中に跨またがりました。

「では、いくぞ」

「ああ」

　オルリスが折り畳たたんでいた翼つばさをおもむろに広げると、ぱあっと燐りん光こうが舞い散りました。

「んじゃ、ちょっとばっかいってくるよ」

　アホタレが血に汚よごれた顔を私に向けて、歯を見せます。

「レックス様……ご武ぶ運うんを」

「うん。……ああ、そうだ、アンジュ」

「はい？」

「さっきは、ありがとな」

「さっき……というと？」

「オレのこと、庇かばってくれただろ？」

「ああ……いえ……」

　あれは庇うというより、ただ抱きしめただけだったのですが……。

「なんかさ、ばあちゃんに抱きしめられてるみたいで、すげー安心できたんだ」

「そ、そうですか……」

　ばあちゃんみたいという言葉をそのまま受け取ってしまうと、まだ十七の身み空そらとしては非常に複雑なのですが、アホタレにとってお祖ば母あ様は誰だれよりも大好きな人です。ばあちゃんみたいというのは、彼にとってはなによりの褒ほめ言葉なのでしょう。だからここは、素直に喜んでおきましょうか。

「飛ぶぞ」

　金きん色いろの竜りゆうが金色の翼つばさを大きくゆっくりと上下に動かして、空へと舞い上がります。

　私は羽ばたきの起こす風に吹き飛ばされないよう地面に伏せながら、視し線せんだけは空に向けていました。
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　ゆるやかに、けれど力強く天の高みへと昇っていく金きん竜りゆうオルリスを追って、ユトムンダスと完全融ゆう合ごうしたロンブローゾが、醜みにくい巨きよ体たいを上昇させていきます。

　そして始まった戦いは、人じん智ちを超えるものでした。

　四天竜と、巨きよ人じんの屍し体たいと自らを融ゆう合ごうさせた魔ま王おうの娘むすめ。

　両者の強大な力がぶつかり合う度たびに、夜空は火の赤に、あるいは雷いかずちの青に、ときには吹雪ふぶきの白色にさえ染まり、絶え間なく響ひびき渡る轟ごう音おんと咆ほう吼こうに、大気は狂ったように悲鳴を上げ、大地は怯おびえたように震え続けました。

　おとぎ話に聞いた世界の終しゆう末まつを思わせる光景。

　私は──。

　私は今まで、自分はそれなりに腕の立つ魔ま法ほう使つかいなのだと思っていました。

　その認にん識しきは必ずしも間違っているわけではないでしょう。ですが、腕が立つといっても所しよ詮せんは人間の範はん疇ちゆうにすぎません。

　今、天てん上じようで繰り広げられている戦いに介かい入にゆうできる力は、私にはありません。

　私にできることはただ、信じて祈ることだけ。

　オルリスの勝利を。

　そして、あの超ちよう常じようの戦いの渦か中ちゆうにいるアホタレの生せい還かんを。

　私は胸の前で手を組み、知る限りの神の名前を心の中で並べて、片かたっ端ぱしから祈りを捧ささげました。

　己おのの無む力りよくさを嚙かみしめながら。

　オルリスとロンブローゾの力は、拮きつ抗こうしているように見えました。

　オルリスの吐いた火がロンブローゾを焼けば、ロンブローゾの雷がオルリスを焼き、オルリスの牙きばと爪つめがロンブローゾを引き裂さけば、ロンブローゾの触しよく手しゆがオルリスを打ち据すえ、貫つらぬく。

　アホタレも、オルリスの背中でただぼうっとしているわけじゃありません。レミエル様の形かた見みである暗黒剣を振るって、オルリスの身体からだに突き刺さった触手を斬きり払ったり、すれ違い様ざまに斬りつけたりと、懸けん命めいに攻こう撃げきしています。

　ロンブローゾの巨体に対し、アホタレの剣は針はりよりも小さく見えました。それでもアホタレの繰り出す剣がロンブローゾを捉とらえる度に濁にごった呻うめき声が聞こえてきたのは、アホタレの攻撃が多少なりとも効いている証しよう拠こでしょう。

　アホタレの血に流れる竜りゆうの因いん子しは、竜との接せつ触しよくにより活かつ性せい化かされる──と、オルリスはそう言っていました。

　オルリスの背に乗ることによって活性化された竜の因子が、アホタレに魔王の娘と巨人の融合体にさえ通じる力を与えているということなのでしょうか。

「アンジュ様」

　呼び声に振り返ると、トモエさんがいました。

「あれは……あれが、金きん竜りゆうオルリス様……なのですか？」

　天てん上じようの戦いを見開いた目で見上げているトモエさんに、私は状況を説明しました。

「マリナさんがオルリス様だったのですね」

　トモエさんも、ここに至るまでの話を聞かせてくれました。

　麓ふもとの村まであと少しというところで、急にマリナさんの姿すがたが見えなくなったこと。付近を探したものの見つからず、引き返そうとするシンタを押し留とどめるのに苦労したこと。

「マリナさんは必ず連れ戻すからとシンタさんに約束して引き返してきたのですが……まさか、マリナさんがオルリス様だったなんて……」

「私も驚いています」

　驚きの度ど合あいでいえば、トモエさんがゴーレムだという事実のほうが上のような気もしますが、まあそれはさておき。

　天上では、強大な力の衝しよう突とつがなおも繰り返されています。

　人の身では近づくことさえ許されない戦い。

　あるいは、オルリスが天上を戦いの場に選んだのは、私を巻き込まないための配はい慮りよだったのかもしれません。

　あんな戦いが目の前で行われていたら、私なんてその余よ波はだけで命を落としていたでしょう。

　拮きつ抗こうしているが故ゆえにいつ果てるとも知れなかった戦いに決けつ着ちやくがついたのは、東の空が白しらみはじめた頃ころでした。

　ロンブローゾの四本の腕に四し肢しをつかまれ、槍やりのように鋭く伸ばした触しよく手しゆに身体からだ中を貫つらぬかれながらも、オルリスが吐き出した金きん色いろの火か球きゆうがロンブローゾを直ちよく撃げき。




「ガアアアアアアアアアアアアアアアッ！」




　悲鳴をあげて醜みにくい巨きよ体たいをうねらせたロンブローゾに、オルリスは次々と火球を浴びせかけ──魔ま王おうの娘むすめと古いにしえの巨きよ人じんの融ゆう合ごう体たいである化ばけ物ものは、ついに灰かい燼じんと化したのです。




「イヤアアアアアアアアアアッ！　お父とう様！　お父様ーッ！」




　それが、魔王の娘の最さい期ごの叫びでした。

　おそらく彼女は、自分の勝利を疑ってはいなかったのでしょう。

　事実、ユトムンダスと融ゆう合ごうした彼女の力は、オルリスに引けを取ってはいなかったでしょう。上回ってさえいたかもしれません。

　ただ一つ、彼女に誤ご算さんがあったとすれば、それはアホタレの存在です。

　最後の攻こう防ぼう──。

　オルリスの炎ほのおを立て続けにその身にくらいながら、ロンブローゾは触しよく手しゆの一本を振り上げ、オルリスの脳のう天てんに狙ねらいを定めていました。

　あの攻こう撃げきがもしもオルリスの頭を貫つらぬいていたなら、倒されていたのはオルリスのほうだったかもしれません。

　ロンブローゾにとっても、肉を切らせて骨を断つ、決けつ死しの攻撃だったのでしょう。

　ですが、結局、触手がオルリスの頭を貫くことはありませんでした。

　アホタレがいたからです。

　突き下ろされた触手を、アホタレが斬きり飛ばしたのです。

　アホタレの存在が、最後の最後に勝敗を分けたのです。

　夜明けの空に、金きん竜りゆうが舞います。

　深く傷ついているはずの身体からだで、それでも力強く優ゆう雅がに大空を旋せん回かいする金竜の背には、こちらに向かって手を振るアホタレの姿すがたがありました。

　距離のせいで表情までは見て取れませんが、きっと、笑ってはいないでしょう。

　笑っているはずがないのです。魔ま人じんとはいえ、化ばけ物ものになっていたとはいえ、人を手にかけたのですから。

　笑っているどころか、傷つくこと以上に傷つけることを嫌きらう彼は、今きっと、泣いているはずです。

　泣きながら、それでも私やトモエさんに無ぶ事じを伝えようと手を振っているのです。

　私にはそれがわかりました。

　ほどなくして、オルリスが私たちの前に下りてきたとき、アホタレはオルリスの背中でぐったりとうつぶせになっていました。

「レックス様！」

「案ずるな。眠っているだけだ」

　短い悲鳴をあげて駆かけ寄るトモエさんにそう言ったオルリスは、金きん色いろの身体の至る所を血に染めていました。

　それでも、神の造ぞう形けいの如ごとき美しさは不ふ思し議ぎなことに少しも損そこなわれていなくて、地を踏みしめる四し肢しにも活かつ力りよくが漲みなぎっているように見えました。

　旧きゆう世界の以前から生き続けている古いにしえの種しゆ族ぞくの生命力りよくは、やはり、私たちのそれとは根本的に違うようです。

　トモエさんに遅れてオルリスの前にたどり着いた私は、背中で眠るアホタレの顔をそっと覗のぞき込みました。

　今いまし方がたまで天てん上じようで人じん智ちを超えた戦いを繰り広げていた勇ゆう者しや様の顔は、涙と鼻はな水みずでべとべとになっていました。

「ごめん……なさい……」

　アホタレの口から寝ね言ごとが洩もれました。

「ごめん……なさい……ごめん、なさい……」

　繰り返される謝しや罪ざいの言葉は、ロンブローゾに向けられたものなのか、それとも遠い記き憶おくのお祖ば母あ様に向かってのものなのか。

　私はアホタレの髪かみをそっと撫なでて、子こ守もり歌うたを歌いました。

　熱を出して倒れた私に彼が歌ってくれたのと、同じ曲を。

　目め覚ざめたらまた長い戦いの旅が待っている彼の眠りが、せめて少しでも安らかなものになるようにと、願いを込めて。

　私の子守歌が効いたのかどうかはわかりません。──が、ほどなくして、繰り返されていた「ごめんなさい」は聞かれなくなり──。

　アホタレの寝ね顔がおには、安らかな笑えみが浮かんでいました。




「シンタはただの人間だ。むろん、我と血の繫つながりなどない」

　戦い終わって村に帰ってきた私たちは、オルリスからいろいろな話を聞きました。

　場所はオルリス──マリナさんとシンタの家。

　暖だん炉ろの前に座っているオルリスの膝ひざの上では、姉との再会を喜んで泣き疲れたシンタが安らかな寝ね息いきをたてています。

　戦いの後、人間──マリナさんの姿すがたに戻ったオルリスは、傷きず一つない綺き麗れいな身体からだをしていました。とはいえ、顔色は青く、一度は立ち眩くらんだよう倒れてもいましたから、やはり、四天竜であるオルリスにとっても、あの戦いは厳きびしいものだったということなのでしょう。

「シンタは村の生まれではない。外からきた行ぎよう商しよう人にんが連れていた子供だ。その行商人は樹じゆ海かいでマモノに襲おそわれ、我が通りかかったときにはもう事切れていた。その傍かたわらで火がついたように泣いていた赤あかん坊ぼうが、シンタだ」

　自分がシンタを拾ったのは、ただの気まぐれだとオルリスは言いました。

「一度ぐらいは人間の子供を育ててみるのも一いつ興きようと、面めん倒どうを見ているのだが……悪くないものだな。小さきものに慕したわれるのも、しがない村むら娘むすめを演じるのも。どちらも悪くない……」

　そう言ってシンタを見つめるオルリスの目には、深い母ぼ性せいの色がありました。

　ポーラさん──オルリスが初めて友と認めた女性についても、オルリスは話してくれました。

　オルリスとポーラさんが出会ったのは、人じん魔ま戦争のはじまる少し前、オルリスがナブラスカ山をねぐらにするようになって間もない頃ころのことでした。

　山さん菜さいを採るために山に入り、崖がけから足を滑すべらせて怪け我がをしていたポーラさんを、オルリスが気まぐれで助けたのだそうです（気まぐれの多い御ご仁じんです）。

「実に変わった娘だった。なにしろ竜りゆうである我が姿すがたを見ての第一声が、可愛かわいい！　だったのだからな」

　ポーラさんの感かん性せいは、たしかに変わっているといえるでしょう。私もオルリスの真の姿すがたを目にしたときには、その美しさと迫はく力りよくに圧あつ倒とうされはしましたが、可愛かわいいという感想が浮かんでくることはありませんでしたから……。

「その後、ポーラはたびたび我に会いに山に入ってくるようになった。そして、会う度たびに我に抱きついては可愛いを連れん呼こするのだ」

　可愛いと言われてオルリスもどうやら悪い気はしなかったらしく、いつしかオルリスはポーラさんが自分に会いにくるのを楽しみに待つようになったそうです。

「オルリスちゃんの背中に乗って、ナブラスカ山の空を飛んでみたい！」

　ポーラさんのそんな願いも、オルリスは叶かなえてあげたそうです。

「あれを背に乗せて飛ぶのは、なかなかに楽しかった」

　四天竜であるオルリスをちゃん付けで呼んでしまえる豪ごう気きなポーラさんですが、そんな彼女も病やまいには勝てませんでした。

「人とは実に脆もろい生き物だということを思い知らされたよ」

　流行はやり病で、彼女は二は十た歳ちにも満たない若さで逝いってしまったのだそうです。

「弱った身で、それでも我に会いにやってきたポーラに、我は一つだけ願いを叶えてやると言った」

　私の生まれ育った村をいつまでも見守ってほしい。それが、ポーラさんの願いでした。

　人じん魔ま戦争がはじまり、樹じゆ海かいにもマモノが増えていた頃ころのことだそうです。

「私のことを忘れないで、とも言っていたな。願いは一つだと言ったのに……ふふ、まったく欲よく張ばりな娘むすめだよ」

　ポーラさんの願いを聞き入れ、オルリスは竜りゆう族ぞくの呪まじないで、マモノが村に入れないようにしたそうです。

　人魔戦争が終わり、人間に自分たちの力を利用されることを嫌きらった竜王シグルドによってオルリスが力を封じられても、村にかけられた呪いは残り、そのおかげで村がマモノに襲おそわれたことは、今日きようまでただの一度もありませんでした。

　けれど、マモノ避けの呪いも、魔ま人じんであるロンブローゾや彼女の操あやつる屍し体たいには効かず、侵しん入にゆうを許してしまったのだそうです。

「ポーラも物もの怖おじしない娘だったが、レミエルには及ばないと言わざるをえまい。なにしろ、この我を子こ分ぶん扱いしたのだからな」

　オルリスとレミエル様との出会いは、五十年前。

　山に人ひと食くいの巨きよ人じんであるユトムンダスが住み着き、困っていたオルリスは、人間の力を使ってユトムンダスを排はい除じよすることを考えました。

　マモノ避けの呪いも巨人には効かず、理ことわりによりオルリスの力ではどうやったところで巨人であるユトムンダスを倒すことはできません。ましてや、オルリスは竜王によって力を封じられた状態でした。

　優ゆう秀しゆうな人間の戦せん士しを求めてオルリスは山を下り、街に出て──そこで、レミエル様と出会ったのです。

「一ひと目めでわかったよ。レイジャックの血を継ぐ者だとな。血が教えてくれるのだ。竜りゆうの因いん子しを宿した血がな」

　アホタレの血にも宿っているという竜の因子──それは、竜騎士レイジャックが竜王シグルドより与えられたものだといいます。

　竜の因子を持つ者は、人よりも竜に近い力と生命力りよくを持ち、竜と接することにより、さらなる力を得ることができるのだそうです。

　巨きよ人じんの攻こう撃げきをまともにくらいながらもアホタレが生きていられた理由にも、これで納なつ得とくがいきました。

「我はレミエルに事情を話し、我に力を貸すよう求めた。そのとき、あやつはなんと言ったと思う？」

　竜が──それも四天竜が人間に頼み事をするなんて、滅めつ多たにあることじゃありません。

　その滅多にないことを前にレミエル様が返した言葉は、衝しよう撃げき的なものだったといいます。

「あの娘むすめは四天竜たる我に、こう言ったのだ。あんたが私の子こ分ぶんになるなら手伝ってあげてもいいわよ、とな。あれにはさすがに我が耳を疑ったぞ」

　オルリスは声をあげて笑いました。

「ん……」

　膝ひざの上のシンタが身じろぎしましたが、目を覚ますには至りませんでした。

「あのときも大笑いしたぞ。あまりにもおかしくてな、おもわず条件を飲んでしまった」

　……四天竜というのは、みんなこんな、ノリのいい性格をしているのでしょうか？

「それでは、オルリス、あなたは……」

　うむ、とオルリスは頷うなずきました。

「我はレミエルを二人目の友と言ったが、レミエルが聞いたら違うと怒るだろうな。正確には我はレミエルの友ではなく子分だ」

　そして、またオルリスは笑いました。

「レミエル様……凄すさまじい方だったのですね……」

　アホタレから色々と話を聞いて、豪ごう気きな方だということはわかっていましたが……よもや、四天竜を子分にしてしまうほどとは。

「レミエル様らしいですわ」

　レミエル様をよく知っているトモエさんは、くすくすとおかしそうに笑っていました。

　アホタレが聞いたら喜びそうな話ですが、生あい憎にくとアホタレは今この場にはいませんでした。

　アホタレは隣となりの部屋で眠っています。

　あれから一度目めを覚ましたのですが、「疲れた。眠い」と言って、村に着くなりばったりと倒れてしまったのです。

　竜りゆうの因いん子しで人間離ばなれした身しん体たいの強さを持つとはいえ、やはり、あの激げき戦せんはこたえたようです。

　こんなとき、僧そう侶りよがいれば癒いやしの魔ま法ほうで回復を早められるのでしょうが、生あい憎にくと私に僧侶の魔法である神しん聖せい魔法は使えません。

　まあ、精神的な疲労も大きいでしょうし、ゆっくりと眠らせてあげましょうということになったのです。

「それで、オルリス。竜王様の居い所どころについてなのですが……」

「うむ。おまえたちは父に会うことを望んでいるのだったな。だが、魔ま王おうの娘むすめにも言ったとおり、父の居所は我ら兄弟にもわからぬ。父の居所を知るのは、竜宝玉のみ」

「竜宝玉……？」

「これだ」

　オルリスはシンタの頭を撫なでていた手をそっと胸の高さに持ち上げると、その手から淡い光が陽炎かげろうのように立ちのぼり、やがて、光の中に子供の拳こぶしほどの大きさの珠たまが現れました。

「この竜宝玉が、おまえたちの願いを叶かなえるだろう」

　竜宝玉とは自分たち四天竜の魂たましいのかけらなのだと、オルリスは言いました。

　そして、四よん体たいの四天竜全ぜん員いんの竜宝玉を揃そろえたとき、竜王シグルドは現れると。

　竜王に会うためには四天竜から証あかしをもらわなければならない──レミエル様の言葉の意味が、ここで判明しました。

　証とはすなわち、竜宝玉のことだったのです。

「竜王様に会うためには、あなたを含む四天竜全員から、竜宝玉を受け取らなければならないわけですね？」

「そうだ」

「……では、あなた以外の四天竜の居所は？」

　オルリスは静かに首を横に振りました。

「それは、わからぬ。人じん魔ま戦争以い来らい、兄弟とは会っておらぬからな」

　そもそも竜りゆう族ぞくは血を分けた親おや兄弟であっても共に暮らすことはないのだと、オルリスは教えてくれました。

「しかし、案ずるな。兄弟の許もとへは、竜宝玉が導いてくれるだろう。──受け取るがいい」

　そう言ってオルリスが差し出した竜宝玉を、私は固かた唾ずを飲んで受け取りました。

　オルリスの魂たましいのかけらだというそれは、金きん竜りゆうの魂らしく綺き麗れいな金きん色いろをしていました。

「おまえたちに、竜王の加か護ごがあらんことを」

　目の前で微笑ほほえむ人間好きの金竜に、私は竜宝玉をしっかりと握りしめて深く頭こうべを垂れました。




　翌よく朝あさ──。

「次の目的地ちは、学がく術じゆつ都市フルブライトです」

　ベッドの上で寝ぼけ眼まなこをこすっているアホタレに、私はそう告げました。

　私の隣となりには、朝からメイド服を一いち分ぶの隙すきもなくかっちり着こなしたトモエさんがいます。

「フルブライトって……姉あね貴きのいるところだろ？　なんだってンなトコに行くんだよ？」

「四天竜の居い所どころを調べるためにです」

　四天竜の許もとへは竜宝玉が導いてくれるとオルリスは言いましたが、闇やみ雲くもに旅をして、それでなんとかなると思えるほど私は楽らつ観かん主しゆ義ぎ者しやじゃありません。

　古こ代だい図書館目め当あてに大陸中じゆうの学者が集まるフルブライトなら、四天竜の直接の居所まではわからずとも、手掛かりぐらいはつかめるかもしれません。

　それに、トモエさんが発見された旧きゆう世界の遺い跡せきに関しても、なにか知ることができるかもしれませんしね。

　とりあえずの目的地ちとしては、フルブライト以上の場所はないでしょう。

「そんなわけですから、さっさと起きて、顔を洗ってきてください。朝食をすませたら、すぐに出発しますよ」

「げえっ、マジかよ」

「大マジです」

「勘かん弁べんしてくれよ」

「なにがですか」

「だって、だってさ、せっかく女の子をいっぱい助けたんだぜ？　助けられた女の子は当然、みんなオレのことを好きになっちゃってるわけじゃん？」

「じゃん？　と同どう意いを求められても困りますが」

「なっちゃってるんだよ、そりゃもう決定的に明らかなんだよ」

「で？」

「よーするに、今日きようからオレには女の子に愛されまくりな天国な日々が待ってるんだよっ。なのにすぐに旅立つとか、マジありえねぇ」

「そんな理由で私が旅を遅らせることを許すと思いますか？」

「……いえ、思いません。ちょっとだけ調子に乗りました。ごめんなさい」

　私の半はん眼がんにこめられた殺さつ気きに気づいたのか、アホタレはベッドの上に両手をついて頭を下げてきました。

「わかったのなら、さっさと顔を洗ってらっしゃい」

「へ、へい。ただいま」

　転がるようにベッドから下りてそそくさと部屋を出ていくアホタレの背中を見送って、私はなんともいえない気持ちになりました。

　オルリスの背に乗って巨きよ大だいな敵と戦った昨日きのうの彼と、今、覇は気きのないがに股また歩あるきで部屋を出ていった彼が、どうしても頭の中で一致しないのです。

　昨日の彼の雄ゆう姿しは、今もくっきりと目に焼きついています。凜り々りしくて雄お々おしくて、神しん話わに登場する英雄の如ごとき神しん性せいをも兼ね備えたあの姿すがたは、勇ゆう者しやと呼ぶに相応ふさわしいものでした。

　あの戦いで、なにかが彼の中で大きく変わったのでは──と期待もしていたのですが、さっきの様よう子すを見るに、どうやらなに一つ変わってはいないようで。

　それが残念な反面、ホッとしたような気持ちもちょっとだけ、ほんのちょっとだけですがあったりして、我ながらわけがわかりません。




　シンタとマリナさん──オルリスに見送られて、私たちは村を出ました。

「ありがとーっ！　兄にいちゃんたちのこと、ボク、絶対忘わすれないからーっ！」

　大きく手を振るシンタに手を振り返しながら、私は心の中で彼に感謝の言葉を返していました。

　王おう都とを旅立ってから一度も剣を抜いていなかったアホタレに戦いを決けつ意いさせたのは、他ならぬ彼なのですから。

「おまえたちが父に会えたとき、我ともまた会うことになるだろう。その日を楽しみにしている」

　それは、別れ際ぎわに、オルリスがシンタに聞こえないよう、そっと私とアホタレに囁ささやいた言葉です。

　オルリスからもらった竜宝玉は、アホタレに持たせてあります。あれはやはりアホタレが持つべき物でしょう。うっかり失くされやしないかと、それが心配ではありますが。

「あーもう、歩くのかったりー」

　村を出て半はん時ときも経たたないうちに、アホタレが愚ぐ痴ちりはじめました。

「なにを言ってるんですか。まだ歩きはじめたばっかりだっていうのに」

　私は振り返り、最さい後こう尾びをだらだらと歩いていたアホタレに言います。

「音ねを上げてる暇ひまなんてありませんよ。私たちの旅は、まだまだこれからなんですから」

　そう──私たちの旅は、まだまだ、これからが本ほん番ばんなんです。

　魔ま王おうを倒すためには竜王の力を借りねばならず、竜王に会うためには残りの四天竜から竜宝玉を得なければなりません。

　長い長い旅になるでしょう。

　大陸中じゆうどころか世界中を股にかけた大だい冒ぼう険けんになるやもしれません。

　王都には当とう分ぶん帰れないでしょう。

　本当に、大変な任にん務むです。それでも、この先に待ち受けているだろう幾いく多たの苦く難なんに思いを馳はせてみても、不ふ思し議ぎとため息は出てきませんでした。

　それはきっと、私自じ身しんがこの理り不ふ尽じん極きわまる任にん務むにやり甲が斐いを感じるようになっていたから──なのだと思います。

　ほんの昨日きのうまで、私はただ意い地じだけで任務をやり遂とげようとしていました。

　でも、今は──。

「さあ、そんな後ろを歩いてないで、一番前まえで私たちを引っ張ってください。この旅の主しゆ役やくは、他の誰だれでもなく、レックス様──あなたなんですから」

「なんだよ、それ。主役とかマジめんどくせー。ってか、オレが先せん頭とう歩いたって、道に迷うだけだぞ。自じ慢まんじゃないけど、オレ、方向音おん痴ちだからな」

　でも、今は、この情なさけない勇ゆう者しやの旅の行く末を見届けたいという思いが、意地よりもなによりも強く、私を突き動かしていました。

「道に迷う心配はありません」

　私はアホタレの背後に回り込むと、彼を前へと押しやります。

「私がついていますから。あなたが道に迷わないよう、そのために私がいるんですから。だから、あなたはなにも考えずに前に進んでください。考えないのは得とく意いなんでしょう？」

「ああ。考えないことにかけては、誰にも負けてないんじゃないかな！」

「胸を張ることですかっ」

　レックス＝イル＝ハイドフェルト。

　考えるのが嫌きらいで苦にが手てなアホで、どうしようもないめんどくさがり屋で、おばあちゃん子で、絵を描くのが好きで、超ちよう人じん的な強さを持ちながらも自分の剣で他人が不幸になるのが嫌いやだと泣いていた、優しい青年。

　そんな彼が果たして世界を救う本当の勇者になれるのか──。

　すべては、まだまだこれからです。







　　　　あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。志し村むら一かず矢やです。

『竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私』楽しんでいただけたでしょうか。

　まだ読んでねえよという方にどんなお話なのかをざっくりと解説しますと、人間不ふ信しんで意い地じっ張りな魔ま法ほう使つかいの女の子と、アホでヘタレな勇者の男の子が魔ま王おうをやっつけるために旅をするというお話です。

　以上、解説終おわり。

　ああ、もう書くことがなくなってしまいました。

　とはいえこれだけだと行ぎよう数すうが余ってしまうのでもう少し解説しますと、本ほん作さくは志村一矢の初の異い世界ファンタジーになります。

　異世界。いい響ひびきです。

　異世界への憧あこがれは昔から強くあります。ここではないどこかとでもいいましょうか。

　海かい外がい旅行に行くのが一番わかりやすい異世界を体験する方法なのですが、生せい来らいの出で不ぶ精しような性格と、仕事が遅いせいでまとまった休みが取れないというのもあって、物もの書かきとしては恥はずかしながら、一度も海外旅行の経験がなかったりします。

　そのくせにというかそんなだからというべきか、異世界を空想しない日はなく、本作もそんな日々の空想の結けつ晶しようということになるのでしょう。




　ほどよく行も埋まってきたところで、ここからは謝しや辞じを。

　本作執しつ筆ぴつ中ちゆうに担たん当とうさんが代わりました。旧きゆう担当さん、十年間ありがとうございました。引き継ぎ前に本作を仕上げられなかったのが、一番の心こころ残のこりです。新しん担当さん、一向に上がらない原げん稿こうを辛しん抱ぼう強く待っていただき、ありがとうございました。今後もよろしくお願いします。

　イラストのぎん太たさん、ご多た忙ぼうな中引ひき受けてくださり、ありがとうございます。原稿が大おお幅はばに遅れて、大変申もうし訳わけありません。

　デザイナーさん、校こう閲えつさん他、この本が世に出回るまでに尽じん力りよくしてくださったすべての皆様さまに、ありがとうございます。




　アンジュとレックスの旅はまだまだ続きます。次にお届けできるのがふたりの旅の続きになるか、まったく別の作品になるかは今のところ未み定ていですが──とにかく。

　どうかまた、お目にかかれますように。





志村一矢
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志し村むら一かず矢や

東京育ちの現兵庫県民。子午線のまちで瀬戸内海を眺めながらプロットを練る日々を過ごし中。画像は著者の後ろ姿。日々の不摂生がたたって若干ふとましくなった。
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ぎん太た

茨城県水戸市在住。ゲーム原画、イラスト、漫画等色々やらせていただいてます。最近フルデジタルで描くのが快適に。またＭａｃも使いはじめました。









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし











志し村むら一かず矢や
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